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全学ニュース

北海道ユニバーシティアライアンス第1回運営会議を開催

■全学ニュース

　9月21日（木）、京王プラザホテル札
幌において「北海道ユニバーシティア
ライアンス第1回運営会議」を開催し
ました。
　北海道ユニバーシティアライアンス
は、北海道における地域課題の解決に
資することを目的として、北海道に所
在する大学及び大学を設置する法人
（以下「大学等」）が、各大学等の特
色及び強みを生かしながら、教育、研
究、社会連携、産学連携等に関する情
報の収集、共有及び解析並びに具体的

事業の検討及び実施を連携して行うた
めのプラットフォームとして設置した
ものです。
　記念すべき第1回の運営会議には、
構成大学等の関係者及び北海道総合政
策部から約50名が出席しました。会議
では、室蘭工業大学、小樽商科大学及
び本学から、道内における大学間連携
に関する現状や実績等について報告が
あった後、今後の方向性や具体的なプ
ロジェクト等について活発な質疑応答
や意見交換が交わされました。

　本アライアンスには、現在、道内に
所在する国立大学法人8大学等が参画
していますが、今後はアライアンスの
設置目的に賛同する公私立大学の参画
も視野に、北海道の大学全体の研究振
興に向けた連携をはじめとして、教
育、社会連携、産学連携等の分野を幅
広くカバーして連携を深めていく予定
です。

（総務企画部総務課）

集合写真（構成大学等の長） 会議の様子
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全学ニュース

　10月1日（日）、北海道大学に新たな
運営組織である半導体拠点形成推進本
部（以下、「本部」）を設置しました。
　本部は、北海道における半導体産業
の振興に向けた動きが急速に進む中、
産学官とのハブとして国・地域・産業
界の課題解決に貢献するとともに、本
学における半導体関連研究・人材育成
等の推進を図ります。今後、半導体関
連の学外機関と強固な連携体制を築く
とともに、各部局が有する半導体の知
見を結集することで、人材育成及び研
究を推進する拠点となり、我が国にお

ける先端的な半導体産業の発展に向け
て貢献していきます。
　また、本体制による様々な取組を加
速していくために、同日付けで熊本大
学の清水聖幸副学長を、クロスアポイ
ントメントにより、本学の副学長（半
導体関連拠点）として招へいしまし
た。同氏は半導体拠点の先進地にある
熊本大学の産学連携担当副学長とし
て、半導体分野の組織立ち上げに中心
的な役割を果たしており、本学におけ
る半導体分野の教育・研究・社会連携
体制の迅速かつ円滑な強化が期待され

ます。
　10月4日（水）には記者会見を開催
し、寳金清博総長からの挨拶の後、本
部長である山口淳二理事・副学長によ
る本部の設置目的・任務等についての
説明のほか、半導体に関する研究者を
有する5部局（工学研究院、情報科学
研究院、理学研究院、電子科学研究
所、量子集積エレクトロニクス研究セ
ンター）から、特色ある半導体関連研
究について紹介を行いました。

（総務企画部企画課）

半導体拠点形成推進本部を設置

記者会見にて質疑応答に応じる寳金総長（左）と
山口理事・副学長（右）

新たに副学長に就任した清水教授

記者会見には本部の関係者のほか、学内5部局の長が出席

きよゆき

　9月4日（月）～9月8日（金）、本学の
学生を対象とした、令和5年度北海道
大学インターンシップを実施しました。
　本インターンシップは、平成22年度
から、学生に就業体験の機会を与える
ことにより、職業意識の育成・向上に
寄与し、併せて本学に対する理解を深
めることを目的として実施していま
す。今年度は5名の学生を対象として、
実施しました。（別表参照）
　初日に、開講式及び全体オリエンテ
ーションを実施し、各部局担当者から

「組織運営」「財務」「学務」「研究
推進」「施設」「国際」「社会共創」
「図書」の8つのテーマに基づき、本
学の概要説明がなされ、その後、受入
部局でそれぞれ実習を行いました。
　実習のプレゼンにおいては、内容を
的確に表現し、大学側に何が足りない
のかについて、学生ならではの意見な
ども挙がりました。実習生からは、
「業務内容について理解を深めるだけ
ではなく、職員の方々と直接交流する
ことなどを通じて、北大職員を志望す

る気持ちが非常に高まるプログラムで
した」など、実際に大学職員として働
くことのイメージを実感するきっかけ
となり、有意義な実習となりました。
　今後もインターンシップを通して本
学の魅力を発信し、多くの学生に就職
候補先の1つとして本学職員を選択し
てもらえるよう、取り組みを続けてい
きます。

（総務企画部人事課）

令和5年度北海道大学インターンシップを実施

全体オリエンテーションの様子

実習に取り組む様子

実習の成果を発表する様子

（別表）
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全学ニュース

　この度、令和5年度北海道大学鈴木
章記念賞―自然科学実験―の第1学期
被表彰者4名を決定しました。
　本表彰制度は、鈴木　章名誉教授の
ノーベル化学賞受賞を記念して平成23
年に創設されたもので、今回を含め82
名の学生に授与されています。賞の内
容は、第1年次学生が履修する全学教

育科目「自然科学実験」において、特
に優秀な成績を修め、かつ本学の目指
す全人教育の理念にふさわしい学生を
表彰するものです。被表彰者には、高
等教育推進機構長から賞状の授与及び
記念品が贈呈されます。
　なお、表彰式は第2学期の被表彰者
と共に、令和6年3月に行います。

【令和5年度第1学期被表彰者】
　　24組　　佐々木菜々穂
　　25組　　佐藤　愛莉
　　29組　　佐藤　輝英
　　29組　　佐野　　華

　（学務部学生支援課）

令和5年度北海道大学鈴木章記念賞―自然科学実験―
被表彰者の決定

　この度、令和5年度小島三司奨学金
の受給者が決定しました。
　本奨学金は、本学の元職員である故
小島三司氏の遺志に基づき、アルツハ
イマー病を研究する大学院生に、奨学
金を給付することにより、研究活動の
充実を図り、医学の進歩に寄与するこ

とを目的として創設された、返還義務
のない給付型の奨学金です。
　今年度は、生命科学院から1名の推
薦があり、厳正な審査を行った結果、
推薦のあった1名を本奨学金の受給者
として決定しました。受給者には、年
額60万円が給付されます。

【令和5年度受給者】
　　生命科学院　木下　祥一

（学務部学生支援課）

令和5年度小島三司奨学金受給者の決定

　9月26日（火）・27日（水）の2日
間、学生がビジネスゲームに挑戦し
て、企業・団体から個人の強みについ
てフィードバックを受ける、キャリア
センター主催の就活ガイダンスを開催
しました。
　今回のガイダンスのベースとなった
「ジョブトライアウト」は株式会社リ
アライブが運営する就活イベントで
す。ビジネス目線で自分の特徴などを
分析することや、企業等から詳細な
フィードバックを受けられる実践的要
素が特徴となっており、大学主催のイ
ベントとして実施するのは全国でも初
めてです。今回のイベントでは、株式
会社ジェイ・ブロードの協力を得て、

多様な進路や学部を有する本学の学生
に合わせた内容にアレンジをし、本学
OBや多くの企業のご協力のもと実施
しました。
　ビジネスゲームでは、学生が架空企
業のニーズを読み解き、フライングカ
ーの開発・設計やシステム搭載を行い
ました。学生はレゴブロックや特殊カ
ードでフライングカーのスペック資料
を作成し、開発したフライングカー
を、toB営業（学生が対企業向け営業
役を演じる）、toC営業（学生が対個人
向け営業役を演じる）するロールプレ
イングを行いました。短い時間で、学
生はそれぞれの企業のニーズを分析し
ながら見事に車を完成させ、営業活動

を行い、獲得ポイントを積み重ねて優
勝者が決定されました。
　その後、学生はゲーム中の様子から
見えた個々人の強みに対して互いにフ
ィードバックを行い、参加企業の活躍
人材についての説明や座談会を行うな
ど、約4時間半のプログラムに集中し
て取り組んでいました。学生からは
「自分の気付かなかった強みを知るこ
とができた」「企業によって求めてい
る強みは違うことを学ぶことができ
た」など、多くの気づきが得られたと
のコメントがありました。

（キャリアセンター）

キャリアセンター主催　学生が企業とビジネスゲームに挑戦

日時：2023年9月26日（火）・27日（水）13:30～18:00（18:00～19:00は企業・学生の交流会）※同内容2日間実施
会場：クラーク会館（すべて対面で実施）
対象：学年を問わず
主催：北海道大学キャリアセンター
協力・運営：株式会社ジェイ・ブロード、株式会社リアライブ
協力企業・団体：株式会社イトーキ、全日本空輸株式会社（ANA）、セイコーウオッチ株式会社、株式会社ネオジャパン、
　　　　　　　　富士電機株式会社、ヤマチユナイテッドホールディングス、練成会グループ、株式会社エム・シー・アイ、
　　　　　　　　タキヒヨー株式会社、防衛省、三菱重工業株式会社、株式会社三菱UFJ銀行

講演内容及び登壇者

フライングカーの開発についてグループで打ち合わせをする学生と、
評価する企業

レゴブロックでフライングカーを作成する様子

各チームがわずか25分で開発したフライングカー 後半のグループワークでは、カードを活用して互いの強みを分析して
フィードバック
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　この度、令和5年度北海道大学鈴木
章記念賞―自然科学実験―の第1学期
被表彰者4名を決定しました。
　本表彰制度は、鈴木　章名誉教授の
ノーベル化学賞受賞を記念して平成23
年に創設されたもので、今回を含め82
名の学生に授与されています。賞の内
容は、第1年次学生が履修する全学教

育科目「自然科学実験」において、特
に優秀な成績を修め、かつ本学の目指
す全人教育の理念にふさわしい学生を
表彰するものです。被表彰者には、高
等教育推進機構長から賞状の授与及び
記念品が贈呈されます。
　なお、表彰式は第2学期の被表彰者
と共に、令和6年3月に行います。

【令和5年度第1学期被表彰者】
　　24組　　佐々木菜々穂
　　25組　　佐藤　愛莉
　　29組　　佐藤　輝英
　　29組　　佐野　　華

　（学務部学生支援課）

令和5年度北海道大学鈴木章記念賞―自然科学実験―
被表彰者の決定

　この度、令和5年度小島三司奨学金
の受給者が決定しました。
　本奨学金は、本学の元職員である故
小島三司氏の遺志に基づき、アルツハ
イマー病を研究する大学院生に、奨学
金を給付することにより、研究活動の
充実を図り、医学の進歩に寄与するこ

とを目的として創設された、返還義務
のない給付型の奨学金です。
　今年度は、生命科学院から1名の推
薦があり、厳正な審査を行った結果、
推薦のあった1名を本奨学金の受給者
として決定しました。受給者には、年
額60万円が給付されます。

【令和5年度受給者】
　　生命科学院　木下　祥一

（学務部学生支援課）

令和5年度小島三司奨学金受給者の決定

　9月26日（火）・27日（水）の2日
間、学生がビジネスゲームに挑戦し
て、企業・団体から個人の強みについ
てフィードバックを受ける、キャリア
センター主催の就活ガイダンスを開催
しました。
　今回のガイダンスのベースとなった
「ジョブトライアウト」は株式会社リ
アライブが運営する就活イベントで
す。ビジネス目線で自分の特徴などを
分析することや、企業等から詳細な
フィードバックを受けられる実践的要
素が特徴となっており、大学主催のイ
ベントとして実施するのは全国でも初
めてです。今回のイベントでは、株式
会社ジェイ・ブロードの協力を得て、

多様な進路や学部を有する本学の学生
に合わせた内容にアレンジをし、本学
OBや多くの企業のご協力のもと実施
しました。
　ビジネスゲームでは、学生が架空企
業のニーズを読み解き、フライングカ
ーの開発・設計やシステム搭載を行い
ました。学生はレゴブロックや特殊カ
ードでフライングカーのスペック資料
を作成し、開発したフライングカー
を、toB営業（学生が対企業向け営業
役を演じる）、toC営業（学生が対個人
向け営業役を演じる）するロールプレ
イングを行いました。短い時間で、学
生はそれぞれの企業のニーズを分析し
ながら見事に車を完成させ、営業活動

を行い、獲得ポイントを積み重ねて優
勝者が決定されました。
　その後、学生はゲーム中の様子から
見えた個々人の強みに対して互いにフ
ィードバックを行い、参加企業の活躍
人材についての説明や座談会を行うな
ど、約4時間半のプログラムに集中し
て取り組んでいました。学生からは
「自分の気付かなかった強みを知るこ
とができた」「企業によって求めてい
る強みは違うことを学ぶことができ
た」など、多くの気づきが得られたと
のコメントがありました。

（キャリアセンター）

キャリアセンター主催　学生が企業とビジネスゲームに挑戦

日時：2023年9月26日（火）・27日（水）13:30～18:00（18:00～19:00は企業・学生の交流会）※同内容2日間実施
会場：クラーク会館（すべて対面で実施）
対象：学年を問わず
主催：北海道大学キャリアセンター
協力・運営：株式会社ジェイ・ブロード、株式会社リアライブ
協力企業・団体：株式会社イトーキ、全日本空輸株式会社（ANA）、セイコーウオッチ株式会社、株式会社ネオジャパン、
　　　　　　　　富士電機株式会社、ヤマチユナイテッドホールディングス、練成会グループ、株式会社エム・シー・アイ、
　　　　　　　　タキヒヨー株式会社、防衛省、三菱重工業株式会社、株式会社三菱UFJ銀行

講演内容及び登壇者

フライングカーの開発についてグループで打ち合わせをする学生と、
評価する企業

レゴブロックでフライングカーを作成する様子

各チームがわずか25分で開発したフライングカー 後半のグループワークでは、カードを活用して互いの強みを分析して
フィードバック
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全学ニュース

　アフリカルサカオフィスでは、本学
が文部科学省から受託している「日本
留学海外拠点連携推進事業（サブサハ
ラ・アフリカ）」の一環として、9月12
日（火）にウガンダのマケレレ大学、
9月15日（金）にケニアの日本国大使
館にて、日本留学フェアを開催しまし
た。
　両フェアは、コロナ禍後に東アフリ
カで実施する初の対面式留学フェアで、
学部・大学院双方の留学希望者を対象
としました。全体説明会と、フェア出
展大学及び協力団体ごとの個別相談会
の二部構成で行われ、ウガンダでは316
名、ケニアでは263名の参加がありまし
た。全体説明会では、本オフィスによ
る日本留学に関する一般的な説明に加
え、各機関・団体のプログラムや奨学
金の紹介が行われました。ウガンダで
は、農学院修了のマーティン・オンゴ
ル氏（現在、Uganda National Council 
of Science and TechnologyのExecutive 
Secretaryとして勤務）が本学の説明
を行ったほか、帰国留学生4名が参加

して日本留学を勧めました。ケニアで
は、全体説明会後、日本からオンライ
ンで3大学を繋ぐ個別相談会も実施し
ました。両フェアとも、コロナ禍以前
の対面式フェアと同様の出展大学数が
あり、本学に加え、ウガンダでは、愛
媛大学、京都大学、国際大学、東京外
国語大学、鳥取大学、立命館アジア太
平洋大学の7大学、ケニアでは、秋田
大学、宇都宮大学、環太平洋大学、国
際大学、東京工業大学、同志社大学ビ
ジネス研究科、長崎大学の8大学が参
加者と交流し、各大学のプログラムを
紹介しました。また、在ウガンダ及び
在ケニア日本国大使館、日本学術振興
会（JSPS）ナイロビ研究連絡センタ
ー、マケレレ大学、JICAウガンダ事
務所及び同ケニア事務所、あしながウ
ガンダ、ケニア日本語教師会、日本国
際協力センターケニアJDSプロジェク
ト事務所、国際交流基金には、それぞ
れ共催、後援、登壇、個別相談対応の
ご協力をいただきました。
　今回は、学部留学生増加を目指し、

現地中等教育機関への広報を積極的に
行ったほか、フェア前後に個別に高校
を訪問して日本留学説明会も実施しま
した。ウガンダのインターナショナル
スクールでは150名、ケニアのインタ
ーナショナルスクール2校では計100
名、同公立校では250名の学生に直接
日本留学を広報しました。また、ウガ
ンダではあしながウガンダ心塾を訪問
し、同団体の奨学金制度で日本へ学部
留学予定の学生に面会しました。本学
に加え複数の本邦大学とともに実施し
たフェアや説明会では、本邦大学関係
者と参加者との間で活発なやり取りが
なされました。この対面でのインパク
トをさらに現地で広げ、留学希望者を
実際の出願へと繋げられるよう、本オ
フィスでは、今後も対面・オンライン
双方による活動でフォローアップを続
けていきます。

（国際部国際連携課）

ウガンダ・ケニアで日本留学フェアを開催

ケニアのフェアでの本学の発表の様子 ウガンダのフェアでの個別相談会の様子

　9月29日（金）、北海道大学オープン
イノベーションハブ「エンレイソウ」
（以下、「エンレイソウ」。）の開所式
を開催しました。エンレイソウは、本
学の教育研究や福利厚生に活用されて
きた旧ファカルティハウス「エンレイ
ソウ」を改修し、10月2日（月）から、
本学の研究者、学生等と他大学、自治
体、企業等の内外のステークホルダー
が自由に意見交換し、社会課題や地域
課題の解決に向けた新たなアイデアを
生み出す「場」として新たにスタート
しました。
　エンレイソウは、①大学と地域・社
会を繋ぎ産学官金の連携を強化し、②
学生と企業・自治体等を結び交流やス
タートアップを支援し、③大学の情報

発信、対外的なコミュニケーションの
効果的な拠点となることを目的として
います。
　開所式では、始めに寳金清博総長の
挨拶として、改修に携わった関係者へ
の謝辞と、本施設をスタートアップの
場や社会連携事業のプラットフォーム
として活用いただきたいとの抱負が述
べられました。その後、寳金総長、増
田隆夫理事・副学長、工学研究院の瀬
戸口剛教授によるテープカットが行わ
れました。
　式典に続き施設内覧が行われ、1階メ
インラウンジ及びカフェラウンジの内
装及び空間デザインを担当した瀬戸口
教授から、道産のタモ材を用いた家具
や、窓の外の風景と室内の一体感を意

識した天井ルーバーのデザインなどに
ついて説明があり、参加者からの関心
を集めていました。また1階プレゼンテ
ーションラウンジは、2026年までの間、
本学創基150周年記念事業のコミュニ
ケーション活性化拠点「ENLIGHT」
として活用される予定であり、同事業
をPRするプロジェクションマッピング
の上映が行われました。
　参加者からは「非常に素晴らしい雰
囲気である」「セミナーやイベントに
ぜひ使用したい」などの声が聞かれ、
オープンイノベーションハブ「エンレ
イソウ」開所式は盛会のうちに終了し
ました。

（社会共創部社会連携課）

オープンイノベーションハブ「エンレイソウ」の開所式を開催

テープカットの様子
（左から、増田理事・副学長、寳金総長、瀬戸口教授）

内覧の様子（1階プレゼンテーションラウンジ）内覧の様子（1階メインラウンジ）
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全学ニュース

　アフリカルサカオフィスでは、本学
が文部科学省から受託している「日本
留学海外拠点連携推進事業（サブサハ
ラ・アフリカ）」の一環として、9月12
日（火）にウガンダのマケレレ大学、
9月15日（金）にケニアの日本国大使
館にて、日本留学フェアを開催しまし
た。
　両フェアは、コロナ禍後に東アフリ
カで実施する初の対面式留学フェアで、
学部・大学院双方の留学希望者を対象
としました。全体説明会と、フェア出
展大学及び協力団体ごとの個別相談会
の二部構成で行われ、ウガンダでは316
名、ケニアでは263名の参加がありまし
た。全体説明会では、本オフィスによ
る日本留学に関する一般的な説明に加
え、各機関・団体のプログラムや奨学
金の紹介が行われました。ウガンダで
は、農学院修了のマーティン・オンゴ
ル氏（現在、Uganda National Council 
of Science and TechnologyのExecutive 
Secretaryとして勤務）が本学の説明
を行ったほか、帰国留学生4名が参加

して日本留学を勧めました。ケニアで
は、全体説明会後、日本からオンライ
ンで3大学を繋ぐ個別相談会も実施し
ました。両フェアとも、コロナ禍以前
の対面式フェアと同様の出展大学数が
あり、本学に加え、ウガンダでは、愛
媛大学、京都大学、国際大学、東京外
国語大学、鳥取大学、立命館アジア太
平洋大学の7大学、ケニアでは、秋田
大学、宇都宮大学、環太平洋大学、国
際大学、東京工業大学、同志社大学ビ
ジネス研究科、長崎大学の8大学が参
加者と交流し、各大学のプログラムを
紹介しました。また、在ウガンダ及び
在ケニア日本国大使館、日本学術振興
会（JSPS）ナイロビ研究連絡センタ
ー、マケレレ大学、JICAウガンダ事
務所及び同ケニア事務所、あしながウ
ガンダ、ケニア日本語教師会、日本国
際協力センターケニアJDSプロジェク
ト事務所、国際交流基金には、それぞ
れ共催、後援、登壇、個別相談対応の
ご協力をいただきました。
　今回は、学部留学生増加を目指し、

現地中等教育機関への広報を積極的に
行ったほか、フェア前後に個別に高校
を訪問して日本留学説明会も実施しま
した。ウガンダのインターナショナル
スクールでは150名、ケニアのインタ
ーナショナルスクール2校では計100
名、同公立校では250名の学生に直接
日本留学を広報しました。また、ウガ
ンダではあしながウガンダ心塾を訪問
し、同団体の奨学金制度で日本へ学部
留学予定の学生に面会しました。本学
に加え複数の本邦大学とともに実施し
たフェアや説明会では、本邦大学関係
者と参加者との間で活発なやり取りが
なされました。この対面でのインパク
トをさらに現地で広げ、留学希望者を
実際の出願へと繋げられるよう、本オ
フィスでは、今後も対面・オンライン
双方による活動でフォローアップを続
けていきます。

（国際部国際連携課）

ウガンダ・ケニアで日本留学フェアを開催

ケニアのフェアでの本学の発表の様子 ウガンダのフェアでの個別相談会の様子

　9月29日（金）、北海道大学オープン
イノベーションハブ「エンレイソウ」
（以下、「エンレイソウ」。）の開所式
を開催しました。エンレイソウは、本
学の教育研究や福利厚生に活用されて
きた旧ファカルティハウス「エンレイ
ソウ」を改修し、10月2日（月）から、
本学の研究者、学生等と他大学、自治
体、企業等の内外のステークホルダー
が自由に意見交換し、社会課題や地域
課題の解決に向けた新たなアイデアを
生み出す「場」として新たにスタート
しました。
　エンレイソウは、①大学と地域・社
会を繋ぎ産学官金の連携を強化し、②
学生と企業・自治体等を結び交流やス
タートアップを支援し、③大学の情報

発信、対外的なコミュニケーションの
効果的な拠点となることを目的として
います。
　開所式では、始めに寳金清博総長の
挨拶として、改修に携わった関係者へ
の謝辞と、本施設をスタートアップの
場や社会連携事業のプラットフォーム
として活用いただきたいとの抱負が述
べられました。その後、寳金総長、増
田隆夫理事・副学長、工学研究院の瀬
戸口剛教授によるテープカットが行わ
れました。
　式典に続き施設内覧が行われ、1階メ
インラウンジ及びカフェラウンジの内
装及び空間デザインを担当した瀬戸口
教授から、道産のタモ材を用いた家具
や、窓の外の風景と室内の一体感を意

識した天井ルーバーのデザインなどに
ついて説明があり、参加者からの関心
を集めていました。また1階プレゼンテ
ーションラウンジは、2026年までの間、
本学創基150周年記念事業のコミュニ
ケーション活性化拠点「ENLIGHT」
として活用される予定であり、同事業
をPRするプロジェクションマッピング
の上映が行われました。
　参加者からは「非常に素晴らしい雰
囲気である」「セミナーやイベントに
ぜひ使用したい」などの声が聞かれ、
オープンイノベーションハブ「エンレ
イソウ」開所式は盛会のうちに終了し
ました。

（社会共創部社会連携課）

オープンイノベーションハブ「エンレイソウ」の開所式を開催

テープカットの様子
（左から、増田理事・副学長、寳金総長、瀬戸口教授）

内覧の様子（1階プレゼンテーションラウンジ）内覧の様子（1階メインラウンジ）
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　9月21日（木）、本学の特色ある教育
研究活動や運営状況等を社会に向けて
分かりやすく発信することを目的とし
た「定例記者会見」を開催しました。
広報・社会連携本部の南波直樹広報・
コミュニケーション部門長の進行のも

と、水産科学研究院の上野洋路准教
授、北極域研究センターの大西富士夫
准教授、水産科学院修士課程1年の北
村もあな氏、京都大学教育学部3年の
永井光洋氏が発表を行いました。北海
道教育庁記者クラブ加盟社等から3名

の参加がありました。
　発表内容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和5年度第5回 定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表の様子

当日の発表者
（左から上野准教授、北村氏、永井氏、大西准教授）

記者からの質問に答える上野准教授

発表事項（発表者）

・水産学部附属練習船おしょろ丸が5年ぶりの北極航海から帰港～55日の航海から得られた成果を乗船者が報告～
　（水産科学研究院　准教授　上野洋路、北極域研究センター　准教授　大西富士夫、
　　水産科学院修士課程1年　北村もあな、京都大学教育学部3年　永井光洋）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R5.html

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等38社、個人420名の方々から68,540,923円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

41,824件　6,673,277,269円
（8月31日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

8月のご寄附状況
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授、北極域研究センターの大西富士夫
准教授、水産科学院修士課程1年の北
村もあな氏、京都大学教育学部3年の
永井光洋氏が発表を行いました。北海
道教育庁記者クラブ加盟社等から3名

の参加がありました。
　発表内容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和5年度第5回 定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表の様子

当日の発表者
（左から上野准教授、北村氏、永井氏、大西准教授）

記者からの質問に答える上野准教授

発表事項（発表者）

・水産学部附属練習船おしょろ丸が5年ぶりの北極航海から帰港～55日の航海から得られた成果を乗船者が報告～
　（水産科学研究院　准教授　上野洋路、北極域研究センター　准教授　大西富士夫、
　　水産科学院修士課程1年　北村もあな、京都大学教育学部3年　永井光洋）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R5.html

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等38社、個人420名の方々から68,540,923円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

41,824件　6,673,277,269円
（8月31日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額
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銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
大澤　崇宏、佐藤　隆博、柴犬　田中くん、柴　　泰純、清水　薫子、杉本　絢子、根来　清文、林　　将人、
平岩　二郎、古田　　恵、細川　威樹、棟朝　雅晴、森永　大亮、森本　夏彦、森山　喬司、矢野　理香、李　　基夏

（法　人）
株式会社イーエス総合研究所、日本エヌ・ユー・エス株式会社、医療法人社団豊水会たねいちリウマチクリニック、
医療法人社団朋裕会とよた腎泌尿器科クリニック、和弘食品株式会社

加藤　元　様（令和5年5月25日） 東原　俊郎　様（令和5年8月30日）

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。
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銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
大澤　崇宏、佐藤　隆博、柴犬　田中くん、柴　　泰純、清水　薫子、杉本　絢子、根来　清文、林　　将人、
平岩　二郎、古田　　恵、細川　威樹、棟朝　雅晴、森永　大亮、森本　夏彦、森山　喬司、矢野　理香、李　　基夏

（法　人）
株式会社イーエス総合研究所、日本エヌ・ユー・エス株式会社、医療法人社団豊水会たねいちリウマチクリニック、
医療法人社団朋裕会とよた腎泌尿器科クリニック、和弘食品株式会社

加藤　元　様（令和5年5月25日） 東原　俊郎　様（令和5年8月30日）

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。
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第3回鈴木章賞授賞式・受賞講演会

第3回鈴木章賞授賞式及び化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）
第6回国際シンポジウムを開催

　化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD
／アイクレッド。以下、ICReDD）で
は、9月10日（日）、11日（月）の2日間、
“Toward Interdisciplinary Research 
Guided by Theory and Calculation”
（理論と計算に先導される融合研究を

目指して）をテーマに、第6回国際シ
ンポジウム、及び「鈴木章賞」の第3
回授賞式・受賞講演会を、フロンティ
ア応用科学研究棟の鈴木章ホールで執
り行いました。国際シンポジウムはコ
ロナ禍の影響により2020年度から長ら

くオンラインのみの開催が続きました
が、今回は講演者を会場へ招き、同時
配信も行うハイブリッド開催となりま
した。

　鈴木章賞は、鈴木　章ユニバーシテ
ィプロフェッサー・名誉教授の卒寿を
記念するとともに、2010年ノーベル化
学賞受賞の功績を称え、鈴木章賞組織
委員会によって2021年に創設され、広
義の化学反応の発見に関する研究への
顕著な貢献を表彰し、科学技術の発展
に寄与することを目的としています。

　鈴木章賞は「アキラ・スズキ・アワ
ード」と「アイクレッド・アワード」
の2つの部門から成り、アキラ・スズ
キ・アワードは実験化学分野、アイク
レッド・アワードは計算（理論）化
学・情報科学分野を対象として、化学
反応開発に顕著な功績を収めた研究者
にそれぞれ授与されます。

　第3回目となる2023年は、アキラ・ス
ズキ・アワードを、スイス連邦工科大
学チューリッヒ校のErick M. Carreira
教授が、アイクレッド・アワードを、
マックス・プランク石炭研究所（ドイ
ツ）のFrank Neese教授が受賞し、授
賞式と併せて2名による受賞講演会が
行われました。

第6回ICReDD国際シンポジウム

　続いて開催されたICReDD国際シン
ポジウムの第1セッションでは、計算
（理論）化学、情報科学分野を中心
に、東京大学の津田宏治教授、九州大
学の吉澤一成教授による講演が行われ
ました。
　第2セッションでは、名古屋大学の大

井貴史教授、ゲッティンゲン大学（ド
イツ）のLutz Ackermann教授による
実験化学分野の講演が行われました。
　翌日も実験化学分野を中心に、第3
セッションでは、カリフォルニア大学
ロサンゼルス校のAbigail G. Doyle教
授、ICReDDの猪熊泰英教授、第4セッ

ションではイエール大学のTimothy 
Newhouse准教授、カリフォルニア工
科大学のSarah E. Reisman教授、第5
セッションでは南京大学のYi Cao教
授、ICReDDのグン・チェンピン教授
がそれぞれ講演を行いました。

　クロージングでは、ICReDD拠点長
の前田　理教授より、講演者と参加者
への感謝と挨拶が述べられ、シンポジ
ウムは活況のうちに閉会となりまし
た。シンポジウムへの参加人数は350
名（対面222名、オンライン128名。延
べ人数）、加えて、初日に行われたポス

ターセッションでは、総勢38名による
ポスター発表が行われたこともあり、
2日間を通して日本のみならず世界各
地からの参加者同士が積極的な議論・
意見交換を行う姿が見られました。
　ICReDDでは今後もこのような国際
シンポジウムを毎年開催し、ICReDD

における研究を世界へ発信するととも
に、様々な分野の研究者との融合研究
を展開していきます。

（創成研究機構化学反応創成研究拠点（ICReDD））

集合写真 会場の様子（猪熊教授の講演） ポスターセッションの様子

　大学力強化推進本部統合URA研究
マネジメントステーションは、大学院
教育推進機構先端人材育成センター
I-HoPと共催で、9月12日（火）に教職
員と大学院生を対象に、海外ファンド
検索データベース「Pivot-RP」利用説
明会を英語と日本語で開催しました。
国内の研究費のみならず海外の資金獲
得に目を向けることは、世界で活躍す
る研究者を目指す教職員や学生にとっ
て国際的なネットワークを築く重要な
機会となります。Pivot-RPは、欧米の
ファンディング・エージェンシーを中
心に23,000件を超える資金獲得機会案
件を収録したグローバルソース・デー
タベースで、各種研究資金の他に国際
会議への参加機会やポスドクや学生向

けの海外派遣機会、奨学金の情報も収
録されており、研究者から学生まで多
くの人に利用されています。
　当日は、クラリベイト・アナリティ
クス・ジャパンから小林　隼氏を講師
に迎え、Pivot-RPの効果的な使い方か
ら学生向けの資金情報の見つけ方、ア
カデミックポジションで研究費を獲得
していくことの意義や留意事項につい
てお話をいただきました。説明会の中
では質疑応答も行われ、アカウント作
成による便利な機能の使い方を実際に
キーワード検索で実演しながらご紹介
いただきました。
　この説明会には、英語版に21名、日
本語版に24名の、合わせて45名が参加
し、外国人研究者の割合が約半分を占

めました。また、大学院生の参加が約
6割を占め、研究者を目指す大学院生
の研究費獲得への関心の高さが伺えま
した。
　海外資金を含めた外部資金獲得の支
援等、研究力強化の取り組みを実施し
ているURAステーションと、学部か
ら博士まで一貫したキャリア教育の強
化を掲げ、大学院生向けの英語による
キャリア支援プログラムを担当する
I-HoPは、今後も連携しながら研究者
の国際的レピュテーションの向上に役
立つ機会や情報を提供していきます。

（大学力強化推進本部統合URA研究
マネジメントステーション、

大学院教育推進機構先端人材育成センター）

海外ファンド検索データベース「Pivot-RP」利用説明会を
英語・日本語で開催

日本語セッションの様子 英語セッションの様子
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第3回鈴木章賞授賞式・受賞講演会

第3回鈴木章賞授賞式及び化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）
第6回国際シンポジウムを開催

　化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD
／アイクレッド。以下、ICReDD）で
は、9月10日（日）、11日（月）の2日間、
“Toward Interdisciplinary Research 
Guided by Theory and Calculation”
（理論と計算に先導される融合研究を

目指して）をテーマに、第6回国際シ
ンポジウム、及び「鈴木章賞」の第3
回授賞式・受賞講演会を、フロンティ
ア応用科学研究棟の鈴木章ホールで執
り行いました。国際シンポジウムはコ
ロナ禍の影響により2020年度から長ら

くオンラインのみの開催が続きました
が、今回は講演者を会場へ招き、同時
配信も行うハイブリッド開催となりま
した。

　鈴木章賞は、鈴木　章ユニバーシテ
ィプロフェッサー・名誉教授の卒寿を
記念するとともに、2010年ノーベル化
学賞受賞の功績を称え、鈴木章賞組織
委員会によって2021年に創設され、広
義の化学反応の発見に関する研究への
顕著な貢献を表彰し、科学技術の発展
に寄与することを目的としています。

　鈴木章賞は「アキラ・スズキ・アワ
ード」と「アイクレッド・アワード」
の2つの部門から成り、アキラ・スズ
キ・アワードは実験化学分野、アイク
レッド・アワードは計算（理論）化
学・情報科学分野を対象として、化学
反応開発に顕著な功績を収めた研究者
にそれぞれ授与されます。

　第3回目となる2023年は、アキラ・ス
ズキ・アワードを、スイス連邦工科大
学チューリッヒ校のErick M. Carreira
教授が、アイクレッド・アワードを、
マックス・プランク石炭研究所（ドイ
ツ）のFrank Neese教授が受賞し、授
賞式と併せて2名による受賞講演会が
行われました。

第6回ICReDD国際シンポジウム

　続いて開催されたICReDD国際シン
ポジウムの第1セッションでは、計算
（理論）化学、情報科学分野を中心
に、東京大学の津田宏治教授、九州大
学の吉澤一成教授による講演が行われ
ました。
　第2セッションでは、名古屋大学の大

井貴史教授、ゲッティンゲン大学（ド
イツ）のLutz Ackermann教授による
実験化学分野の講演が行われました。
　翌日も実験化学分野を中心に、第3
セッションでは、カリフォルニア大学
ロサンゼルス校のAbigail G. Doyle教
授、ICReDDの猪熊泰英教授、第4セッ

ションではイエール大学のTimothy 
Newhouse准教授、カリフォルニア工
科大学のSarah E. Reisman教授、第5
セッションでは南京大学のYi Cao教
授、ICReDDのグン・チェンピン教授
がそれぞれ講演を行いました。

　クロージングでは、ICReDD拠点長
の前田　理教授より、講演者と参加者
への感謝と挨拶が述べられ、シンポジ
ウムは活況のうちに閉会となりまし
た。シンポジウムへの参加人数は350
名（対面222名、オンライン128名。延
べ人数）、加えて、初日に行われたポス

ターセッションでは、総勢38名による
ポスター発表が行われたこともあり、
2日間を通して日本のみならず世界各
地からの参加者同士が積極的な議論・
意見交換を行う姿が見られました。
　ICReDDでは今後もこのような国際
シンポジウムを毎年開催し、ICReDD

における研究を世界へ発信するととも
に、様々な分野の研究者との融合研究
を展開していきます。

（創成研究機構化学反応創成研究拠点（ICReDD））

集合写真 会場の様子（猪熊教授の講演） ポスターセッションの様子

　大学力強化推進本部統合URA研究
マネジメントステーションは、大学院
教育推進機構先端人材育成センター
I-HoPと共催で、9月12日（火）に教職
員と大学院生を対象に、海外ファンド
検索データベース「Pivot-RP」利用説
明会を英語と日本語で開催しました。
国内の研究費のみならず海外の資金獲
得に目を向けることは、世界で活躍す
る研究者を目指す教職員や学生にとっ
て国際的なネットワークを築く重要な
機会となります。Pivot-RPは、欧米の
ファンディング・エージェンシーを中
心に23,000件を超える資金獲得機会案
件を収録したグローバルソース・デー
タベースで、各種研究資金の他に国際
会議への参加機会やポスドクや学生向

けの海外派遣機会、奨学金の情報も収
録されており、研究者から学生まで多
くの人に利用されています。
　当日は、クラリベイト・アナリティ
クス・ジャパンから小林　隼氏を講師
に迎え、Pivot-RPの効果的な使い方か
ら学生向けの資金情報の見つけ方、ア
カデミックポジションで研究費を獲得
していくことの意義や留意事項につい
てお話をいただきました。説明会の中
では質疑応答も行われ、アカウント作
成による便利な機能の使い方を実際に
キーワード検索で実演しながらご紹介
いただきました。
　この説明会には、英語版に21名、日
本語版に24名の、合わせて45名が参加
し、外国人研究者の割合が約半分を占

めました。また、大学院生の参加が約
6割を占め、研究者を目指す大学院生
の研究費獲得への関心の高さが伺えま
した。
　海外資金を含めた外部資金獲得の支
援等、研究力強化の取り組みを実施し
ているURAステーションと、学部か
ら博士まで一貫したキャリア教育の強
化を掲げ、大学院生向けの英語による
キャリア支援プログラムを担当する
I-HoPは、今後も連携しながら研究者
の国際的レピュテーションの向上に役
立つ機会や情報を提供していきます。

（大学力強化推進本部統合URA研究
マネジメントステーション、

大学院教育推進機構先端人材育成センター）

海外ファンド検索データベース「Pivot-RP」利用説明会を
英語・日本語で開催

日本語セッションの様子 英語セッションの様子
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全学ニュース

　9月16日（土）、工学部建築都市スタ
ジオ棟でNo Maps CONFERENCE 
HOKKAIDO UNIV.を開催、スタート
アップに関するトークセッションが行
われ、30名の参加がありました。
　ミーツ株式会社の水丸和樹取締役
CTO、株式会社サイバコの岩瀬峰代
代表取締役、AWL株式会社の土田美
那CHRO兼上席執行役員、株式会社

PinWheelの坂入翔一朗代表取締役の4
名にご登壇いただき、本学の卒業生や
関係者としての立場から北大に期待す
ること、北海道で創業を考えたきっか
けや北海道でスタートアップする中で
課題と感じていることなどについて活
発な議論が行われました。
　参加者のアンケートでは「北海道で
起業した方やスタートアップを取り巻

く状況のリアルなところが聞けた」
「東京と地方のスタートアップコミュ
ニティの差ではなくどれだけその地域
が一丸になれるかが大切だと思いまし
た」等の感想が寄せられ、大変有意義
なトークセッションとなりました。

（産学・地域協働推進機構）

No Maps CONFERENCE HOKKAIDO UNIV.　
～大学発スタートアップの魅力や実情を話しちゃいます～

ミーツ株式会社 水丸取締役CTO 株式会社サイバコ  岩瀬代表取締役

AWL株式会社　土田CHRO兼上席執行役員

株式会社PinWheel　坂入代表取締役

　9月14日（木）、フード＆メディカル
イノベーション国際拠点で北海道大学
北キャンパスシンポジウムを開催し
135名の参加がありました。
　第1部の「スタートアップの成長を
加速させる産学官の取組み」では工学
研究院の金子純一准教授から本学のこ
れまでの取組みと今後に向けた方針に
ついて、経済産業省スタートアップ創
出推進室の南　知果総括企画調整官か
らは国のスタートアップ創出5か年計
画とそれに基づく支援制度などについ
て、株式会社DRIVE Incubationの藤
間恭平代表からはオール北海道でスタ
ートアップ創出を目指す「STARTUP 
HOKKAIDO」に関して発表が行われ

ました。
　第2部ではFloatmeal株式会社の北村
もあなCEOから栄養価の高い植物性
のたんぱく源のウォルフィアにより食
料の安全保障と気候変動への対応に挑
む事業内容について、工学研究院の伊
藤　肇教授からはメカノケミカル合成
を活用したメカノクロス株式会社の起
業について、Letara株式会社の平井翔
大代表取締役からは開発した安全かつ
安価な小型衛星用推進システム技術の
今後の展開についてピッチが行われま
した。
　第3部では「スタートアップに必要
な人材と獲得に向けて」をテーマに、
京都大学イノベーションキャピタル株

式会社の楠美　公代表取締役、同社客
員起業家（EIR）の細山貴嶺氏、産
学・地域協働推進機構スタートアップ
創出本部の小野裕之副本部長を交えて
パネルディスカッションが行われ、経
営人材の不足という課題について京都
大学イノベーションキャピタル社の客
員起業家の取組みの紹介を交え活発な
議論がなされました。
　参加者からは北大発スタートアップ
企業への関心が寄せられ、北大での客
員起業家への期待の声がありました。

（産学・地域協働推進機構）

北海道大学北キャンパスシンポジウム
～北海道発スタートアップの成長を加速させる取組み～

経済産業省スタートアップ創出推進室 南総括企画調整官 パネルディスカッションの様子

登壇者の皆様
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全学ニュース

　9月16日（土）、工学部建築都市スタ
ジオ棟でNo Maps CONFERENCE 
HOKKAIDO UNIV.を開催、スタート
アップに関するトークセッションが行
われ、30名の参加がありました。
　ミーツ株式会社の水丸和樹取締役
CTO、株式会社サイバコの岩瀬峰代
代表取締役、AWL株式会社の土田美
那CHRO兼上席執行役員、株式会社

PinWheelの坂入翔一朗代表取締役の4
名にご登壇いただき、本学の卒業生や
関係者としての立場から北大に期待す
ること、北海道で創業を考えたきっか
けや北海道でスタートアップする中で
課題と感じていることなどについて活
発な議論が行われました。
　参加者のアンケートでは「北海道で
起業した方やスタートアップを取り巻

く状況のリアルなところが聞けた」
「東京と地方のスタートアップコミュ
ニティの差ではなくどれだけその地域
が一丸になれるかが大切だと思いまし
た」等の感想が寄せられ、大変有意義
なトークセッションとなりました。

（産学・地域協働推進機構）

No Maps CONFERENCE HOKKAIDO UNIV.　
～大学発スタートアップの魅力や実情を話しちゃいます～

ミーツ株式会社 水丸取締役CTO 株式会社サイバコ  岩瀬代表取締役

AWL株式会社　土田CHRO兼上席執行役員

株式会社PinWheel　坂入代表取締役

　9月14日（木）、フード＆メディカル
イノベーション国際拠点で北海道大学
北キャンパスシンポジウムを開催し
135名の参加がありました。
　第1部の「スタートアップの成長を
加速させる産学官の取組み」では工学
研究院の金子純一准教授から本学のこ
れまでの取組みと今後に向けた方針に
ついて、経済産業省スタートアップ創
出推進室の南　知果総括企画調整官か
らは国のスタートアップ創出5か年計
画とそれに基づく支援制度などについ
て、株式会社DRIVE Incubationの藤
間恭平代表からはオール北海道でスタ
ートアップ創出を目指す「STARTUP 
HOKKAIDO」に関して発表が行われ

ました。
　第2部ではFloatmeal株式会社の北村
もあなCEOから栄養価の高い植物性
のたんぱく源のウォルフィアにより食
料の安全保障と気候変動への対応に挑
む事業内容について、工学研究院の伊
藤　肇教授からはメカノケミカル合成
を活用したメカノクロス株式会社の起
業について、Letara株式会社の平井翔
大代表取締役からは開発した安全かつ
安価な小型衛星用推進システム技術の
今後の展開についてピッチが行われま
した。
　第3部では「スタートアップに必要
な人材と獲得に向けて」をテーマに、
京都大学イノベーションキャピタル株

式会社の楠美　公代表取締役、同社客
員起業家（EIR）の細山貴嶺氏、産
学・地域協働推進機構スタートアップ
創出本部の小野裕之副本部長を交えて
パネルディスカッションが行われ、経
営人材の不足という課題について京都
大学イノベーションキャピタル社の客
員起業家の取組みの紹介を交え活発な
議論がなされました。
　参加者からは北大発スタートアップ
企業への関心が寄せられ、北大での客
員起業家への期待の声がありました。

（産学・地域協働推進機構）

北海道大学北キャンパスシンポジウム
～北海道発スタートアップの成長を加速させる取組み～

経済産業省スタートアップ創出推進室 南総括企画調整官 パネルディスカッションの様子

登壇者の皆様
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全学ニュース

　サステイナビリティ推進機構は、9
月15日（金）～17日（日）に開催され
たNoMaps※1の「WELLNESS」と
「STUDENTS」に参加しました。
　NoMaps WELLNESSは、「こころと
からだの健康」をテーマに開催され、
サステイナビリティ推進機構は、産官
学で連携して推進する「H-ARTs※2」
プロジェクトについて、札幌駅前通地
下歩行空間（チ・カ・ホ）にブースを
出展しました。
　ブースでは、本学のSDGsに関する取
り組みのパネルによる紹介とともに、
本プロジェクトで行っている「無料で
健康チェック！」の「脳年齢測定」と
「ストレスチェック」を無料で実施しま
した。札幌医科大学保健医療学部と札
幌市立大学看護学部の学生併せて9名
の協力を得て、3日間の開催で、脳年齢
測定では延べ177名、ストレスチェック
では延べ146名の方々が体験されました。
　NoMaps STUDENTSは、北海道の
学生に向けた「次の挑戦の場」をテー
マに開催され、9月17日（日）の18時～
20時に札幌シェアオフィスBYYARD 
3階において、「NoMaps Sustainability 
MeetUp2023 powered by 北海道大学

サステイナビリティ推進機構」を開催
しました。
　前半は、世界の飢餓問題と栄養失調
を解決するために、ウキクサの一種で
あるミジンコウキクサの養殖システム
の研究、及び栄養食品を開発している
Floatmeal株式会社の代表者で、水産
科学院修士課程1年生の北村もあな氏
と、牛のげっぷとして排出される温室
効果の高いメタンを削減するため、北
海道の海岸に打ち寄せられる昆布から
飼料添加物の開発を行うe-Combuの起
業準備を進めている錦古里大河氏（北
海学園大学4年）が登壇し、トークセッ
ションが行われました。
　後半は、学生起業家によるピッチ
が行われました。2020年に株式会社
Perma Futureを設立し、その代表取締
役である環境科学院修士課程1年の池
田航介氏は、事業の一つである農泊プ
ラットフォーム「ののの」の紹介を行
いました。また、2021年8月に結成し、
掃除、雪かき、外出付き添いなどで学
生がシニアのお手伝いをする学生団体
wacco副代表で工学部4年の中村風五
氏が登壇しました。さらに、様々な国
での文化的交流、教育機会、スキルや

知識の共有、人道的活動を促進するた
めに、国内外の旅行者と、その国の教
育機関や家族とを結びつけるプラット
フォームを提供するBeeber Globalの代
表で、農学院博士後期課程3年のサハ・
スリスティ氏が、現在行っているグラ
ンピングや教育交流ツアーについて紹
介しました。
　サステイナビリティ推進機構は、こ
れからも産学官の様々なステークホル
ダーと連携し、本学の教育・研究の取
組・発信を更に進めていく予定です。

※1 NoMapsは、2016年より「ALL HOKKAIDO
体制」で民間企業、官公庁、教育機関な
どが連携してスタートした、次の社会・
未来を創ろうとする人たちのための交流
の場を提供する取り組みであり、本年は
札幌市中心部の各所において、トーク
セッション、ライブ、交流会など様々な
カテゴリーのイベントが開催されました。

※2「H-ARTs（ハーツ）」は、2023年度か
ら開始した、健康で持続可能な地域社
会づくりへの貢献を目指し、本学、株
式会社アークス、株式会社ラルズ、株
式会社ツルハ及び札幌市で進めるウェ
ルネス推進プロジェクトです。

（サステイナビリティ推進機構）

NoMaps2023「WELLNESS」と「STUDENTS」に参加

WELLNESSで出展したブースの様子 トーク発表を行う北村氏
（Floatmeal株式会社代表・水産科学院修士課程1年）

ピッチ発表する池田氏
（株式会社Perma Future代表取締役・環境科学院修士課程1年）

ピッチ発表するスリスティ氏
（Beeber Global代表・農学院博士後期課程3年）

　サステイナビリティ推進機構SDGs
事業推進本部は、札幌市、上川郡下川
町、法政大学及び関西大学と連携し、
8月29日（火）と9月5日（火）～7日
（木）に、官学連携プログラム「カー
ボンニュートラル夏季短期学習プログ
ラム」を実施し、事前申込を行った法
政大学、関西大学及び本学から学部生
と大学院生合わせて12名（本学2名）
が参加、オンライン等での学習、札幌
キャンパスや下川町でのフィールドワ
ークを行いました。
　参加した学生には、法政大学デザイ
ン工学部の川久保俊教授のオンデマン
ド教材の受講と、国土交通省の資料が
事前学習として課されました。
　8月29日（火）はオンラインによ
り、法政大学生命科学部の渡邊雄二郎
教授、千代田区ゼロカーボン推進課の
古川裕之課長及び吹田市環境政策室の
山田翔三エネルギー・脱炭素担当によ
るカーボンニュートラルへの取り組み

についての講義を受けました。
　9月5日（火）は、参加者が札幌キャ
ンパスに集合し、サステイナビリティ
推進機構と連携協定を締結している住
友商事地下エネルギーチームの村越勁
太主任と同社北海道の電力エネルギ
ー・輸送機材チーム小野貴史チーム長
代理による同社が取り組む「Energy 
Innovation Initiative (EII)」等につい
て講義を受けました。続いて、生物生
産研究農場に移動し、本学の平　克郎
技術職員の解説を受けながら、バイオ
ガスプラントと牛舎、温室を見学しま
した。
　9月6日（水）は、下川町に移動中の
車内において札幌市環境都市推進部の
富士本雄大係長から、札幌市の取り組
みについての講義を受けました。下川
町役場では田村泰司町長が出迎えら
れ、同町SDGs推進室の亀田慎司室長
と総務企画課の山本敏夫課長による、
SDGs未来都市とゼロカーボンシティ

についての講義を受けました。その
後、下川町内を見学し、同町に宿泊し
ました。
　9月7日（木）は、下川町森林組合北
町工場を訪問し、製炭窯や小径木加工
施設等を見学、木材の商品化について
学んだ後、同工場敷地内の森に移動
し、トドマツが原料のエッセンシャル
オイルと芳香蒸留水のプラントを見学
しました。続いて、木質原料製造施設
を訪問し、燃料用チップの生産工程を
見学した後、最後に「一の橋バイオビ
レッジ」に移動し、木質バイオマスに
よる熱供給施設を中心としたまちづく
りを見学しました。
　サステイナビリティ推進機構は、こ
れからも、各地域や国立私立を問わず
各大学等と連携し、「カーボンニュー
トラル」の実現に繋がる教育・研究の
取組・発信を進めていく予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

官学連携プログラム「カーボンニュートラル夏季短期学習プログラム」を開催

住友商事の担当者による講義 生物生産研究農場のバイオマスプラント見学

下川町役場での講義 森林組合北町工場での見学
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全学ニュース

　サステイナビリティ推進機構は、9
月15日（金）～17日（日）に開催され
たNoMaps※1の「WELLNESS」と
「STUDENTS」に参加しました。
　NoMaps WELLNESSは、「こころと
からだの健康」をテーマに開催され、
サステイナビリティ推進機構は、産官
学で連携して推進する「H-ARTs※2」
プロジェクトについて、札幌駅前通地
下歩行空間（チ・カ・ホ）にブースを
出展しました。
　ブースでは、本学のSDGsに関する取
り組みのパネルによる紹介とともに、
本プロジェクトで行っている「無料で
健康チェック！」の「脳年齢測定」と
「ストレスチェック」を無料で実施しま
した。札幌医科大学保健医療学部と札
幌市立大学看護学部の学生併せて9名
の協力を得て、3日間の開催で、脳年齢
測定では延べ177名、ストレスチェック
では延べ146名の方々が体験されました。
　NoMaps STUDENTSは、北海道の
学生に向けた「次の挑戦の場」をテー
マに開催され、9月17日（日）の18時～
20時に札幌シェアオフィスBYYARD 
3階において、「NoMaps Sustainability 
MeetUp2023 powered by 北海道大学

サステイナビリティ推進機構」を開催
しました。
　前半は、世界の飢餓問題と栄養失調
を解決するために、ウキクサの一種で
あるミジンコウキクサの養殖システム
の研究、及び栄養食品を開発している
Floatmeal株式会社の代表者で、水産
科学院修士課程1年生の北村もあな氏
と、牛のげっぷとして排出される温室
効果の高いメタンを削減するため、北
海道の海岸に打ち寄せられる昆布から
飼料添加物の開発を行うe-Combuの起
業準備を進めている錦古里大河氏（北
海学園大学4年）が登壇し、トークセッ
ションが行われました。
　後半は、学生起業家によるピッチ
が行われました。2020年に株式会社
Perma Futureを設立し、その代表取締
役である環境科学院修士課程1年の池
田航介氏は、事業の一つである農泊プ
ラットフォーム「ののの」の紹介を行
いました。また、2021年8月に結成し、
掃除、雪かき、外出付き添いなどで学
生がシニアのお手伝いをする学生団体
wacco副代表で工学部4年の中村風五
氏が登壇しました。さらに、様々な国
での文化的交流、教育機会、スキルや

知識の共有、人道的活動を促進するた
めに、国内外の旅行者と、その国の教
育機関や家族とを結びつけるプラット
フォームを提供するBeeber Globalの代
表で、農学院博士後期課程3年のサハ・
スリスティ氏が、現在行っているグラ
ンピングや教育交流ツアーについて紹
介しました。
　サステイナビリティ推進機構は、こ
れからも産学官の様々なステークホル
ダーと連携し、本学の教育・研究の取
組・発信を更に進めていく予定です。

※1 NoMapsは、2016年より「ALL HOKKAIDO
体制」で民間企業、官公庁、教育機関な
どが連携してスタートした、次の社会・
未来を創ろうとする人たちのための交流
の場を提供する取り組みであり、本年は
札幌市中心部の各所において、トーク
セッション、ライブ、交流会など様々な
カテゴリーのイベントが開催されました。

※2「H-ARTs（ハーツ）」は、2023年度か
ら開始した、健康で持続可能な地域社
会づくりへの貢献を目指し、本学、株
式会社アークス、株式会社ラルズ、株
式会社ツルハ及び札幌市で進めるウェ
ルネス推進プロジェクトです。

（サステイナビリティ推進機構）

NoMaps2023「WELLNESS」と「STUDENTS」に参加

WELLNESSで出展したブースの様子 トーク発表を行う北村氏
（Floatmeal株式会社代表・水産科学院修士課程1年）

ピッチ発表する池田氏
（株式会社Perma Future代表取締役・環境科学院修士課程1年）

ピッチ発表するスリスティ氏
（Beeber Global代表・農学院博士後期課程3年）

　サステイナビリティ推進機構SDGs
事業推進本部は、札幌市、上川郡下川
町、法政大学及び関西大学と連携し、
8月29日（火）と9月5日（火）～7日
（木）に、官学連携プログラム「カー
ボンニュートラル夏季短期学習プログ
ラム」を実施し、事前申込を行った法
政大学、関西大学及び本学から学部生
と大学院生合わせて12名（本学2名）
が参加、オンライン等での学習、札幌
キャンパスや下川町でのフィールドワ
ークを行いました。
　参加した学生には、法政大学デザイ
ン工学部の川久保俊教授のオンデマン
ド教材の受講と、国土交通省の資料が
事前学習として課されました。
　8月29日（火）はオンラインによ
り、法政大学生命科学部の渡邊雄二郎
教授、千代田区ゼロカーボン推進課の
古川裕之課長及び吹田市環境政策室の
山田翔三エネルギー・脱炭素担当によ
るカーボンニュートラルへの取り組み

についての講義を受けました。
　9月5日（火）は、参加者が札幌キャ
ンパスに集合し、サステイナビリティ
推進機構と連携協定を締結している住
友商事地下エネルギーチームの村越勁
太主任と同社北海道の電力エネルギ
ー・輸送機材チーム小野貴史チーム長
代理による同社が取り組む「Energy 
Innovation Initiative (EII)」等につい
て講義を受けました。続いて、生物生
産研究農場に移動し、本学の平　克郎
技術職員の解説を受けながら、バイオ
ガスプラントと牛舎、温室を見学しま
した。
　9月6日（水）は、下川町に移動中の
車内において札幌市環境都市推進部の
富士本雄大係長から、札幌市の取り組
みについての講義を受けました。下川
町役場では田村泰司町長が出迎えら
れ、同町SDGs推進室の亀田慎司室長
と総務企画課の山本敏夫課長による、
SDGs未来都市とゼロカーボンシティ

についての講義を受けました。その
後、下川町内を見学し、同町に宿泊し
ました。
　9月7日（木）は、下川町森林組合北
町工場を訪問し、製炭窯や小径木加工
施設等を見学、木材の商品化について
学んだ後、同工場敷地内の森に移動
し、トドマツが原料のエッセンシャル
オイルと芳香蒸留水のプラントを見学
しました。続いて、木質原料製造施設
を訪問し、燃料用チップの生産工程を
見学した後、最後に「一の橋バイオビ
レッジ」に移動し、木質バイオマスに
よる熱供給施設を中心としたまちづく
りを見学しました。
　サステイナビリティ推進機構は、こ
れからも、各地域や国立私立を問わず
各大学等と連携し、「カーボンニュー
トラル」の実現に繋がる教育・研究の
取組・発信を進めていく予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

官学連携プログラム「カーボンニュートラル夏季短期学習プログラム」を開催

住友商事の担当者による講義 生物生産研究農場のバイオマスプラント見学

下川町役場での講義 森林組合北町工場での見学
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全学ニュース

　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンターI-HoPは、9月14日（木）に博士
後期課程留学生を対象とした日本就職
を視野に入れた自己PRシート作成ワー
クショップ「Self Promotion sheet”
‒ Super relevant material for PhD 
student’s job hunting」を英語で開催
しました。
　当日は、若手博士に特化したキャリ
ア支援サービス博士情報エンジン
wakateを展開する株式会社エマージ
ングテクノロジーズの深澤知憲代表取
締役社長を講師に迎え、日本での民間
企業の就職活動の場面で博士の専門性
はどのように伝えたらよいか、そのた

めの考え方や理解しておくべきこと等
について説明が行われ、ワークシート
を使ってそれぞれの参加者が専門性の
説明を試みるワークを行いました。
　博士人材育成コンソーシアムの連携
大学を含む全国4大学（北海道大学、
東北大学、立命館大学、沖縄科学技術
大学院大学）から計28名の留学生が参
加し、終了後のアンケートでは「この
セミナーは、日本での就職を希望する
外国人博士課程/博士課程/修士課程の
学生にとって非常に有益である」「と
ても参考になったセミナーで、日本で
の就職活動について楽しく学ぶことが
できた」等のコメントが寄せられまし

た。
　北海道大学は、学生の在籍数に占め
る留学生の割合は博士後期課程の約3
分の1、修士課程の約4分の1となって
おり、留学生向けの英語によるキャリ
ア支援は重要な課題となっています。
I-HoPでは、大学院留学生の日本での
キャリアパスを広げるため、就職支援
やトランスファラブルスキル強化な
ど、英語による多様なプログラムを展
開しています。

（大学院教育推進機構先端人材育成センター）

博士後期課程留学生向け自己PRシート作成ワークショップ
“Self Promotion sheet” ‒ Super relevant material 
for PhD student’s job huntingを英語で開催

説明を行う講師の深澤代表取締役社長

　気候変動対策を始めとする環境政策
や科学技術をめぐる市民の参加や熟議
をテーマとした公開授業が、9月9日
（土）に高等教育推進機構にて行われ
ました。本授業は、大学院教育推進機
構オープンエデュケーションセンター
科学技術コミュニケーション研究部門
（CoSTEP）の講義を特別に拡大し、
理学研究院及び理学院科学技術コミュ
ニケーション研究室と共同で実施され
ました。
　公開授業では高等教育推進機構の三
上直之准教授が、「ミニ・パブリック
スと参加・熟議のデザイン」と題して
講義しました。科学技術への市民参加
の方法として広く用いられてきた無作
為選出型の市民会議（ミニ・パブリッ
クス）について解説した後、この手法
を用いて気候変動対策を議論する「気
候市民会議」が近年、欧州などで急速
に広がっている動向や、三上准教授ら

による国内への導入の取り組みが紹介
されました。その後、東京大学未来ビ
ジョン研究センターの江守正多教授、
科学コミュニケーターの大澤康太郎氏
（CoSTEP第14期修了）、株式会社ス
ペースタイムの中村景子代表取締役
（同第1期修了）、大阪大学COデザイ
ンセンターの八木絵香教授が加わって
パネルディスカッションが行われまし
た。参加者の質問やコメントも受けつ
つ、対話の場を企画運営するファシリ
テーターに求められる資質や、ミニ・
パブリックスの活用と民主主義のあり
方などをめぐって議論が繰り広げられ
ました。
　公開授業は、2005年に本学に着任し
CoSTEP教員も務めた三上准教授が9
月末に名古屋大学に転出するのを機に
行われ、CoSTEP受講生や大学院生、
教職員、修了生や元教員を含む学外か
らの参加者など85人が参加しました。

DX博士人材フェローシップに参加す
る生命科学院や総合化学院の学生も聴
講し、現場のリアルな題材から科学技
術コミュニケーションを学ぶ機会とな
りました。授業の一部はオンラインで
も配信され、約40人が視聴しました。

詳しくはこちらをご覧ください。
https://phdiscover.jp/phd/article/2306

https://phdiscover.jp/phd/article/2320

（大学院教育推進機構、理学院・理学研究院）

大学院教育推進機構が科学技術コミュニケーションの
特別公開授業を実施

講義する三上准教授 三上准教授の講義に聞き入る参加者

パネルディスカッションの様子 公開授業終了後の記念撮影
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全学ニュース

　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンターI-HoPは、9月14日（木）に博士
後期課程留学生を対象とした日本就職
を視野に入れた自己PRシート作成ワー
クショップ「Self Promotion sheet”
‒ Super relevant material for PhD 
student’s job hunting」を英語で開催
しました。
　当日は、若手博士に特化したキャリ
ア支援サービス博士情報エンジン
wakateを展開する株式会社エマージ
ングテクノロジーズの深澤知憲代表取
締役社長を講師に迎え、日本での民間
企業の就職活動の場面で博士の専門性
はどのように伝えたらよいか、そのた

めの考え方や理解しておくべきこと等
について説明が行われ、ワークシート
を使ってそれぞれの参加者が専門性の
説明を試みるワークを行いました。
　博士人材育成コンソーシアムの連携
大学を含む全国4大学（北海道大学、
東北大学、立命館大学、沖縄科学技術
大学院大学）から計28名の留学生が参
加し、終了後のアンケートでは「この
セミナーは、日本での就職を希望する
外国人博士課程/博士課程/修士課程の
学生にとって非常に有益である」「と
ても参考になったセミナーで、日本で
の就職活動について楽しく学ぶことが
できた」等のコメントが寄せられまし

た。
　北海道大学は、学生の在籍数に占め
る留学生の割合は博士後期課程の約3
分の1、修士課程の約4分の1となって
おり、留学生向けの英語によるキャリ
ア支援は重要な課題となっています。
I-HoPでは、大学院留学生の日本での
キャリアパスを広げるため、就職支援
やトランスファラブルスキル強化な
ど、英語による多様なプログラムを展
開しています。

（大学院教育推進機構先端人材育成センター）

博士後期課程留学生向け自己PRシート作成ワークショップ
“Self Promotion sheet” ‒ Super relevant material 
for PhD student’s job huntingを英語で開催

説明を行う講師の深澤代表取締役社長

　気候変動対策を始めとする環境政策
や科学技術をめぐる市民の参加や熟議
をテーマとした公開授業が、9月9日
（土）に高等教育推進機構にて行われ
ました。本授業は、大学院教育推進機
構オープンエデュケーションセンター
科学技術コミュニケーション研究部門
（CoSTEP）の講義を特別に拡大し、
理学研究院及び理学院科学技術コミュ
ニケーション研究室と共同で実施され
ました。
　公開授業では高等教育推進機構の三
上直之准教授が、「ミニ・パブリック
スと参加・熟議のデザイン」と題して
講義しました。科学技術への市民参加
の方法として広く用いられてきた無作
為選出型の市民会議（ミニ・パブリッ
クス）について解説した後、この手法
を用いて気候変動対策を議論する「気
候市民会議」が近年、欧州などで急速
に広がっている動向や、三上准教授ら

による国内への導入の取り組みが紹介
されました。その後、東京大学未来ビ
ジョン研究センターの江守正多教授、
科学コミュニケーターの大澤康太郎氏
（CoSTEP第14期修了）、株式会社ス
ペースタイムの中村景子代表取締役
（同第1期修了）、大阪大学COデザイ
ンセンターの八木絵香教授が加わって
パネルディスカッションが行われまし
た。参加者の質問やコメントも受けつ
つ、対話の場を企画運営するファシリ
テーターに求められる資質や、ミニ・
パブリックスの活用と民主主義のあり
方などをめぐって議論が繰り広げられ
ました。
　公開授業は、2005年に本学に着任し
CoSTEP教員も務めた三上准教授が9
月末に名古屋大学に転出するのを機に
行われ、CoSTEP受講生や大学院生、
教職員、修了生や元教員を含む学外か
らの参加者など85人が参加しました。

DX博士人材フェローシップに参加す
る生命科学院や総合化学院の学生も聴
講し、現場のリアルな題材から科学技
術コミュニケーションを学ぶ機会とな
りました。授業の一部はオンラインで
も配信され、約40人が視聴しました。

詳しくはこちらをご覧ください。
https://phdiscover.jp/phd/article/2306

https://phdiscover.jp/phd/article/2320

（大学院教育推進機構、理学院・理学研究院）

大学院教育推進機構が科学技術コミュニケーションの
特別公開授業を実施

講義する三上准教授 三上准教授の講義に聞き入る参加者

パネルディスカッションの様子 公開授業終了後の記念撮影
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全学ニュース

「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
北方生物圏フィールド科学センター 中村誠宏 教授が
札幌日大高校の生徒を対象に講義を実施

日　　時：2023年8月4日（金）9：30－12：30
会　　場：北海道大学 苫小牧研究林
参加高校：札幌日本大学高等学校
参加生徒：1－2年生　12名

「森林生態系の健康診断！」　北方生物圏フィールド科学センター　教授　中村誠宏

苫小牧研究林での調査研究を解説する中村教授

　苫小牧研究林長を務める中村教授
は、森林をフィールドとした野外操作
実験を駆使して、温暖化が樹木に与え
る影響や、植物と昆虫の相互作用など
を調査研究しています。8月4日（金）、
札幌日大高校の生徒たちを招いて講義
を実施し、苫小牧研究林で行われてい

る様々な野外調査を紹介しました。生
徒たちは、苫小牧研究林の地層、土
壌、植生などの特徴や、野ネズミ、昆
虫、魚類などの調査方法について、そ
れぞれの現場で観察しながら学びまし
た。
　受講した生徒たちからは、「森林を

散策すること自体が新鮮だったし、そ
れを通して色々な生き物に出会えたの
も良かった」、「地中を調べ、歴史や
その地域の植物の特性と結びつけて研
究しているのが印象に残った」など森
林での体験を通じて学んだことの感想
が寄せられました。

参加者全員で記念撮影

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。今年度は札幌近郊の高校
等を対象に31名の教員が講義を実施し
ています。　

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook
@Hokkaido.univ.taiwa

（広報・社会連携本部
広報・コミュニケーション部門）

■部局ニュース

　9月4日（月）、理学研究院長室にお
いて、「令和5年度分島亮研究奨励金
授与式」が執り行われました。
　本奨励金は、分島　哲様・分島敦子
様が、令和3年5月にご逝去されたご
子息の分島　亮様（元理学研究院准教

授）の意志を引き継ぎ、基礎研究を行
う若手ポスドクの支援を目的にご寄附
されたことを契機に、理学研究院にお
いて若手ポスドクの研究を支援しよう
とする趣旨で創設されたものです。
　授与式では、関係者列席のもと、網

塚　浩理学研究院長から採択者2名に
証状が授与され、本奨励金の趣旨と今
後の研究活動に対する期待と激励の言
葉が述べられました。

（理学研究院）

令和5年度分島亮研究奨励金授与式を挙行

採択者との記念撮影（左から常峰　悟学術研究員、網塚理学研究院長、
Ahmad Shaqeer Bin Mohamed Thaheer 博士研究員）
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部局ニュース

「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
北方生物圏フィールド科学センター 中村誠宏 教授が
札幌日大高校の生徒を対象に講義を実施

日　　時：2023年8月4日（金）9：30－12：30
会　　場：北海道大学 苫小牧研究林
参加高校：札幌日本大学高等学校
参加生徒：1－2年生　12名

「森林生態系の健康診断！」　北方生物圏フィールド科学センター　教授　中村誠宏

苫小牧研究林での調査研究を解説する中村教授

　苫小牧研究林長を務める中村教授
は、森林をフィールドとした野外操作
実験を駆使して、温暖化が樹木に与え
る影響や、植物と昆虫の相互作用など
を調査研究しています。8月4日（金）、
札幌日大高校の生徒たちを招いて講義
を実施し、苫小牧研究林で行われてい

る様々な野外調査を紹介しました。生
徒たちは、苫小牧研究林の地層、土
壌、植生などの特徴や、野ネズミ、昆
虫、魚類などの調査方法について、そ
れぞれの現場で観察しながら学びまし
た。
　受講した生徒たちからは、「森林を

散策すること自体が新鮮だったし、そ
れを通して色々な生き物に出会えたの
も良かった」、「地中を調べ、歴史や
その地域の植物の特性と結びつけて研
究しているのが印象に残った」など森
林での体験を通じて学んだことの感想
が寄せられました。

参加者全員で記念撮影

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。今年度は札幌近郊の高校
等を対象に31名の教員が講義を実施し
ています。　

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook
@Hokkaido.univ.taiwa

（広報・社会連携本部
広報・コミュニケーション部門）

■部局ニュース

　9月4日（月）、理学研究院長室にお
いて、「令和5年度分島亮研究奨励金
授与式」が執り行われました。
　本奨励金は、分島　哲様・分島敦子
様が、令和3年5月にご逝去されたご
子息の分島　亮様（元理学研究院准教

授）の意志を引き継ぎ、基礎研究を行
う若手ポスドクの支援を目的にご寄附
されたことを契機に、理学研究院にお
いて若手ポスドクの研究を支援しよう
とする趣旨で創設されたものです。
　授与式では、関係者列席のもと、網

塚　浩理学研究院長から採択者2名に
証状が授与され、本奨励金の趣旨と今
後の研究活動に対する期待と激励の言
葉が述べられました。

（理学研究院）

令和5年度分島亮研究奨励金授与式を挙行

採択者との記念撮影（左から常峰　悟学術研究員、網塚理学研究院長、
Ahmad Shaqeer Bin Mohamed Thaheer 博士研究員）
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部局ニュース

　総合博物館は、9月5日（火）～8日
（金）・11日（月）～14日（木）の8日
間、博物館実習を行い学部4年生から
博士課程1年生まで専門分野が異なる
16名が取り組みました。
　午前中の演習では、坪田敏男館長と
研究部教員、越前谷宏紀研究員（資料
部）が担当分野の研究と教育、博物館
活動について収蔵庫や展示室の案内も
含めて説明し、近藤誠司研究員（資料

部）と三谷朋弘准教授（農学研究院・
資料部）が第2農場を解説・案内しま
した。事務担当の井上　猛係長による
館運営や事務業務の説明、研究支援推
進員の市來紗都子氏と土田江里子氏に
よるパネル製作実習、展示解説ボラン
ティアの笹谷幸恵氏と渡部典子氏によ
る解説実演も行われました。
　午後の実習は、第2農場、陸上植物、
動物、地学の4班に分かれ、標本の採

集と分類、解剖、展示の改訂や新規制
作に取り組みました。最終日には、8
日の実習における各班の活動の内容と
成果、課題を発表しました。報告会で
の活発な意見交換や実習生による事後
レポートから、16名がそれぞれに博物
館の諸活動への理解が実感をもって深
めたことがうかがえます。

（総合博物館）

総合博物館が博物館実習を実施

農機具に関する展示の改訂を検討する第2農場班

鳥類の解剖を行う動物班

構内で採集した植物を同定して展示室標本を作製する陸上植物班

古生物の部屋（館内3階）に羽幌産プリオサウルス類の
展示を新設した地学班

　医学研究院医理工学グローバルセン
ターは、8月20日（日）に米国スタン
フォード大学放射線腫瘍学科と合同で
第10回GCB国際シンポジウム（The 
10th GCB Biomedical Science and 
Engineering Symposium）を医学部臨
床講義棟にて開催しました。昨年度に
引き続き、現地会場とライブ配信を併
用したハイブリッド形式により実施
し、医理工学グローバルセンターの取
り組みを世界に向けて発信しました。
　今回は「Oligometastasis（少数転
移）」をメインテーマに、スタンフォ
ード大学のみならず、米国ジョンズ・
ホプキンス大学、韓国成均館大学等か
ら世界の第一線で活躍する多彩な分野
の研究者が集結し、放射線生物、医学
物理、放射線治療、画像診断の多角的

な視点から、最先端の研究成果につい
て発表が行われました。
　医学研究院長兼本センター長である
畠山鎮次教授による開会の挨拶で幕を
開け、放射線誘発性腫瘍と免疫反応、
少数転移の放射線治療戦略や最先端の
治療計画、神経画像診断等のトピック
について、招待講演者6名と本学研究者
4名による講演が横断的に行われ、各講
演後には、次世代を担う新進気鋭な若
手研究者から多くの質問が寄せられま
した。続くディスカッションでは各分
野のエキスパートがディスカッサント
として加わり、議論をさらに深めまし
た。最後に、本センター副センター長
の久下裕司教授による閉会の挨拶があ
り、全ての登壇者と参加者への感謝が
述べられ、盛会の内に終了しました。

　今回で10回目の開催となり世界的に
も注目度の高いイベントとなりつつあ
る本シンポジウムは、世界中から207
名の参加登録があり、現地会場には10
カ国から65名が参加し、例年に劣らず
国際色豊かなシンポジウムとなりまし
た。また、翌日には、本センターが主
催するサマースクールと合同で懇親会
を開催しました。本学の教職員、学生
も多く参加し、国際交流を深めるとと
もに、今後の国際共同研究への新たな
可能性が期待される良い機会となりま
した。今後も国際性を担保した研究開
発と人材育成を行う研究拠点として、
積極的に活動してまいります。

（医学研究院）

医学研究院医理工学グローバルセンターが国際シンポジウム「The 10th GCB 
Biomedical Science and Engineering Symposium」を開催

ジョンズ・ホプキンス大学Haris Sair博士による講演 ディスカッションの様子

会場の様子 懇親会集合写真
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　総合博物館は、9月5日（火）～8日
（金）・11日（月）～14日（木）の8日
間、博物館実習を行い学部4年生から
博士課程1年生まで専門分野が異なる
16名が取り組みました。
　午前中の演習では、坪田敏男館長と
研究部教員、越前谷宏紀研究員（資料
部）が担当分野の研究と教育、博物館
活動について収蔵庫や展示室の案内も
含めて説明し、近藤誠司研究員（資料

部）と三谷朋弘准教授（農学研究院・
資料部）が第2農場を解説・案内しま
した。事務担当の井上　猛係長による
館運営や事務業務の説明、研究支援推
進員の市來紗都子氏と土田江里子氏に
よるパネル製作実習、展示解説ボラン
ティアの笹谷幸恵氏と渡部典子氏によ
る解説実演も行われました。
　午後の実習は、第2農場、陸上植物、
動物、地学の4班に分かれ、標本の採

集と分類、解剖、展示の改訂や新規制
作に取り組みました。最終日には、8
日の実習における各班の活動の内容と
成果、課題を発表しました。報告会で
の活発な意見交換や実習生による事後
レポートから、16名がそれぞれに博物
館の諸活動への理解が実感をもって深
めたことがうかがえます。

（総合博物館）

総合博物館が博物館実習を実施

農機具に関する展示の改訂を検討する第2農場班

鳥類の解剖を行う動物班

構内で採集した植物を同定して展示室標本を作製する陸上植物班

古生物の部屋（館内3階）に羽幌産プリオサウルス類の
展示を新設した地学班

　医学研究院医理工学グローバルセン
ターは、8月20日（日）に米国スタン
フォード大学放射線腫瘍学科と合同で
第10回GCB国際シンポジウム（The 
10th GCB Biomedical Science and 
Engineering Symposium）を医学部臨
床講義棟にて開催しました。昨年度に
引き続き、現地会場とライブ配信を併
用したハイブリッド形式により実施
し、医理工学グローバルセンターの取
り組みを世界に向けて発信しました。
　今回は「Oligometastasis（少数転
移）」をメインテーマに、スタンフォ
ード大学のみならず、米国ジョンズ・
ホプキンス大学、韓国成均館大学等か
ら世界の第一線で活躍する多彩な分野
の研究者が集結し、放射線生物、医学
物理、放射線治療、画像診断の多角的

な視点から、最先端の研究成果につい
て発表が行われました。
　医学研究院長兼本センター長である
畠山鎮次教授による開会の挨拶で幕を
開け、放射線誘発性腫瘍と免疫反応、
少数転移の放射線治療戦略や最先端の
治療計画、神経画像診断等のトピック
について、招待講演者6名と本学研究者
4名による講演が横断的に行われ、各講
演後には、次世代を担う新進気鋭な若
手研究者から多くの質問が寄せられま
した。続くディスカッションでは各分
野のエキスパートがディスカッサント
として加わり、議論をさらに深めまし
た。最後に、本センター副センター長
の久下裕司教授による閉会の挨拶があ
り、全ての登壇者と参加者への感謝が
述べられ、盛会の内に終了しました。

　今回で10回目の開催となり世界的に
も注目度の高いイベントとなりつつあ
る本シンポジウムは、世界中から207
名の参加登録があり、現地会場には10
カ国から65名が参加し、例年に劣らず
国際色豊かなシンポジウムとなりまし
た。また、翌日には、本センターが主
催するサマースクールと合同で懇親会
を開催しました。本学の教職員、学生
も多く参加し、国際交流を深めるとと
もに、今後の国際共同研究への新たな
可能性が期待される良い機会となりま
した。今後も国際性を担保した研究開
発と人材育成を行う研究拠点として、
積極的に活動してまいります。

（医学研究院）

医学研究院医理工学グローバルセンターが国際シンポジウム「The 10th GCB 
Biomedical Science and Engineering Symposium」を開催

ジョンズ・ホプキンス大学Haris Sair博士による講演 ディスカッションの様子

会場の様子 懇親会集合写真
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部局ニュース

　医学研究院医理工学グローバルセン
ターは、8月21日（月）～8月25日
（金）の5日間にわたり、米国スタン
フォード大学放射線腫瘍学科と合同で
第6回GCB分子生物医科学・診断学サ
マースクール及び第10回GCB医学物理
サマースクールを開催しました。コロ
ナ禍により海外からの参加はオンライ
ンに限定して実施してきましたが、今
年は4年振りに海外からの参加者を現
地に受入れ、完全対面形式での開催を
復活しました。
　毎年多彩な講師をお招きし、本サマ
ースクールならではの教育プログラム
を提供しています。今年は、米国スタ
ンフォード大学、ジョンズ・ホプキン
ス大学、台湾長庚記念病院、トルコボ
アズィチ大学、京都大学、量子科学技
術研究開発機構、日立製作所、統計数
理研究所から外部講師をお招きし、学
内からは、医学研究院、工学研究院、

保健科学研究院、歯学研究院、理学研
究院、北海道大学病院、アイソトープ
総合センター、獣医学研究院所属の教
員が全編英語のオムニバス形式にて講
義を行いました。医学物理サマースク
ール、分子生物医科学・診断学サマー
スクールともに、基礎や理論、応用研
究、実習を網羅した包括的な講義がバ
ランスよく組み込まれ、今年は特に、
ハンズオン実習の充実化を図りまし
た。また、参加者による研究発表も行
われ、多様な言語・文化・社会的背景
を持つ参加者がお互いから学び合う姿
が印象的であり、グローバルな研究交
流が一層深められました。
　今年も海外から多くの方にご応募い
ただきましたが、オンラインとは異な
り、現地での参加は受入れ人数が限ら
れるため、選考は昨年度よりも厳しい
ものとなりました。厳正な選考の結
果、今年はオーストラリア、バングラ

デシュ、インドネシア、カナダ、タイ
等を含む10カ国から医学物理サマース
クールには6名、分子生物医科学・診
断学サマースクールには12名が参加し
ました。また、昨年度に引き続き、
Hokkaido Summer Instituteの科目と
しても同時開講しました。サマースク
ールの最終日に実施した参加者アンケ
ートからは、非常に有意義な5日間で
あったと好評を得るとともに、現地で
参加できたことを喜ぶ声が多く寄せら
れました。オンラインではできない実
習やファシリティーツアーは特に好評
でした。参加者から頂いた意見をもと
にプログラムを更にブラッシュアップ
し、今後も本センターの特色を活かし
た国際連携教育活動に取り組んでいき
ます。

（医学研究院）

医学研究院医理工学グローバルセンターが第6回GCB分子生物医科学・
診断学サマースクール及び第10回GCB医学物理サマースクールを開催

実習の様子１講義の様子

参加者集合写真実習の様子２

　医学研究院附属動物実験施設では、
9月19日（火）、医学部学友会館「フラ
テ」ホールにおいて、令和5年度動物
慰霊式を執り行いました。
　本慰霊式は、医学並びに生命医科学
の教育研究のために多数の動物の尊い
生命が犠牲になっていることを厳粛に

受け止め、動物の霊を追悼するととも
に、生命の尊厳と倫理について啓発す
ることを目的に実施しているもので、
教職員、学生等が参列しました。
　はじめに大場雄介施設長から追悼の
辞を述べた後、畠山鎮次医学研究院長
の挨拶、参列者全員による黙祷・献花

を行いました。最後に大場施設長か
ら、適正な動物実験の実施について、
一層の理解と協力を願う旨の挨拶があ
り、厳粛のうちに慰霊式を終了しまし
た。

（医学院・医学研究院・医学部）

動物慰霊式を挙行

追悼の辞を述べる大場施設長 畠山医学研究院長による挨拶

参列者による献花
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部局ニュース

　医学研究院医理工学グローバルセン
ターは、8月21日（月）～8月25日
（金）の5日間にわたり、米国スタン
フォード大学放射線腫瘍学科と合同で
第6回GCB分子生物医科学・診断学サ
マースクール及び第10回GCB医学物理
サマースクールを開催しました。コロ
ナ禍により海外からの参加はオンライ
ンに限定して実施してきましたが、今
年は4年振りに海外からの参加者を現
地に受入れ、完全対面形式での開催を
復活しました。
　毎年多彩な講師をお招きし、本サマ
ースクールならではの教育プログラム
を提供しています。今年は、米国スタ
ンフォード大学、ジョンズ・ホプキン
ス大学、台湾長庚記念病院、トルコボ
アズィチ大学、京都大学、量子科学技
術研究開発機構、日立製作所、統計数
理研究所から外部講師をお招きし、学
内からは、医学研究院、工学研究院、

保健科学研究院、歯学研究院、理学研
究院、北海道大学病院、アイソトープ
総合センター、獣医学研究院所属の教
員が全編英語のオムニバス形式にて講
義を行いました。医学物理サマースク
ール、分子生物医科学・診断学サマー
スクールともに、基礎や理論、応用研
究、実習を網羅した包括的な講義がバ
ランスよく組み込まれ、今年は特に、
ハンズオン実習の充実化を図りまし
た。また、参加者による研究発表も行
われ、多様な言語・文化・社会的背景
を持つ参加者がお互いから学び合う姿
が印象的であり、グローバルな研究交
流が一層深められました。
　今年も海外から多くの方にご応募い
ただきましたが、オンラインとは異な
り、現地での参加は受入れ人数が限ら
れるため、選考は昨年度よりも厳しい
ものとなりました。厳正な選考の結
果、今年はオーストラリア、バングラ

デシュ、インドネシア、カナダ、タイ
等を含む10カ国から医学物理サマース
クールには6名、分子生物医科学・診
断学サマースクールには12名が参加し
ました。また、昨年度に引き続き、
Hokkaido Summer Instituteの科目と
しても同時開講しました。サマースク
ールの最終日に実施した参加者アンケ
ートからは、非常に有意義な5日間で
あったと好評を得るとともに、現地で
参加できたことを喜ぶ声が多く寄せら
れました。オンラインではできない実
習やファシリティーツアーは特に好評
でした。参加者から頂いた意見をもと
にプログラムを更にブラッシュアップ
し、今後も本センターの特色を活かし
た国際連携教育活動に取り組んでいき
ます。

（医学研究院）

医学研究院医理工学グローバルセンターが第6回GCB分子生物医科学・
診断学サマースクール及び第10回GCB医学物理サマースクールを開催

実習の様子１講義の様子

参加者集合写真実習の様子２

　医学研究院附属動物実験施設では、
9月19日（火）、医学部学友会館「フラ
テ」ホールにおいて、令和5年度動物
慰霊式を執り行いました。
　本慰霊式は、医学並びに生命医科学
の教育研究のために多数の動物の尊い
生命が犠牲になっていることを厳粛に

受け止め、動物の霊を追悼するととも
に、生命の尊厳と倫理について啓発す
ることを目的に実施しているもので、
教職員、学生等が参列しました。
　はじめに大場雄介施設長から追悼の
辞を述べた後、畠山鎮次医学研究院長
の挨拶、参列者全員による黙祷・献花

を行いました。最後に大場施設長か
ら、適正な動物実験の実施について、
一層の理解と協力を願う旨の挨拶があ
り、厳粛のうちに慰霊式を終了しまし
た。

（医学院・医学研究院・医学部）

動物慰霊式を挙行

追悼の辞を述べる大場施設長 畠山医学研究院長による挨拶

参列者による献花
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部局ニュース

　薬学研究院に寄附分野として認知症
先進予防・解析学分野が令和3年4月に
開設されました。数年にわたり続いた
新型コロナウイルス感染症の流行が、
本年春頃から収束傾向となり、感染症
の位置づけも5類へと変更されたこと
を受け、感謝状贈呈式と公開シンポジ
ウムを9月12日（火）に開催しました。
　日本は65歳以上の人口割合が21％を
超える超高齢化社会を迎えており、加
齢に伴い増加する認知症の対策は解決
すべき重要な課題となっています。認
知症で最も患者数が多い病気はアルツ
ハイマー病（以下、「AD」）。であり、
およそ70％の認知症患者はADと言わ
れ、ADの予防・診断・治療法の開発
と実用化は社会的な要請となっていま
す。最近、ADの発症原因物質に対す
るいくつかの抗体医薬の開発が進み、
我が国でも承認される見込みである事

など、明るいニュースが話題になって
います。しかし、高齢者の発症を予防
する科学的エビデンスに基づいた方法
の実施や、治療が必要な患者の早期発
見を可能とする非侵襲的で簡単な診断
法の開発、さらに、発症を遅らせるだ
けではなく、認知機能低下の進行を止
め、改善効果が期待出来る薬剤の開発
と実用化は、世界が求める「研究成果
の社会実装」とされています。
　認知症先進予防・解析学分野は、
ADの発症機構解明の基礎研究から、
日本医療研究開発機構のプロジェクト
である髄液・血液を用いた診断法の開
発、北海道大学病院・臨床研究開発セ
ンターと共同での無痛経皮投与治療薬
の開発などを進めてきました。今回の
公開シンポジウムは、これまでの研
究・開発成果の一端を紹介するととも
に、国内外の神経科学、認知症学の研

究領域で活躍している研究者に最新の
成果や認知症研究の課題を発表・解説
しました。本分野から生まれた研究成
果が多くの国で実用化され、本分野で
育った若い研究者が国際的に活躍し、
認知症という地球規模の課題解決に貢
献する事が期待されます。
　今回、寄付者であるジャパン・メ
ディカル・リーフ株式会社様（有岡和
彦代表取締役社長）に寳金清博総長か
ら感謝状が贈呈されました。「認知症
の無い世界」を目指した分野開設にご
理解をお示し下さり、研究の継続と実
用化に絶大なるご支援を承りました
ジャパン・メディカル・リーフ株式会
社様に改めて感謝申し上げます。

（薬学研究院・薬学部）

薬学研究院寄附分野「認知症先進予防・解析学分野」
感謝状贈呈式及び公開シンポジウムを開催

公開シンポジウム看板感謝状贈呈式記念写真

　農学研究院と北方生物圏フィールド
科学センターは、スマート農業の教
育・研究を通して持続的社会の実現を
目指したスマート農業教育研究センタ
ーを設置し、8月31日（木）に開所式
を挙行しました。スマート農業とは、
ロボット技術や情報通信技術（ICT）
を活用して、省力化・精密化や高品質
生産を実現する新しい農業技術です。
スマート農業には労働力不足の解消、
データによる農作業技術の継承、農産
物の品質向上・収量増など数多くのメ
リットがあり、さらに環境・エネルギ
ー面での持続性確保においても貢献で
きるため、世界的に研究開発が加速し
ています。農学研究院では、ICTやロ
ボット技術を活用したスマート農業研
究を30年以上にわたって行い、その成
果は国内外に広く知られています。ま
た、2022年度から北方生物圏フィール

ド科学センターが農林水産省スマート
農業教育推進事業を受託し、スマート
農業の社会実装に向けた教育プログラ
ムの開発と運営を行っています。スマ
ート農業教育研究センターのミッショ
ンは「学生教育」、「オープンラボ
（研究開発）」、「実証フィールド（技
術実証）」、「実演展示（社会啓発）」
で、スマート農業技術の研究開発や技
術実証を通じ、将来のスマート農業を
担うリーダー的人材を育てることも大
きな狙いとしています。また、北広島
市にある日本ハムファイターズの新球
場「北海道ボールパークFビレッジ」
に本年6月に開設した株式会社クボタ
の農業学習施設「クボタアグリフロン
ト」と連携して、青少年・子供たちへ
の農業問題と未来の農業に関する教育
にも参画しています。
　開所式には、鈴木直道北海道知事の

ほか、農業・食品産業技術総合研究機
構の久間和生理事長、文部科学省の西
條正明大臣官房審議官、農林水産省農
林水産技術会議事務局の東野昭浩研究
総務官、東日本電信電話株式会社の澁
谷直樹代表取締役社長、株式会社クボ
タの北尾裕一代表取締役社長らを来賓
としてお招きし、北海道内外から約90
人の出席がありました。開所式は寳金
清博総長のあいさつ、来賓祝辞、スマ
ート農業教育研究センターの概要説
明、テープカット、2つのテーマにつ
いてトークセッション、ショートプレ
ゼンテーション、そして最後に施設内
覧、ポスター展示、ローカル5Gを用
いた複数のロボット農機の遠隔監視・
操作の実演を行いました。

（農学研究院・農学院・農学部）

スマート農業教育研究センター開所式を挙行

左から、東日本電信電話株式会社 澁谷代表取締役社長、株式会社クボタ 北尾代表取締役社長、
農業・食品産業技術総合研究機構 久間理事長、文部科学省 西條大臣官房審議官、
農林水産省農林水産技術会議事務局 東野研究総務官、北海道大学 寳金総長

挨拶する寳金総長

祝辞を贈る鈴木北海道知事 「NTT東日本 ミライ共創Room」と名付けられた
ロボット監視室で実施した実演会
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部局ニュース

　薬学研究院に寄附分野として認知症
先進予防・解析学分野が令和3年4月に
開設されました。数年にわたり続いた
新型コロナウイルス感染症の流行が、
本年春頃から収束傾向となり、感染症
の位置づけも5類へと変更されたこと
を受け、感謝状贈呈式と公開シンポジ
ウムを9月12日（火）に開催しました。
　日本は65歳以上の人口割合が21％を
超える超高齢化社会を迎えており、加
齢に伴い増加する認知症の対策は解決
すべき重要な課題となっています。認
知症で最も患者数が多い病気はアルツ
ハイマー病（以下、「AD」）。であり、
およそ70％の認知症患者はADと言わ
れ、ADの予防・診断・治療法の開発
と実用化は社会的な要請となっていま
す。最近、ADの発症原因物質に対す
るいくつかの抗体医薬の開発が進み、
我が国でも承認される見込みである事

など、明るいニュースが話題になって
います。しかし、高齢者の発症を予防
する科学的エビデンスに基づいた方法
の実施や、治療が必要な患者の早期発
見を可能とする非侵襲的で簡単な診断
法の開発、さらに、発症を遅らせるだ
けではなく、認知機能低下の進行を止
め、改善効果が期待出来る薬剤の開発
と実用化は、世界が求める「研究成果
の社会実装」とされています。
　認知症先進予防・解析学分野は、
ADの発症機構解明の基礎研究から、
日本医療研究開発機構のプロジェクト
である髄液・血液を用いた診断法の開
発、北海道大学病院・臨床研究開発セ
ンターと共同での無痛経皮投与治療薬
の開発などを進めてきました。今回の
公開シンポジウムは、これまでの研
究・開発成果の一端を紹介するととも
に、国内外の神経科学、認知症学の研

究領域で活躍している研究者に最新の
成果や認知症研究の課題を発表・解説
しました。本分野から生まれた研究成
果が多くの国で実用化され、本分野で
育った若い研究者が国際的に活躍し、
認知症という地球規模の課題解決に貢
献する事が期待されます。
　今回、寄付者であるジャパン・メ
ディカル・リーフ株式会社様（有岡和
彦代表取締役社長）に寳金清博総長か
ら感謝状が贈呈されました。「認知症
の無い世界」を目指した分野開設にご
理解をお示し下さり、研究の継続と実
用化に絶大なるご支援を承りました
ジャパン・メディカル・リーフ株式会
社様に改めて感謝申し上げます。

（薬学研究院・薬学部）

薬学研究院寄附分野「認知症先進予防・解析学分野」
感謝状贈呈式及び公開シンポジウムを開催

公開シンポジウム看板感謝状贈呈式記念写真

　農学研究院と北方生物圏フィールド
科学センターは、スマート農業の教
育・研究を通して持続的社会の実現を
目指したスマート農業教育研究センタ
ーを設置し、8月31日（木）に開所式
を挙行しました。スマート農業とは、
ロボット技術や情報通信技術（ICT）
を活用して、省力化・精密化や高品質
生産を実現する新しい農業技術です。
スマート農業には労働力不足の解消、
データによる農作業技術の継承、農産
物の品質向上・収量増など数多くのメ
リットがあり、さらに環境・エネルギ
ー面での持続性確保においても貢献で
きるため、世界的に研究開発が加速し
ています。農学研究院では、ICTやロ
ボット技術を活用したスマート農業研
究を30年以上にわたって行い、その成
果は国内外に広く知られています。ま
た、2022年度から北方生物圏フィール

ド科学センターが農林水産省スマート
農業教育推進事業を受託し、スマート
農業の社会実装に向けた教育プログラ
ムの開発と運営を行っています。スマ
ート農業教育研究センターのミッショ
ンは「学生教育」、「オープンラボ
（研究開発）」、「実証フィールド（技
術実証）」、「実演展示（社会啓発）」
で、スマート農業技術の研究開発や技
術実証を通じ、将来のスマート農業を
担うリーダー的人材を育てることも大
きな狙いとしています。また、北広島
市にある日本ハムファイターズの新球
場「北海道ボールパークFビレッジ」
に本年6月に開設した株式会社クボタ
の農業学習施設「クボタアグリフロン
ト」と連携して、青少年・子供たちへ
の農業問題と未来の農業に関する教育
にも参画しています。
　開所式には、鈴木直道北海道知事の

ほか、農業・食品産業技術総合研究機
構の久間和生理事長、文部科学省の西
條正明大臣官房審議官、農林水産省農
林水産技術会議事務局の東野昭浩研究
総務官、東日本電信電話株式会社の澁
谷直樹代表取締役社長、株式会社クボ
タの北尾裕一代表取締役社長らを来賓
としてお招きし、北海道内外から約90
人の出席がありました。開所式は寳金
清博総長のあいさつ、来賓祝辞、スマ
ート農業教育研究センターの概要説
明、テープカット、2つのテーマにつ
いてトークセッション、ショートプレ
ゼンテーション、そして最後に施設内
覧、ポスター展示、ローカル5Gを用
いた複数のロボット農機の遠隔監視・
操作の実演を行いました。

（農学研究院・農学院・農学部）

スマート農業教育研究センター開所式を挙行

左から、東日本電信電話株式会社 澁谷代表取締役社長、株式会社クボタ 北尾代表取締役社長、
農業・食品産業技術総合研究機構 久間理事長、文部科学省 西條大臣官房審議官、
農林水産省農林水産技術会議事務局 東野研究総務官、北海道大学 寳金総長

挨拶する寳金総長

祝辞を贈る鈴木北海道知事 「NTT東日本 ミライ共創Room」と名付けられた
ロボット監視室で実施した実演会
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部局ニュース

　地球環境科学研究院は、令和5年度
公開講座「気象・気候研究の最前線：
観測、理解、未来」を8月28日（月）
～9月25日（月）まで全5回をオンライ
ンにて開講し、15歳から85歳までの
117人が受講しました。
　気象と気候は、日々の暮らしや環境
に大きな影響を与え、ときに災害をも
たらします。その研究は、北海道大学
を含む世界中の研究機関で精力的に進
められています。本講座では、本研究

院に所属する5名の教員が、それぞれ
の専門性を活かして、研究の最前線を
分かりやすく紹介しました。社会的関
心が高く防災に重要な台風（第1回）、
気候変動に重要な役割を果たし降水の
素ともなる大気と海洋の相互作用（第
2、4回）、はるか上空にありながら環
境に大きな影響を与える成層圏（オゾ
ン層）（第3、5回）に焦点をあてまし
た。これらの話題について、全地球的
な把握の基礎となる人工衛星による観

測、観測やシミュレーションをもとに
もたらされる理解、そして、今後の発
展性や将来予測など未来について議論
し、受講者からも非常に好評のうちに
終了となりました。
　全5回の講義のうち3回以上に出席し
た102人の受講者に修了証書が授与さ
れました。

（地球環境科学研究院）

地球環境科学研究院が令和５年度公開講座
「気象・気候研究の最前線：観測、理解、未来」を実施

谷本陽一地球環境科学研究院長の開講挨拶 堀之内武教授担当の講義（第1回）

　メディア・コミュニケーション研究
院は8月29日（火）、8月30日（水）に
高等教育推進機構にて「北海道大学研
究集会2023ポストコロナ時代の言語教
育におけるオンライン授業と翻訳
AI・生成AIへの対応に関する研究」
を開催しました。
　本研究集会の開催は、情報基盤セン
ター萌芽型共同研究『ポストコロナ時
代の言語教育におけるオンライン授業
と機械翻訳への対応に関する研究』の
支援によるもので、コロナ禍のオンラ
イン授業の実践で得られた知見と蓄積
されたノウハウを、対面授業が主流と
なるこれからの言語教育でどのように

活用するか、そして急速に発達する翻
訳AI・生成AIに対して言語教育はど
のように向き合うべきかについて考察
することを趣旨として開催されまし
た。
　8月29日（火）には、ポストコロナ時
代のオンライン授業のあり方をテーマ
として、東海大学の田中彰吾教授によ
る講演、それに引き続き、本学メディ
ア・コミュニケーション研究院の堀
晋也助教、札幌国際大学の杉江聡子准
教授、情報基盤センターの田邉　鉄准
教授によるシンポジウムが行われまし
た。
　8月30日（水）には、翻訳AI・生成

AIへの対応をテーマとして、立教大学
の山田　優教授、京都大学の大木　充
名誉教授、千葉商科大学の酒井志延名
誉教授による講演と3氏によるシンポ
ジウムが行われました。
　本研究集会の内容は、現在の言語教
育におけるタイムリーなテーマである
ことから関心も高く、道内外より参加
者数が2日間で延べ100名を超える盛会
となりました。個別言語や教育機関の
枠を超えて多種多様な分野・領域の関
係者が参加し、活発な意見交換を行う
大変有意義な機会となりました。

（メディア・コミュニケーション研究院）

メディア・コミュニケーション研究院で「北海道大学研究集会2023」を開催

千葉商科大学　酒井名誉教授による講演の模様シンポジウムの模様



北大時報  No.835／令和5年（2023年）10月 29

部局ニュース

　地球環境科学研究院は、令和5年度
公開講座「気象・気候研究の最前線：
観測、理解、未来」を8月28日（月）
～9月25日（月）まで全5回をオンライ
ンにて開講し、15歳から85歳までの
117人が受講しました。
　気象と気候は、日々の暮らしや環境
に大きな影響を与え、ときに災害をも
たらします。その研究は、北海道大学
を含む世界中の研究機関で精力的に進
められています。本講座では、本研究

院に所属する5名の教員が、それぞれ
の専門性を活かして、研究の最前線を
分かりやすく紹介しました。社会的関
心が高く防災に重要な台風（第1回）、
気候変動に重要な役割を果たし降水の
素ともなる大気と海洋の相互作用（第
2、4回）、はるか上空にありながら環
境に大きな影響を与える成層圏（オゾ
ン層）（第3、5回）に焦点をあてまし
た。これらの話題について、全地球的
な把握の基礎となる人工衛星による観

測、観測やシミュレーションをもとに
もたらされる理解、そして、今後の発
展性や将来予測など未来について議論
し、受講者からも非常に好評のうちに
終了となりました。
　全5回の講義のうち3回以上に出席し
た102人の受講者に修了証書が授与さ
れました。

（地球環境科学研究院）

地球環境科学研究院が令和５年度公開講座
「気象・気候研究の最前線：観測、理解、未来」を実施

谷本陽一地球環境科学研究院長の開講挨拶 堀之内武教授担当の講義（第1回）

　メディア・コミュニケーション研究
院は8月29日（火）、8月30日（水）に
高等教育推進機構にて「北海道大学研
究集会2023ポストコロナ時代の言語教
育におけるオンライン授業と翻訳
AI・生成AIへの対応に関する研究」
を開催しました。
　本研究集会の開催は、情報基盤セン
ター萌芽型共同研究『ポストコロナ時
代の言語教育におけるオンライン授業
と機械翻訳への対応に関する研究』の
支援によるもので、コロナ禍のオンラ
イン授業の実践で得られた知見と蓄積
されたノウハウを、対面授業が主流と
なるこれからの言語教育でどのように

活用するか、そして急速に発達する翻
訳AI・生成AIに対して言語教育はど
のように向き合うべきかについて考察
することを趣旨として開催されまし
た。
　8月29日（火）には、ポストコロナ時
代のオンライン授業のあり方をテーマ
として、東海大学の田中彰吾教授によ
る講演、それに引き続き、本学メディ
ア・コミュニケーション研究院の堀
晋也助教、札幌国際大学の杉江聡子准
教授、情報基盤センターの田邉　鉄准
教授によるシンポジウムが行われまし
た。
　8月30日（水）には、翻訳AI・生成

AIへの対応をテーマとして、立教大学
の山田　優教授、京都大学の大木　充
名誉教授、千葉商科大学の酒井志延名
誉教授による講演と3氏によるシンポ
ジウムが行われました。
　本研究集会の内容は、現在の言語教
育におけるタイムリーなテーマである
ことから関心も高く、道内外より参加
者数が2日間で延べ100名を超える盛会
となりました。個別言語や教育機関の
枠を超えて多種多様な分野・領域の関
係者が参加し、活発な意見交換を行う
大変有意義な機会となりました。

（メディア・コミュニケーション研究院）

メディア・コミュニケーション研究院で「北海道大学研究集会2023」を開催

千葉商科大学　酒井名誉教授による講演の模様シンポジウムの模様
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部局ニュース

　国際広報メディア・観光学院では、
9月2日（土）に留学生向け説明会を実
施しました。今年は韓国・ソウルにて
対面とオンラインのハイブリット開催
となり、約14名（対面3名、オンライ
ン約11名）の参加がありました。加え
て、修了生2名も参加しました。
　奥　聡国際広報メディア・観光学院
長の挨拶に続き、例年通り、学院の紹
介、研究生と大学院生としての学修シ
ステム、書類審査応募の注意点、研究
生としての勉強、大学院修了後の進路
など、留学希望者にとって必要な情報

が提供されました。全体説明終了後、
韓国語と中国語に別れてハイブリット
で個別相談と質疑応答の時間が設けら
れました。また、修了生による、自ら
の体験をもとにした留学や学修に関す
るアドバイスも行われました。
　説明会終了後に行った参加者アンケ
ートでは、教員による分かりやすい説
明、ハイブリット開催で参加しやすい
こと、日本語だけではなく、韓国語・
中国語での対応などについて評価をい
ただきました。「北大ならではの特徴
と良さがよく伝わった」「留学の時

期、受験準備など具体的に計画できる
ようになった」などの感想もありまし
た。
　説明会を通じて、参加者の本学留学
への熱意を感じており、今後も対面と
オンラインのそれぞれの強みを生かし
て、台湾や北京など様々な地域で説明
会を開催することを前向きに検討して
います。

（国際広報メディア・観光学院）

国際広報メディア・観光学院　韓国・ソウルにて留学生向け説明会を実施

説明会の様子 個別相談の様子

　シンガポールのテマセク・ポリテク
ニック学生20名と教員2名が、9月27日
（水）に国際広報メディア・観光学院
を訪問しました。 
　「ポリテクニック」とは、産業界と
連携して実務レベルの人材育成のため
に設立された教育機関で、現在シンガ
ポールに5校あります。そのなかでも
テマセクは、シンガポール政府が所有
するテマセク・ホールディングズによ
り設立された教育機関です。今回の訪

問では、テマセク・ポリテクニックの
ビジネススクール内にあるホスピタリ
ティ・観光マネジメントコースの学生
と教員が本学院を訪問しました。当日
は、奥　聡国際広報メディア・観光学
院長による学院説明、本学院教員によ
る講義をはじめ、本学と工学院院生に
加え、法学部、農学部の学部生をあわ
せた北大学生と先方学生との交流がシ
ンガポールの伝統ゲームなどを通して
行われました。

　本交流は、北海道庁ASEAN事務所
を通し、高等教育推進機構国際教育研
究部の川端千鶴講師と井上修平客員教
授の協力のもと実施されました。本学
の産学連携をより国際的に進めていく
うえで重要な一歩となることを期待し
ています。

（国際広報メディア・観光学院、
メディア・コミュニケーション研究院）

シンガポール・テマセク・ポリテクニック（Temasek Polytechnic）
が国際広報メディア・観光学院を訪問

集合写真
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部局ニュース

　国際広報メディア・観光学院では、
9月2日（土）に留学生向け説明会を実
施しました。今年は韓国・ソウルにて
対面とオンラインのハイブリット開催
となり、約14名（対面3名、オンライ
ン約11名）の参加がありました。加え
て、修了生2名も参加しました。
　奥　聡国際広報メディア・観光学院
長の挨拶に続き、例年通り、学院の紹
介、研究生と大学院生としての学修シ
ステム、書類審査応募の注意点、研究
生としての勉強、大学院修了後の進路
など、留学希望者にとって必要な情報

が提供されました。全体説明終了後、
韓国語と中国語に別れてハイブリット
で個別相談と質疑応答の時間が設けら
れました。また、修了生による、自ら
の体験をもとにした留学や学修に関す
るアドバイスも行われました。
　説明会終了後に行った参加者アンケ
ートでは、教員による分かりやすい説
明、ハイブリット開催で参加しやすい
こと、日本語だけではなく、韓国語・
中国語での対応などについて評価をい
ただきました。「北大ならではの特徴
と良さがよく伝わった」「留学の時

期、受験準備など具体的に計画できる
ようになった」などの感想もありまし
た。
　説明会を通じて、参加者の本学留学
への熱意を感じており、今後も対面と
オンラインのそれぞれの強みを生かし
て、台湾や北京など様々な地域で説明
会を開催することを前向きに検討して
います。

（国際広報メディア・観光学院）

国際広報メディア・観光学院　韓国・ソウルにて留学生向け説明会を実施

説明会の様子 個別相談の様子

　シンガポールのテマセク・ポリテク
ニック学生20名と教員2名が、9月27日
（水）に国際広報メディア・観光学院
を訪問しました。 
　「ポリテクニック」とは、産業界と
連携して実務レベルの人材育成のため
に設立された教育機関で、現在シンガ
ポールに5校あります。そのなかでも
テマセクは、シンガポール政府が所有
するテマセク・ホールディングズによ
り設立された教育機関です。今回の訪

問では、テマセク・ポリテクニックの
ビジネススクール内にあるホスピタリ
ティ・観光マネジメントコースの学生
と教員が本学院を訪問しました。当日
は、奥　聡国際広報メディア・観光学
院長による学院説明、本学院教員によ
る講義をはじめ、本学と工学院院生に
加え、法学部、農学部の学部生をあわ
せた北大学生と先方学生との交流がシ
ンガポールの伝統ゲームなどを通して
行われました。

　本交流は、北海道庁ASEAN事務所
を通し、高等教育推進機構国際教育研
究部の川端千鶴講師と井上修平客員教
授の協力のもと実施されました。本学
の産学連携をより国際的に進めていく
うえで重要な一歩となることを期待し
ています。

（国際広報メディア・観光学院、
メディア・コミュニケーション研究院）

シンガポール・テマセク・ポリテクニック（Temasek Polytechnic）
が国際広報メディア・観光学院を訪問

集合写真
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部局ニュース

　低温科学研究所が所有する「世界で
初めて人工的に雪の結晶の製作に成功
した実験装置（復元）」が、独立行政
法人国立科学博物館が認定する「重要
科学技術史資料（愛称：未来技術遺
産）」に登録され、9月12日（火）に国
立科学博物館にて登録証及び記念盾授
与式が行われ、併せて、9月12日（火）
～9月24日（日）にパネル展示が行わ
れました。
　重要科学技術史資料の登録制度は、
「科学技術の発達史上重要な成果と意
義を持つ科学技術史資料」及び「国民

生活、経済、社会、文化の在り方に顕
著な影響を与えた科学技術史資料」の
保存と次世代への継承を目的としたも
ので、平成20年度より実施されていま
す。
　今回登録されたのは、本研究所の創
立・発展に大きく貢献された中谷宇吉
郎博士が人工雪製作に利用した「二重
ガラス管（復元）」、人工雪の結晶の形
を樹脂で固定した「雪の結晶のレプリ
カ」、戦前研究室に掲示された「北海
道帝国大学常時低温研究室規程施行細
則」、実験に用いられた「ウサギの腹

毛」の4点です。いずれも、世界の雪・
氷工学の原点として重要であると認定
され、登録されました。
　授与式に出席した低温科学研究所長
の渡部直樹教授は、「人工雪の製作装
置は低温科学研究所の原点であり、今
回の登録が、オリジナリティ溢れる研
究の重要性を再認識する機会になる」
と述べました。

（低温科学研究所）

低温科学研究所所有の人工雪製作装置等が令和5年度国立科学博物館
「重要科学技術史資料（未来技術遺産）」として登録

登録証の授与（渡部所長、写真右） パネル展示前集合写真（右から2番目は中谷宇吉郎博士の
ご息女、中谷芙二子氏）

　北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場では、9月9日（土）、
10日（日）に学内教職員を対象とした
「じゃがいも掘り」を令和元年度以来
4年ぶりに開催しました。
　当日は晴天に恵まれ、夏の暑さが少
し残るものの心地よい風が吹く中、抽
選で選ばれた292組の教職員が参加し
ました。
　会場はポプラ並木のすぐそばにある
第一農場で、今年は「男爵薯」「キタ
アカリ」「とうや」の3品種の畑を用
意しました。家族での参加者も多く、
土の中からじゃがいもを掘り起こす

と、あちらこちらで歓声が上がってい
ました。
　子供たちは泥だらけになりながらも
自らの手でじゃがいもを掘り起こして
大きさを競ったり、また会場入口に展
示していた普段農場で使用しているト
ラクターの運転席に乗車して記念撮影
をするなど、家族との楽しいひととき
を過ごしていました。
　来場者からは「子供も参加できるこ
れほど楽しくて多くの学びになる体験
は、なかなかありません」「普段の生
活では気がつかなかった子供の成長を
実感することもできました」「じゃが

いもがホクホクでとても美味しかった
です」など、生産者にとってうれしい
声が聞かれました。
　生物生産研究農場では、体験的な農
場実習のカリキュラムの中で、農産物
の販売を視野に入れたじゃがいもの栽
培をプログラムに取り入れています。
農場ではこうして栽培したじゃがいも
を実際に販売することによって、農場
の教育・研究活動を知っていただき、
学内の方々と交流を進めたいと考えて
います。

（北方生物圏フィールド科学センター）

北方生物圏フィールド科学センターで「じゃがいも掘り」を開催

掘り起こしたじゃがいもじゃがいも掘り会場
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　低温科学研究所が所有する「世界で
初めて人工的に雪の結晶の製作に成功
した実験装置（復元）」が、独立行政
法人国立科学博物館が認定する「重要
科学技術史資料（愛称：未来技術遺
産）」に登録され、9月12日（火）に国
立科学博物館にて登録証及び記念盾授
与式が行われ、併せて、9月12日（火）
～9月24日（日）にパネル展示が行わ
れました。
　重要科学技術史資料の登録制度は、
「科学技術の発達史上重要な成果と意
義を持つ科学技術史資料」及び「国民

生活、経済、社会、文化の在り方に顕
著な影響を与えた科学技術史資料」の
保存と次世代への継承を目的としたも
ので、平成20年度より実施されていま
す。
　今回登録されたのは、本研究所の創
立・発展に大きく貢献された中谷宇吉
郎博士が人工雪製作に利用した「二重
ガラス管（復元）」、人工雪の結晶の形
を樹脂で固定した「雪の結晶のレプリ
カ」、戦前研究室に掲示された「北海
道帝国大学常時低温研究室規程施行細
則」、実験に用いられた「ウサギの腹

毛」の4点です。いずれも、世界の雪・
氷工学の原点として重要であると認定
され、登録されました。
　授与式に出席した低温科学研究所長
の渡部直樹教授は、「人工雪の製作装
置は低温科学研究所の原点であり、今
回の登録が、オリジナリティ溢れる研
究の重要性を再認識する機会になる」
と述べました。

（低温科学研究所）

低温科学研究所所有の人工雪製作装置等が令和5年度国立科学博物館
「重要科学技術史資料（未来技術遺産）」として登録

登録証の授与（渡部所長、写真右） パネル展示前集合写真（右から2番目は中谷宇吉郎博士の
ご息女、中谷芙二子氏）

　北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場では、9月9日（土）、
10日（日）に学内教職員を対象とした
「じゃがいも掘り」を令和元年度以来
4年ぶりに開催しました。
　当日は晴天に恵まれ、夏の暑さが少
し残るものの心地よい風が吹く中、抽
選で選ばれた292組の教職員が参加し
ました。
　会場はポプラ並木のすぐそばにある
第一農場で、今年は「男爵薯」「キタ
アカリ」「とうや」の3品種の畑を用
意しました。家族での参加者も多く、
土の中からじゃがいもを掘り起こす

と、あちらこちらで歓声が上がってい
ました。
　子供たちは泥だらけになりながらも
自らの手でじゃがいもを掘り起こして
大きさを競ったり、また会場入口に展
示していた普段農場で使用しているト
ラクターの運転席に乗車して記念撮影
をするなど、家族との楽しいひととき
を過ごしていました。
　来場者からは「子供も参加できるこ
れほど楽しくて多くの学びになる体験
は、なかなかありません」「普段の生
活では気がつかなかった子供の成長を
実感することもできました」「じゃが

いもがホクホクでとても美味しかった
です」など、生産者にとってうれしい
声が聞かれました。
　生物生産研究農場では、体験的な農
場実習のカリキュラムの中で、農産物
の販売を視野に入れたじゃがいもの栽
培をプログラムに取り入れています。
農場ではこうして栽培したじゃがいも
を実際に販売することによって、農場
の教育・研究活動を知っていただき、
学内の方々と交流を進めたいと考えて
います。

（北方生物圏フィールド科学センター）

北方生物圏フィールド科学センターで「じゃがいも掘り」を開催

掘り起こしたじゃがいもじゃがいも掘り会場
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　観光学高等研究センターと株式会社
ゴールドウインは、9月29日（金）に
連携協定を締結しました。締結式に
は、同センターから山村高淑センター
長、木村　宏教授、国際広報メディ
ア・観光学院から奥　聡学院長、株式
会社ゴールドウインから渡辺貴生代表
取締役社長など関係者約20名が参加し
ました。
　本連携協定は、「価値共創」、「地
域協働」、「国際貢献」を理念とし、
観光による地域創生、観光産業の転
換、ライフスタイル・イノベーショ
ン、観光分野の国際協力といったテー
マに挑戦する同センターと、「スポー
ツを通じて豊かで健やかな暮らしを実
現する」をミッションに、革新的な製
品開発でサステナブルな取り組みや地
球環境の改善を目指し、感動を創造し
持続可能な社会を推進、子どもたちの

可能性を引き出し美しい未来を形作る
ための閃きと機会を提供している株式
会社ゴールドウインが、相互に協力体
制をとることにより、学術研究・地域
振興・教育などの多岐にわたる相互協
力体制を構築し、地域を牽引する観光
地創造、ライフスタイルの転換を提
言、スポーツやアウトドアアクティビ
ティーを通じた観光実践を目指すもの
です。
　本連携協定では、スポーツやアウト
ドア分野におけるツーリズム研究を協
働して深化させることでスポーツとツ
ーリズムの融合を誘発し、ライフスタ
イルの多様性を見出し健康サービス産
業発展に貢献することを目指した共同
研究の実施と、国際広報メディア・観
光学院が開講する演習科目や「DMO
運営実践講習」をはじめとする履修証
明プログラム（デスティネーション・

マネージャー育成プログラム）で実施
される実務家、アスリート等による講
義、フィールドワークヘの協力体制を
整え相互協力のもと人材育成のための
教育プログラムを展開していきます。
　この協定締結により、スポーツを通
じた新たな価値の創造を実践してきた
株式会社ゴールドウインの活動を本セ
ンターが実践してきたツーリズム研究
に融合させることで、新たなライフス
タイル・イノベーションを創出できる
ことが期待されます。
　その事業拠点として、本センターに
GW×CATS・ライフスタイルツーリズ
ム・ラボ（GCLL）を設置し、実践的
な連携関係を推進していく予定です。

（観光学高等研究センター）

観光学高等研究センターと株式会社ゴールドウインが連携協定を締結

調印の様子木村教授による協定概要説明

左から木村教授、渡辺代表取締役社長、山村センター長、
奥国際広報メディア・観光学院長

　環境健康科学研究教育センターは、
9月13日（水）に令和5年度前期「社会
と健康」ディプロマ授与を行いまし
た。今回は2名（医学院博士課程2年：
若狭はな氏、保健科学院博士後期課程
3年：菊地眞海氏）のプログラム修了
生に対して、環境健康科学研究教育セ
ンターの山内太郎センター長からディ
プロマが授与されました。
　本プログラムは、本学大学院のすべ
ての専攻／学院／研究科に在籍する大
学院生に開かれたプログラムです。本
プログラムでは、大学院共通授業「社
会と健康」から5領域20単位以上（う
ち、必修科目11単位以上）を体系的に
学ぶカリキュラムを編成しています。
また、大学院共通授業「社会と健康」

科目に加えて、これまでに各学院・研
究科が提供する82科目が、ディプロマ
プログラムへの振替科目として認めら
れています（令和5年9月13日現在／過
年度の科目を含む）。「社会と健康」
領域において、環境要因と健康・予防
に関する知識、研究技法を学ぶ意欲が
ある大学院生に対して、豊かな人間
性、高い倫理観及び国際的視野を備
え、研究課題に必要なPublic Healthに
関わる知識を得るため科目選択の指針
を与えています。本プログラムの指針
に沿って科目履修し、所定の単位取得
が認められた学生に対して、「社会と
健康」に関する知識と実践教育を受け
たことを証明するディプロマを授与し
ます。

　「社会と健康」ディプロマは、平成
27年3月に第1回目の授与を行い、今回
は第10回目の授与となり、累計18名の
方がプログラムを修了しました。これ
までに、医学院、教育学院、保健科学
院、文学研究科、農学院、獣医学院、
工学院所属の学生が参加しており、研
究分野の垣根を越えた文理融合型の人
材育成となっています。留学生の参加
も増え、今後ますます多様な人材の輩
出が期待されます。
　令和5年度後期の「社会と健康」
ディプロマプログラム登録申請は、本
年12月末まで受け付けており、来年3
月に後期授与を予定しています。

（環境健康科学研究教育センター）

環境健康科学研究教育センターが令和５年度前期「社会と健康」
修了生にディプロマ授与

山内センター長よりディプロマを授与される若狭氏 山内センター長よりディプロマを授与される菊地氏

授与式後の記念撮影
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　観光学高等研究センターと株式会社
ゴールドウインは、9月29日（金）に
連携協定を締結しました。締結式に
は、同センターから山村高淑センター
長、木村　宏教授、国際広報メディ
ア・観光学院から奥　聡学院長、株式
会社ゴールドウインから渡辺貴生代表
取締役社長など関係者約20名が参加し
ました。
　本連携協定は、「価値共創」、「地
域協働」、「国際貢献」を理念とし、
観光による地域創生、観光産業の転
換、ライフスタイル・イノベーショ
ン、観光分野の国際協力といったテー
マに挑戦する同センターと、「スポー
ツを通じて豊かで健やかな暮らしを実
現する」をミッションに、革新的な製
品開発でサステナブルな取り組みや地
球環境の改善を目指し、感動を創造し
持続可能な社会を推進、子どもたちの

可能性を引き出し美しい未来を形作る
ための閃きと機会を提供している株式
会社ゴールドウインが、相互に協力体
制をとることにより、学術研究・地域
振興・教育などの多岐にわたる相互協
力体制を構築し、地域を牽引する観光
地創造、ライフスタイルの転換を提
言、スポーツやアウトドアアクティビ
ティーを通じた観光実践を目指すもの
です。
　本連携協定では、スポーツやアウト
ドア分野におけるツーリズム研究を協
働して深化させることでスポーツとツ
ーリズムの融合を誘発し、ライフスタ
イルの多様性を見出し健康サービス産
業発展に貢献することを目指した共同
研究の実施と、国際広報メディア・観
光学院が開講する演習科目や「DMO
運営実践講習」をはじめとする履修証
明プログラム（デスティネーション・

マネージャー育成プログラム）で実施
される実務家、アスリート等による講
義、フィールドワークヘの協力体制を
整え相互協力のもと人材育成のための
教育プログラムを展開していきます。
　この協定締結により、スポーツを通
じた新たな価値の創造を実践してきた
株式会社ゴールドウインの活動を本セ
ンターが実践してきたツーリズム研究
に融合させることで、新たなライフス
タイル・イノベーションを創出できる
ことが期待されます。
　その事業拠点として、本センターに
GW×CATS・ライフスタイルツーリズ
ム・ラボ（GCLL）を設置し、実践的
な連携関係を推進していく予定です。

（観光学高等研究センター）

観光学高等研究センターと株式会社ゴールドウインが連携協定を締結

調印の様子木村教授による協定概要説明

左から木村教授、渡辺代表取締役社長、山村センター長、
奥国際広報メディア・観光学院長

　環境健康科学研究教育センターは、
9月13日（水）に令和5年度前期「社会
と健康」ディプロマ授与を行いまし
た。今回は2名（医学院博士課程2年：
若狭はな氏、保健科学院博士後期課程
3年：菊地眞海氏）のプログラム修了
生に対して、環境健康科学研究教育セ
ンターの山内太郎センター長からディ
プロマが授与されました。
　本プログラムは、本学大学院のすべ
ての専攻／学院／研究科に在籍する大
学院生に開かれたプログラムです。本
プログラムでは、大学院共通授業「社
会と健康」から5領域20単位以上（う
ち、必修科目11単位以上）を体系的に
学ぶカリキュラムを編成しています。
また、大学院共通授業「社会と健康」

科目に加えて、これまでに各学院・研
究科が提供する82科目が、ディプロマ
プログラムへの振替科目として認めら
れています（令和5年9月13日現在／過
年度の科目を含む）。「社会と健康」
領域において、環境要因と健康・予防
に関する知識、研究技法を学ぶ意欲が
ある大学院生に対して、豊かな人間
性、高い倫理観及び国際的視野を備
え、研究課題に必要なPublic Healthに
関わる知識を得るため科目選択の指針
を与えています。本プログラムの指針
に沿って科目履修し、所定の単位取得
が認められた学生に対して、「社会と
健康」に関する知識と実践教育を受け
たことを証明するディプロマを授与し
ます。

　「社会と健康」ディプロマは、平成
27年3月に第1回目の授与を行い、今回
は第10回目の授与となり、累計18名の
方がプログラムを修了しました。これ
までに、医学院、教育学院、保健科学
院、文学研究科、農学院、獣医学院、
工学院所属の学生が参加しており、研
究分野の垣根を越えた文理融合型の人
材育成となっています。留学生の参加
も増え、今後ますます多様な人材の輩
出が期待されます。
　令和5年度後期の「社会と健康」
ディプロマプログラム登録申請は、本
年12月末まで受け付けており、来年3
月に後期授与を予定しています。

（環境健康科学研究教育センター）

環境健康科学研究教育センターが令和５年度前期「社会と健康」
修了生にディプロマ授与

山内センター長よりディプロマを授与される若狭氏 山内センター長よりディプロマを授与される菊地氏

授与式後の記念撮影
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オーバーライドして入力

■博士学位記授与

　本学大学院研究科等の所定の課程を修了した課程博士85人、及び本学に学位論文を提出して、その審査、試験等に合格し
た論文博士3人に対する学位記授与式を、9月25日（月）に、学術交流会館において挙行しました。
　式では寳金清博総長から各研究科等の総代へ学位記が手渡され、最後は北大交響楽団の弦楽四重奏による「都ぞ弥生」の
演奏で締めくくられました。9月の被授与者の氏名と論文題目等は次のとおりです。

（学務部学務企画課）

寳金総長による挨拶 学位記を受ける総代の様子

■お知らせ

　国家公務員共済組合法附則第14条の3第1項に基づく国家公務員共済組合連合会の共同事業の一つとして、昭和56年度から
実施している医療費の通知事業を今年も行うことになりました。
　この通知事業は、組合員に対し医療費の額等を通知することにより、組合員等に健康に対する認識を深めていただき、ひ
いては、短期給付事業の健全な運営に資することを目的として、特定月における支払分について通知するものです。
実施内容は次のとおりです。

1.　通知の対象
　組合員及びその被扶養者に係る令和5年6月診療分の診療報酬明細書（レセプト）による医療費の額等です。
　なお、共済組合の直営医療機関並びに契約医療機関に係る請求分、任意継続組合員、遠隔地被扶養者及び在外組合員に係
る請求分、特定の診療部門に係る請求分は通知の対象から除外されます。

2.　通知の内容
　通知の内容は、受診者名、診療年月、診療日数、入院・通院・歯科・薬局の別、医療費の額及び病院名です。

3.　通知票の組合員への配付
　通知票の組合員への配付は、令和5年11月末頃までに各部局等の共済事務担当係から行われる予定です。

（文部科学省共済組合北海道大学支部）

医療費通知事業の実施

課程博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（法学） S
ㇿ ㈅ ク

OK V
㈶ ㇡ ン ニ ㉃

ANNY
Χンボδアٴび日本におけるຽަࣄ௨ނࣄ法理に関する૯合的研究

主査：教授　ࠜ本　ঘಙ

博士（水࢈科学）

A
㇢ ㈭ ㈗ ㇡ ㈛ テ ィ ㇢ ン

LFABETIAN
H
ハ ㈭ ㇺ ㈧ ㈐

AR+UNO
C
チ ㈩ ン ド ロ

ONDRO
H

ハ ㈉ ィ ト ㈤

ADITOMO

Understanding Global Aquaculture Microbiome Trends Toward Constructing Sustainable 
Local Smart Aquaculture 
（஍Ҭཆ৩の高度化に向けた世քのཆ৩Ϛイクロバイオームへの理解）

主査：教授　Ҫ্　থ

伊
い

木
ㆍ

ѥ
あ

子
こ Ϥウૉ௿減ίンブՃ工食඼の੡଄技術の開発

主査：教授　؛村　ӫؽ

宮
みや

部
ㆹ

好
㇈し

克
かつ ௿ར用ւ૶ダルスおよびϚπϞの੒分・Ճ工特性の解明に関する研究

主査：教授　ਗ਼水　宗ܟ

ֲ
㈨ウ

䧕
ㇺ㈩ンオン

文

Characterization of pioneer microbiomes associated with A postic h opus j aponic us: Insights into 
host-microbe interactions and sustainable aquaculture
（॓主とඍ生物の相࡞ޓ用と持ଓՄ能なཆ৩に向けͯのಎ࡯）

主査：教授　Ҫ্　থ

博士（ڥ؀科学）

B
バ ㈭ ㉃

ALLOO
N
㈌ ン ダ ニ

andani

Isolation and structure elucidation of novel cyanobacterial secondary metabolites using 
OSMAC approach
（OSMAC法を用いたཟ૶༝དྷ৽ن二次୅ँ࢈物の୯཭と構଄ܾఆ）

主査：教授　ԭ野　ཾ文

A
㇨ ㇤

YE M
ミ ン ト

YINT
M
ミ ㈥ ㈅ ト

YAT S
ㇿ ㇨

OE

Assessment of heavy metal content in rice and soil samples from rainfed paddy fields in 
Yangon Division
 Myanmar
（ミϟンϚー・Ϡンΰン؅۠のఱ水水田͔ら࠾औ͠たถおよび౔৕試ྉ中の重ۚଐؚ有ྔ評価）

主査：教授　野࿊　ਅ一郎

G
ㇱ ロ ン ウ ㇩ ㈭ ド

RONEWOLD
N
㈌ ㇷ ニ ㇨ ㈭

athanial
B
バ ㉃ ㈌ ㉃ ド

ernard

Comparative studies on recovery histories and conservation strategy for G rus j aponensis and 
G rus am eric ana

（タンチϣウおよびアメリΧ・シロρルの回෮史とอ全ઓུに関する比ֱ研究）
主査：教授　౉ᬒ　ఌ二

঻
シ㈩ウ

ᇞ
ㇲン

Enhancing crop monitoring using unmanned aerial vehicle (UAV) images and deep learning
（ドローンը૾とσΟープラーニングを用いた࡞物Ϟニタリングの強化）

主査：准教授　Ram Avtar
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博士学位記授与

■博士学位記授与

　本学大学院研究科等の所定の課程を修了した課程博士85人、及び本学に学位論文を提出して、その審査、試験等に合格し
た論文博士3人に対する学位記授与式を、9月25日（月）に、学術交流会館において挙行しました。
　式では寳金清博総長から各研究科等の総代へ学位記が手渡され、最後は北大交響楽団の弦楽四重奏による「都ぞ弥生」の
演奏で締めくくられました。9月の被授与者の氏名と論文題目等は次のとおりです。

（学務部学務企画課）

寳金総長による挨拶 学位記を受ける総代の様子

■お知らせ

　国家公務員共済組合法附則第14条の3第1項に基づく国家公務員共済組合連合会の共同事業の一つとして、昭和56年度から
実施している医療費の通知事業を今年も行うことになりました。
　この通知事業は、組合員に対し医療費の額等を通知することにより、組合員等に健康に対する認識を深めていただき、ひ
いては、短期給付事業の健全な運営に資することを目的として、特定月における支払分について通知するものです。
実施内容は次のとおりです。

1.　通知の対象
　組合員及びその被扶養者に係る令和5年6月診療分の診療報酬明細書（レセプト）による医療費の額等です。
　なお、共済組合の直営医療機関並びに契約医療機関に係る請求分、任意継続組合員、遠隔地被扶養者及び在外組合員に係
る請求分、特定の診療部門に係る請求分は通知の対象から除外されます。

2.　通知の内容
　通知の内容は、受診者名、診療年月、診療日数、入院・通院・歯科・薬局の別、医療費の額及び病院名です。

3.　通知票の組合員への配付
　通知票の組合員への配付は、令和5年11月末頃までに各部局等の共済事務担当係から行われる予定です。

（文部科学省共済組合北海道大学支部）

医療費通知事業の実施

課程博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（法学） S
ㇿ ㈅ ク

OK V
㈶ ㇡ ン ニ ㉃

ANNY
Χンボδアٴび日本におけるຽަࣄ௨ނࣄ法理に関する૯合的研究

主査：教授　ࠜ本　ঘಙ

博士（水࢈科学）

A
㇢ ㈭ ㈗ ㇡ ㈛ テ ィ ㇢ ン

LFABETIAN
H
ハ ㈭ ㇺ ㈧ ㈐

AR+UNO
C
チ ㈩ ン ド ロ

ONDRO
H

ハ ㈉ ィ ト ㈤

ADITOMO

Understanding Global Aquaculture Microbiome Trends Toward Constructing Sustainable 
Local Smart Aquaculture 
（஍Ҭཆ৩の高度化に向けた世քのཆ৩Ϛイクロバイオームへの理解）

主査：教授　Ҫ্　থ

伊
い

木
ㆍ

ѥ
あ

子
こ Ϥウૉ௿減ίンブՃ工食඼の੡଄技術の開発

主査：教授　؛村　ӫؽ

宮
みや

部
ㆹ

好
㇈し

克
かつ ௿ར用ւ૶ダルスおよびϚπϞの੒分・Ճ工特性の解明に関する研究

主査：教授　ਗ਼水　宗ܟ

ֲ
㈨ウ

䧕
ㇺ㈩ンオン

文

Characterization of pioneer microbiomes associated with A postic h opus j aponic us: Insights into 
host-microbe interactions and sustainable aquaculture
（॓主とඍ生物の相࡞ޓ用と持ଓՄ能なཆ৩に向けͯのಎ࡯）

主査：教授　Ҫ্　থ

博士（ڥ؀科学）

B
バ ㈭ ㉃

ALLOO
N
㈌ ン ダ ニ

andani

Isolation and structure elucidation of novel cyanobacterial secondary metabolites using 
OSMAC approach
（OSMAC法を用いたཟ૶༝དྷ৽ن二次୅ँ࢈物の୯཭と構଄ܾఆ）

主査：教授　ԭ野　ཾ文

A
㇨ ㇤

YE M
ミ ン ト

YINT
M
ミ ㈥ ㈅ ト

YAT S
ㇿ ㇨

OE

Assessment of heavy metal content in rice and soil samples from rainfed paddy fields in 
Yangon Division
 Myanmar
（ミϟンϚー・Ϡンΰン؅۠のఱ水水田͔ら࠾औ͠たถおよび౔৕試ྉ中の重ۚଐؚ有ྔ評価）

主査：教授　野࿊　ਅ一郎

G
ㇱ ロ ン ウ ㇩ ㈭ ド

RONEWOLD
N
㈌ ㇷ ニ ㇨ ㈭

athanial
B
バ ㉃ ㈌ ㉃ ド

ernard

Comparative studies on recovery histories and conservation strategy for G rus j aponensis and 
G rus am eric ana

（タンチϣウおよびアメリΧ・シロρルの回෮史とอ全ઓུに関する比ֱ研究）
主査：教授　౉ᬒ　ఌ二

঻
シ㈩ウ

ᇞ
ㇲン

Enhancing crop monitoring using unmanned aerial vehicle (UAV) images and deep learning
（ドローンը૾とσΟープラーニングを用いた࡞物Ϟニタリングの強化）

主査：准教授　Ram Avtar
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博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（生໋科学）

ਿ
すㆍやま

山 Ѯ
あおい

Study on the molecular basis of rabies virus P-protein targeting inhibition of the human +AK-
STAT pathway
（構の解明ػ路を阻害する分子ܦ病ウイルスP蛋白࣭がώト+AK-STATݘڰ）

主査：教授　ඌ੉　೶೭

M
㈤ ン ㈁ ㈭ バ ン

ONTALBAN
B
ビ㈥リ㇢ン

ryan M
ム リ ㇺ ㈩

urillo

Anionic Glycan Diversity in Waterfowl Egg Whites through Glycoblotting-based 
Sulphoglycomics Approach
（グライίブロッテΟング連ಈ型スルフΥグライίミクス法による水ௗཛ白中のアニオン性౶
（多༷性に関する研究࠯

主査：教授　比能　洋

博士（ༀ科学） ԫ
㈝㈱㉃ン

ཽ
ロ ㉃ ン ㈁ オ

タオ

Enantioselective CrH Functionalization using Chiral Carboxylic Acid and d6 Transition Metal 
Complexes
（キラルΧルボンࢎとd6型ભҠۚଐࡨ体を用いたエφンチオબ୒的CrH׭能基化）

主査：准教授　吉野　ୡ඙

博士（ιフトϚター科学）

;
ㇺ ㇧ ン

HENG 9
シ ㈥ オ

iao

Clarification for Molecular Structure-Physical Property Correlation of Alkyl-К Functional 
Molecular Liquids
（アルキル-Кػ能性分子ӷ体の分子構଄-物性相関の解明）

主査：٬һ教授　中੢　ঘࢤ

૙
ㇿン

子
ㇼ ハ オ

߽

Application of Benchtop NMR for Metabolomics Study Using Feces of Mice with DSS-
Induced Colitis
（୎্NMRを用いたDSS誘発େ腸炎ϞσルϚウスのメタボロミクス研究）

主査：教授　相୔　ஐ康

Ԧ
㈱ン

一
㇤

Antimicrobial Properties and Mode of Action of Cryptdin-�
 a Mouse Ћ-Defensin Regulated 
by Peptide Redox Structures and Bacterial Cultivation Conditions
（Ϛウス༝དྷЋσΟフェンシンCryptdin-�のࢎ化ؐ元型構଄と好ؾݏؾഓཆにより੍ޚされる
抗ە活性とメΧニζム）

主査：教授　相୔　ஐ康

博士（؍光学） ੨
あお

木
き

洋
㇈うこう

高
フードπーリζムにおける物ܦޠ験に関する研究ʕダイアローグにண໨͠たφラテΟϰ・アプ
ローチによる࡯ߟʕ

主査：教授　੢川　克೭

博士（޿ࡍࠃใメσΟア）

高
ㇵウ

Յ
カ ㇯

ّ

Understanding How Media Exposure Influences Old Adults Travelers`Perceived Risk and 
Travel Intention During the COVID-19 Pandemic
（COVID-19パンσミック࣌のメσΟアใ道が高ྸऀཱྀऀߦのリスクೝ஌とཱྀߦҙਤに与える
影響にͭいͯの࡯ߟ）

主査：准教授　ு　δュώϣク

塩
しおうめ

ക ߂
ㆲろ㇆き

೭

Effects of Interdependence Frame and Affective Entertainment Experience in the Context of 
Parasports on Attitudes toward People with Disabilities
（パラスポーπにおける共生フレームとエンターテインメントの感৘ܦ験がো害ऀに対する態
度にٴ΅す効果）

主査：准教授　ு　δュώϣク

෍
ぬㆮかわ

川 խ
まさ

子
こ 一人শ研究͔ら࡯ߟするNFTࢢ৔における৽たなܳ術的価஋

主査：准教授　藤野　ཅ平

博士（工学）

9
ㇽ ㈆

UE G
ㇵ ウ カ ク

aoge
Initiation and propagation processes of internal fatigue cracks in beta titanium alloys
（ϕータチタン合ۚにおける内部ർ࿑き྾の発生・ਐలաఔ）

主査：特೚教授　中村　޹

L
ロ

U B
㈝ ウ

ang

Elucidation of Structure-Activity Relationship in Heterogeneous Catalysis by  in situ/operando

Surface Science Techniques
（in situ/operandoද໘科学ख法による不ۉ一৮ഔ構଄活性相関の解明）

主査：教授　ே૔　ਗ਼高

W
ウ ㉃

U ;
ㇺ ㈧ ㈨ ㇢ ン

huyuan
Formation of Cyclic Steps by Water on Ice Surface
（ණද໘্に流れる水によるサイクリックステップのܗ੒）

主査：教授　ઘ　య洋

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ڥ؀科学）

൧
いいㆥか

௩ 睦
むつみ

Changes in the ice sheet of the Wilkes subglacial basin and the high-latitude Southern Ocean 
during the Last Interglacial
（ऴ間ණ期におけるウΟルクスւຍのණ床とೆେ洋高Ң度の変ಈに関する研究࠷）

主査：准教授　関　࠻ 

௩
つか

田
だ

େ
たい

Տ
が

A study to estimate wind distribution in the inner-core region of tropical cyclones using 
geostationary meteorological satellites
（੩ؾࢭ৅Ӵ੕を用いた୆෩内部ίアྖҬの෩଎分෍のਪఆに関する研究）

主査：教授　ງ೭内　෢

博士（理学）

小
お

山
やま

元
㇂と

ر
き

Topology of Complements of Real Space Line Arrangements and Linearly Embedded Graphs
（実直ઢ഑置ٴびグラフઢܗຒΊࠐΈのิ空間に関するトポロδー）

主査：教授　ळ田　ར೭

༞
すけかわ

川 ཌྷ
つばさ

On stability of spatial patterns for mass-conserved reaction-diffusion systems
（อଘྔを΋ͭ൓Ԡ֦ܥࢄにおける҆ఆな空間パターンにͭいͯ）

主査：特೚教授　ӫ　伸一郎

松
まつおか

Ԭ ྄
㇊㇇う

Origin of Phobos and Deimos: Gas-drag capture of temporary captured bodies
（PhobosとDeimosのݯى：一࣌ั֫ఱ体のΨス఍抗によるั֫）

主査：教授　૔本　ܓ

村
むらㆯし

橋 究
ㆎ ㇊ き

理基
高解૾度Ր੕େؾLES͔らಘられた流れ৔と஍ද໘Ԡ⼒分෍

主査：教授　石౉　正थ

प
チ㈩ウ

⅘
シ㈧㇢ンニ㈧

Ӊ

Anatomy
 Systematics and Paleopathology of Pterosaurs: insights based on new specimens 
from China
（ཌྷཽྨの解๤学・ܥ౷分ྨ学・ݹ病理学：中࢈ࠃ৽標本に基ͮ͘ಎ࡯）

主査：教授　小ྛ　շ次

中
ㆪか㇂と

元 ܒ
けいすけ

ี

Fault Slip Behaviors in Plate Subduction ;ones inferred from the Nano-scale Pore Structure 
of Fault Rocks
（அ૚ؠのφノスέール間ܺ構଄͔らΈるプレート௜ΈࠐΈଳのஅ૚す΂りڍಈ）

主査：准教授　ُ田　純

博士（೶学）

஑
いけがみ

্ େ
だい

஍
ち ๺ւ道の೶村஍Ҭにおける஍Ҭ活ಈのܧଓཁҼ

主査：教授　Ҫ্　ژ

中
ㆪかむら

村 ྄
㇊㇇うた

ଠ
ωパールにおける೶村Ոܭの੬ऑ性とӫཆ不ྑに関するࡁܦྔܭ学的研究

主査：教授　ۙ藤　޼

B
バ リ ン ㈟ ニ ㈥

alimponya
E
㇨リ㇢ス

lias G
ㇺ ㈩ ㉃ ㇺ

eorge

Development of genetic management methods for rice varieties and prediction of spontaneous 
mutation frequencies using next-generation sequencing technology
（次世୅シークエンシング技術を用いたイω඼種のҨ఻的؅理法の開発とࣗવಥવ変異の発生
ස度の予ଌ）

主査：教授　وౡ　༞࣏

Y
㈨ ㇢ ン

uan Y
㈪ ン ㈚ ン

ongheng
Route exploration of valorization of buckwheat waste based on subcritical liquid treatment
（ѥ臨քӷ体ॲ理によるιバഇࡐの෇Ճ価஋化ํ法に関する検討）

主査：准教授　ਗ਼水　直人

L
リ

I F
㈗ ㇡ ㇮ ン ウ ㇧ ㇤

aqinwei

Effect of digestate application replacement to chemical fertilizer on the growth
 quality and 
salt stress resistance of vegetables
（ফ化ӷの化学ංྉの୅ସが野ࡊの੒長ɺ඼࣭および塩ストレス耐性にٴ΅す影響に関する研究）

主査：准教授　ਗ਼水　直人

9
ㇺ ㈩

u M
ム リ ン

englin

Validation of landscape planning framework based on an assessment of ecological resistance 
and ecological risk
（生態学的఍抗⼒と生態学的リスクの評価に基ͮ͘ܭ؍ܠըख法の検証）

主査：准教授　Ѫߕ　఩໵

山
やま

田
だ

ଠ
たいㆸい

平

Elucidating the distribution of potential spawning habitat and determinants of productivity 
for anadromous salmonids
（૎Տ性サέ科ྨڕの࢈ཛద஍ਪఆおよび࠶生࢈効཰نఆཁҼの解明）

主査：教授　中村　ଠ士
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博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（生໋科学）

ਿ
すㆍやま

山 Ѯ
あおい

Study on the molecular basis of rabies virus P-protein targeting inhibition of the human +AK-
STAT pathway
（構の解明ػ路を阻害する分子ܦ病ウイルスP蛋白࣭がώト+AK-STATݘڰ）

主査：教授　ඌ੉　೶೭

M
㈤ ン ㈁ ㈭ バ ン

ONTALBAN
B
ビ㈥リ㇢ン

ryan M
ム リ ㇺ ㈩

urillo

Anionic Glycan Diversity in Waterfowl Egg Whites through Glycoblotting-based 
Sulphoglycomics Approach
（グライίブロッテΟング連ಈ型スルフΥグライίミクス法による水ௗཛ白中のアニオン性౶
（多༷性に関する研究࠯

主査：教授　比能　洋

博士（ༀ科学） ԫ
㈝㈱㉃ン

ཽ
ロ ㉃ ン ㈁ オ

タオ

Enantioselective CrH Functionalization using Chiral Carboxylic Acid and d6 Transition Metal 
Complexes
（キラルΧルボンࢎとd6型ભҠۚଐࡨ体を用いたエφンチオબ୒的CrH׭能基化）

主査：准教授　吉野　ୡ඙

博士（ιフトϚター科学）

;
ㇺ ㇧ ン

HENG 9
シ ㈥ オ

iao

Clarification for Molecular Structure-Physical Property Correlation of Alkyl-К Functional 
Molecular Liquids
（アルキル-Кػ能性分子ӷ体の分子構଄-物性相関の解明）

主査：٬һ教授　中੢　ঘࢤ

૙
ㇿン

子
ㇼ ハ オ

߽

Application of Benchtop NMR for Metabolomics Study Using Feces of Mice with DSS-
Induced Colitis
（୎্NMRを用いたDSS誘発େ腸炎ϞσルϚウスのメタボロミクス研究）

主査：教授　相୔　ஐ康

Ԧ
㈱ン

一
㇤

Antimicrobial Properties and Mode of Action of Cryptdin-�
 a Mouse Ћ-Defensin Regulated 
by Peptide Redox Structures and Bacterial Cultivation Conditions
（Ϛウス༝དྷЋσΟフェンシンCryptdin-�のࢎ化ؐ元型構଄と好ؾݏؾഓཆにより੍ޚされる
抗ە活性とメΧニζム）

主査：教授　相୔　ஐ康

博士（؍光学） ੨
あお

木
き

洋
㇈うこう

高
フードπーリζムにおける物ܦޠ験に関する研究ʕダイアローグにண໨͠たφラテΟϰ・アプ
ローチによる࡯ߟʕ

主査：教授　੢川　克೭

博士（޿ࡍࠃใメσΟア）

高
ㇵウ

Յ
カ ㇯

ّ

Understanding How Media Exposure Influences Old Adults Travelers`Perceived Risk and 
Travel Intention During the COVID-19 Pandemic
（COVID-19パンσミック࣌のメσΟアใ道が高ྸऀཱྀऀߦのリスクೝ஌とཱྀߦҙਤに与える
影響にͭいͯの࡯ߟ）

主査：准教授　ு　δュώϣク

塩
しおうめ

ക ߂
ㆲろ㇆き

೭

Effects of Interdependence Frame and Affective Entertainment Experience in the Context of 
Parasports on Attitudes toward People with Disabilities
（パラスポーπにおける共生フレームとエンターテインメントの感৘ܦ験がো害ऀに対する態
度にٴ΅す効果）

主査：准教授　ு　δュώϣク

෍
ぬㆮかわ

川 խ
まさ

子
こ 一人শ研究͔ら࡯ߟするNFTࢢ৔における৽たなܳ術的価஋

主査：准教授　藤野　ཅ平

博士（工学）

9
ㇽ ㈆

UE G
ㇵ ウ カ ク

aoge
Initiation and propagation processes of internal fatigue cracks in beta titanium alloys
（ϕータチタン合ۚにおける内部ർ࿑き྾の発生・ਐలաఔ）

主査：特೚教授　中村　޹

L
ロ

U B
㈝ ウ

ang

Elucidation of Structure-Activity Relationship in Heterogeneous Catalysis by  in situ/operando

Surface Science Techniques
（in situ/operandoද໘科学ख法による不ۉ一৮ഔ構଄活性相関の解明）

主査：教授　ே૔　ਗ਼高

W
ウ ㉃

U ;
ㇺ ㈧ ㈨ ㇢ ン

huyuan
Formation of Cyclic Steps by Water on Ice Surface
（ණද໘্に流れる水によるサイクリックステップのܗ੒）

主査：教授　ઘ　య洋

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ڥ؀科学）

൧
いいㆥか

௩ 睦
むつみ

Changes in the ice sheet of the Wilkes subglacial basin and the high-latitude Southern Ocean 
during the Last Interglacial
（ऴ間ණ期におけるウΟルクスւຍのණ床とೆେ洋高Ң度の変ಈに関する研究࠷）

主査：准教授　関　࠻ 

௩
つか

田
だ

େ
たい

Տ
が

A study to estimate wind distribution in the inner-core region of tropical cyclones using 
geostationary meteorological satellites
（੩ؾࢭ৅Ӵ੕を用いた୆෩内部ίアྖҬの෩଎分෍のਪఆに関する研究）

主査：教授　ງ೭内　෢

博士（理学）

小
お

山
やま

元
㇂と

ر
き

Topology of Complements of Real Space Line Arrangements and Linearly Embedded Graphs
（実直ઢ഑置ٴびグラフઢܗຒΊࠐΈのิ空間に関するトポロδー）

主査：教授　ळ田　ར೭

༞
すけかわ

川 ཌྷ
つばさ

On stability of spatial patterns for mass-conserved reaction-diffusion systems
（อଘྔを΋ͭ൓Ԡ֦ܥࢄにおける҆ఆな空間パターンにͭいͯ）

主査：特೚教授　ӫ　伸一郎

松
まつおか

Ԭ ྄
㇊㇇う

Origin of Phobos and Deimos: Gas-drag capture of temporary captured bodies
（PhobosとDeimosのݯى：一࣌ั֫ఱ体のΨス఍抗によるั֫）

主査：教授　૔本　ܓ

村
むらㆯし

橋 究
ㆎ ㇊ き

理基
高解૾度Ր੕େؾLES͔らಘられた流れ৔と஍ද໘Ԡ⼒分෍

主査：教授　石౉　正थ

प
チ㈩ウ

⅘
シ㈧㇢ンニ㈧

Ӊ

Anatomy
 Systematics and Paleopathology of Pterosaurs: insights based on new specimens 
from China
（ཌྷཽྨの解๤学・ܥ౷分ྨ学・ݹ病理学：中࢈ࠃ৽標本に基ͮ͘ಎ࡯）

主査：教授　小ྛ　շ次

中
ㆪか㇂と

元 ܒ
けいすけ

ี

Fault Slip Behaviors in Plate Subduction ;ones inferred from the Nano-scale Pore Structure 
of Fault Rocks
（அ૚ؠのφノスέール間ܺ構଄͔らΈるプレート௜ΈࠐΈଳのஅ૚す΂りڍಈ）

主査：准教授　ُ田　純

博士（೶学）

஑
いけがみ

্ େ
だい

஍
ち ๺ւ道の೶村஍Ҭにおける஍Ҭ活ಈのܧଓཁҼ

主査：教授　Ҫ্　ژ

中
ㆪかむら

村 ྄
㇊㇇うた

ଠ
ωパールにおける೶村Ոܭの੬ऑ性とӫཆ不ྑに関するࡁܦྔܭ学的研究

主査：教授　ۙ藤　޼

B
バ リ ン ㈟ ニ ㈥

alimponya
E
㇨リ㇢ス

lias G
ㇺ ㈩ ㉃ ㇺ

eorge

Development of genetic management methods for rice varieties and prediction of spontaneous 
mutation frequencies using next-generation sequencing technology
（次世୅シークエンシング技術を用いたイω඼種のҨ఻的؅理法の開発とࣗવಥવ変異の発生
ස度の予ଌ）

主査：教授　وౡ　༞࣏

Y
㈨ ㇢ ン

uan Y
㈪ ン ㈚ ン

ongheng
Route exploration of valorization of buckwheat waste based on subcritical liquid treatment
（ѥ臨քӷ体ॲ理によるιバഇࡐの෇Ճ価஋化ํ法に関する検討）

主査：准教授　ਗ਼水　直人

L
リ

I F
㈗ ㇡ ㇮ ン ウ ㇧ ㇤

aqinwei

Effect of digestate application replacement to chemical fertilizer on the growth
 quality and 
salt stress resistance of vegetables
（ফ化ӷの化学ංྉの୅ସが野ࡊの੒長ɺ඼࣭および塩ストレス耐性にٴ΅す影響に関する研究）

主査：准教授　ਗ਼水　直人

9
ㇺ ㈩

u M
ム リ ン

englin

Validation of landscape planning framework based on an assessment of ecological resistance 
and ecological risk
（生態学的఍抗⼒と生態学的リスクの評価に基ͮ͘ܭ؍ܠըख法の検証）

主査：准教授　Ѫߕ　఩໵

山
やま

田
だ

ଠ
たいㆸい

平

Elucidating the distribution of potential spawning habitat and determinants of productivity 
for anadromous salmonids
（૎Տ性サέ科ྨڕの࢈ཛద஍ਪఆおよび࠶生࢈効཰نఆཁҼの解明）

主査：教授　中村　ଠ士
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

中
ㆪかㆯら

原 ༞
㇆ういち

一

Advanced Control of Reaction Selectivity via High-speed Micromixing Flow Processes: A 
Breakthrough Approach to Protein Functionalization
（Ϛイクロフロー高଎ࠞ合プロセスによる൓Ԡબ୒性੍ޚ：タンパク࣭の高ػ能化に向けた検討）

主査：教授　澤村　正໵

ਂ
ㆵか

୩
や

ॆ
みつㆮ㇊

ޭ
構に関する研究：ポリέタイドおよびテルϖノイドػ化߬ૉによるఱવ物の構଄多༷性૑出ࢎ
生合੒における特異な൓Ԡػ構の解析

主査：教授　Ӭ木　Ѫ一郎

M
㈣ ㇺ リ

E+RI E
㇨ ム ㈌

MNA
Functionalization of Carbon-Carbon Multiple Bonds by High Oxidation State Chemical Species
（高ࢎ化度化学種をར用͠た୸ૉʵ୸ૉ不๞和結合のम০）

主査：教授　Ӭ木　Ѫ一郎

罗
ルオ

୮
ダン

Study of Extracellular Electron Transfer in Bio-corrosive Bacteria for Electrochemical Sensor 
Application
（電ؾ化学センサーԠ用に向けた෗食性細ەの細胞外電子Ҡಈに関する研究）

主査：教授　村越　ܟ

博士（工学）

େ
おおやま

山 Ն
ㆪつ

生
き

Development of Synthetic Methods for Fluorinated Compounds Using Organoboron Compounds
（有ػϗウૉ化合物を用いたؚフッૉ有ػ化合物の合੒）

主査：教授　େؽ　۽

঻
シ㈩ウ

Ѽ
㇨ ン ロ

㧰

A Novel Epimerase Catalyzing Multiple Isomerization of Amino Acid Residues of Ribosomal 
Peptide
（リボιームϖプチドのෳ਺アミノ࢒ࢎ基を異性化する৽نエϐメラーθ）

主査：教授　松本　謙一郎

P
㈗ ㇡ ン

HAN T
テ ィ

HI
H
㈔ ㇨ ン

IEN

Expanding Substrate Scope of Sequence-regulating Polyhydroxyalkanoate Synthase for Block 
Copolymer Synthesis
（഑ྻ੍ޚ型ポリώドロキシアルΧンࢎ合੒߬ૉの基࣭ൣғを֦େ͠ブロック共重合体を合੒
する）

主査：教授　佐藤　හ文

അ
マ

Յ
ㇺ㈥ミン

හ

Development of Highly Efficient Catalysts for Acetylene Semi-hydrogenation Based on 
Multinary Non-Noble Alloys
（アセチレン部分水ૉ化に有効な൰ۚଐ多元ૉ合ۚ৮ഔの開発）

主査：教授　٠஍　ོ࢘

博士（医学）

ֿ
かじㆯら

原　φϏール
抗腫瘍免疫の誘導を໨指͠た࣏療および࠶発予๷研究
（Studies on cancer therapy and recurrence prevention aimed at inducing anti-tumor immunity）

主査：教授　伊藤　ཅ一

ํ
かた

波
ば

ݟ
み

謙
けんいち

一

道֬อの影響に関するแׅؾにおけるリスクཁҼおよびࢭ道内異物による஠ଉが原Ҽの৺ఀؾ
的研究
（A Comprehensive Study on Risk Factors and the Effects of Advanced Airway Management 
in Cardiac Arrest Caused by Asphyxia due to Foreign Body Airway Obstruction）

主査：教授　的৔　光ଠ郎

佐
さ さ き

ʑ木 ਅ
ま ち こ

஌子
重症ᄶଉの病態と臨床ܦաに関する多֯的な研究
（Multifaceted research on the pathophysiology and clinical course of severe asthma）

主査：教授　ೆ須原　康ߦ

佐
さ

藤
とう

理
みち

子
こ

Apoptosis inhibitor of macrophage (AIM)�CD�Lの慢性ด࠹性肺࣬ױにおける໾ׂに関する研究
（Studies on the role of Apoptosis inhibitor of macrophage (AIM)�CD�L in the pathogenesis 
of chronic obstructive pulmonary disease）

主査：教授　小ྛ　߂一

ઍ
㆛んじ㇇う

ৎ ૑
ㆯじめ

Χルシニューリン阻害ༀ͸ドφーT細胞ർฐ཈੍を介ͯ͠免疫׮容導ೖを阻害する
（Calcineurin inhibitors inhibit tolerance induction by suppressing terminal differentiation of 
donor exhausted T cells after allogeneic stem cell transplantation）

主査：教授　ਗ਼野　研一郎

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

େ
おお

԰
や

༞
㇆う

ଠ
た ૯؍ならびに対流スέールにおけるઢঢ়߱水ଳの出ݱ特性に関する研究

主査：教授　山田　๎人

D
ダ ㇤ ㇢ ン

ianne P
パ シ ス

acis
A
㇢ ン チ ㇧ ㈁

ncheta

The relationship of social vulnerability and COVID-19 and its impacts on travel behavior and 
expenditure activities of commuters in Metro Manila
 Philippines
（ࣾձ的੬ऑ性とCOVID-19との関܎性がϚニラ在ॅの௨ऀۈのަ௨ߦಈとফඅ活ಈへ与える
影響）

主査：教授　内田　賢ӻ

N
㈌ ㇡ ㈭

arith S
ㇷ ウ ム

aum

Integrating Machine Learning and Optimization Techniques for Short-Term Management of 
Shared E-Scooters under Demand Uncertainty
ద化技術の౷合によるधཁ不֬実性ԼͰのshared e-scooterの୹期オϖレー࠷ց学शとػ）
シϣン）

主査：准教授　ਿӜ　聡ࢤ

ۙ
こんㆩう

藤 明
あきㆲろ

洋
Ԗೖり積૚ΰムの熱・⼒学的連੒ڍಈをྀ͠ߟた免਒ݐ築物のԠ౴評価に関する研究

主査：教授　٠஍　༏

D
ダ ス

AS
M

マ ハ パ ト ラ

AHAPATRA
G
ㇶ ウ ラ ㈞

aurab

Assessing the Accessibility of Footpaths at the Core of Old Indian Cities: The Universal 
Mobility Perspective
（インドݹ౎におけるา道のアクセシϏリテΟ評価に基ͮ͘Ϣニバーサル・ϞϏリテΟに関す
る研究）

主査：教授　৿　ܼ

A
㇢ マ ㇱ

magu A
㇢ マ ㇱ

magu
C
ク レ ㈣ ン ト

lement

Field Measurement and Numerical Analysis of Long-term Deformation of Rock Slope at 
Higashi-shikagoe Limestone 2aurry
 +apan
（౦ࣛ越߭山におけるؠ൫ࣼ໘の長期変位ܭଌと਺஋解析）

主査：准教授　ۄࣇ　३一

N
㇯ ㈧ ウ

IU 9
㇯ ㈩ ウ ハ ク

iaobo

Evaluation of metakaolin-based geopolymer for the treatment of simulant radionuclides: 
Analysis of surface chemistry and immobilisation behaviour
（໛ٖ์ࣹ性核種ॲ理におけるメタΧオリンܥδオポリϚーの評価: ද໘化学とऔりࠐΈڍಈ
の分析）

主査：准教授　エラクωス　ϤΨラδϟ

S
ㇿ ロ

ORO A
㇢ ㈜ テ

PETE
T
ト ゥ ㇤ ヤ ロ

UIYARO

Potential impacts of mining in Fiji on the surrounding environment: Toward sustainable 
mining management
（フΟδー߭ࠃ山पลڥ؀への影響ポテンシϟル:持ଓՄ能な߭山؅理に向けͯ）

主査：准教授　原田　प࡞

H
ハ オ

AO 9
シ ン チ ゥ ㇢ ン

ingjuan
Exploring factors influencing the formation and stability of crude oil emulsion
（原༉エϚルδϣンのܗ੒および҆ఆ性に影響を与えるཁҼに関する研究）

主査：准教授　エラクωス　ϤΨラδϟ

A
㇢ンㇺ㈧

nju P
㈖ ラ ㈅ カ

ilakka
V
㈶ィ㉃ドゥ

eedu

Functional modification of mussel adhesive proteins for environmental applications
（イΨイ接ணタンパク࣭のػ能վ変とڥ؀分野へのԠ用）

主査：准教授　中ౡ　一ل

博士（૯合化学）

ग
シ㈧

ਸ਼
ス㇤ㇲ㈆

ܼ

Suppressing Dendrites Growth of ;inc Metal Anodes by Modulating Electrode-Electrolyte 
Interfaces for the Development of High-Performance ;inc-ion Batteries
（高性能ѥԖイオン電஑開発のたΊの電ۃ-電解࣭ք໘੍ޚによるѥԖۚଐෛۃの σンドライ
ト੒長の཈੍）

主査：教授　஧Ӭ　ਗ਼࣏

A
㇢ ㈘ ド ㈭

bdul H
ハ リ ム

alim
B
㈘ ㉃ ヤ ン

huiyan

Study on Single Cell Raman Analysis to Enhance Differentiability of Cell Types in Non-
homogeneous Environments
（不ۉ一ڥ؀Լにおける細胞ࣝ別性向্に関する1細胞ラϚン解析研究）

主査：教授　෢次　ప໵

博士（理学） ޖ
ウ㉃

఩
チ㇧ハオ

߽

Development of Photocured Liquid-Crystalline Electrolytes with Ion-Transport Pathways and 
their Application to Electroactive Actuators
（イオン༌ૹパスを有する光ߗ化ӷথ電解࣭の開発と電ؾ活性アクチュエータへのԠ用）

主査：教授　澤村　正໵
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

中
ㆪかㆯら

原 ༞
㇆ういち

一

Advanced Control of Reaction Selectivity via High-speed Micromixing Flow Processes: A 
Breakthrough Approach to Protein Functionalization
（Ϛイクロフロー高଎ࠞ合プロセスによる൓Ԡબ୒性੍ޚ：タンパク࣭の高ػ能化に向けた検討）

主査：教授　澤村　正໵

ਂ
ㆵか

୩
や

ॆ
みつㆮ㇊

ޭ
構に関する研究：ポリέタイドおよびテルϖノイドػ化߬ૉによるఱવ物の構଄多༷性૑出ࢎ
生合੒における特異な൓Ԡػ構の解析

主査：教授　Ӭ木　Ѫ一郎

M
㈣ ㇺ リ

E+RI E
㇨ ム ㈌

MNA
Functionalization of Carbon-Carbon Multiple Bonds by High Oxidation State Chemical Species
（高ࢎ化度化学種をར用͠た୸ૉʵ୸ૉ不๞和結合のम০）

主査：教授　Ӭ木　Ѫ一郎

罗
ルオ

୮
ダン

Study of Extracellular Electron Transfer in Bio-corrosive Bacteria for Electrochemical Sensor 
Application
（電ؾ化学センサーԠ用に向けた෗食性細ەの細胞外電子Ҡಈに関する研究）

主査：教授　村越　ܟ

博士（工学）

େ
おおやま

山 Ն
ㆪつ

生
き

Development of Synthetic Methods for Fluorinated Compounds Using Organoboron Compounds
（有ػϗウૉ化合物を用いたؚフッૉ有ػ化合物の合੒）

主査：教授　େؽ　۽

঻
シ㈩ウ

Ѽ
㇨ ン ロ

㧰

A Novel Epimerase Catalyzing Multiple Isomerization of Amino Acid Residues of Ribosomal 
Peptide
（リボιームϖプチドのෳ਺アミノ࢒ࢎ基を異性化する৽نエϐメラーθ）

主査：教授　松本　謙一郎

P
㈗ ㇡ ン

HAN T
テ ィ

HI
H
㈔ ㇨ ン

IEN

Expanding Substrate Scope of Sequence-regulating Polyhydroxyalkanoate Synthase for Block 
Copolymer Synthesis
（഑ྻ੍ޚ型ポリώドロキシアルΧンࢎ合੒߬ૉの基࣭ൣғを֦େ͠ブロック共重合体を合੒
する）

主査：教授　佐藤　හ文

അ
マ

Յ
ㇺ㈥ミン

හ

Development of Highly Efficient Catalysts for Acetylene Semi-hydrogenation Based on 
Multinary Non-Noble Alloys
（アセチレン部分水ૉ化に有効な൰ۚଐ多元ૉ合ۚ৮ഔの開発）

主査：教授　٠஍　ོ࢘

博士（医学）

ֿ
かじㆯら

原　φϏール
抗腫瘍免疫の誘導を໨指͠た࣏療および࠶発予๷研究
（Studies on cancer therapy and recurrence prevention aimed at inducing anti-tumor immunity）

主査：教授　伊藤　ཅ一

ํ
かた

波
ば

ݟ
み

謙
けんいち

一

道֬อの影響に関するแׅؾにおけるリスクཁҼおよびࢭ道内異物による஠ଉが原Ҽの৺ఀؾ
的研究
（A Comprehensive Study on Risk Factors and the Effects of Advanced Airway Management 
in Cardiac Arrest Caused by Asphyxia due to Foreign Body Airway Obstruction）

主査：教授　的৔　光ଠ郎

佐
さ さ き

ʑ木 ਅ
ま ち こ

஌子
重症ᄶଉの病態と臨床ܦաに関する多֯的な研究
（Multifaceted research on the pathophysiology and clinical course of severe asthma）

主査：教授　ೆ須原　康ߦ

佐
さ

藤
とう

理
みち

子
こ

Apoptosis inhibitor of macrophage (AIM)�CD�Lの慢性ด࠹性肺࣬ױにおける໾ׂに関する研究
（Studies on the role of Apoptosis inhibitor of macrophage (AIM)�CD�L in the pathogenesis 
of chronic obstructive pulmonary disease）

主査：教授　小ྛ　߂一

ઍ
㆛んじ㇇う

ৎ ૑
ㆯじめ

Χルシニューリン阻害ༀ͸ドφーT細胞ർฐ཈੍を介ͯ͠免疫׮容導ೖを阻害する
（Calcineurin inhibitors inhibit tolerance induction by suppressing terminal differentiation of 
donor exhausted T cells after allogeneic stem cell transplantation）

主査：教授　ਗ਼野　研一郎

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

େ
おお

԰
や

༞
㇆う

ଠ
た ૯؍ならびに対流スέールにおけるઢঢ়߱水ଳの出ݱ特性に関する研究

主査：教授　山田　๎人

D
ダ ㇤ ㇢ ン

ianne P
パ シ ス

acis
A
㇢ ン チ ㇧ ㈁

ncheta

The relationship of social vulnerability and COVID-19 and its impacts on travel behavior and 
expenditure activities of commuters in Metro Manila
 Philippines
（ࣾձ的੬ऑ性とCOVID-19との関܎性がϚニラ在ॅの௨ऀۈのަ௨ߦಈとফඅ活ಈへ与える
影響）

主査：教授　内田　賢ӻ

N
㈌ ㇡ ㈭

arith S
ㇷ ウ ム

aum

Integrating Machine Learning and Optimization Techniques for Short-Term Management of 
Shared E-Scooters under Demand Uncertainty
ద化技術の౷合によるधཁ不֬実性ԼͰのshared e-scooterの୹期オϖレー࠷ց学शとػ）
シϣン）

主査：准教授　ਿӜ　聡ࢤ

ۙ
こんㆩう

藤 明
あきㆲろ

洋
Ԗೖり積૚ΰムの熱・⼒学的連੒ڍಈをྀ͠ߟた免਒ݐ築物のԠ౴評価に関する研究

主査：教授　٠஍　༏

D
ダ ス

AS
M

マ ハ パ ト ラ

AHAPATRA
G
ㇶ ウ ラ ㈞

aurab

Assessing the Accessibility of Footpaths at the Core of Old Indian Cities: The Universal 
Mobility Perspective
（インドݹ౎におけるา道のアクセシϏリテΟ評価に基ͮ͘Ϣニバーサル・ϞϏリテΟに関す
る研究）

主査：教授　৿　ܼ

A
㇢ マ ㇱ

magu A
㇢ マ ㇱ

magu
C
ク レ ㈣ ン ト

lement

Field Measurement and Numerical Analysis of Long-term Deformation of Rock Slope at 
Higashi-shikagoe Limestone 2aurry
 +apan
（౦ࣛ越߭山におけるؠ൫ࣼ໘の長期変位ܭଌと਺஋解析）

主査：准教授　ۄࣇ　३一

N
㇯ ㈧ ウ

IU 9
㇯ ㈩ ウ ハ ク

iaobo

Evaluation of metakaolin-based geopolymer for the treatment of simulant radionuclides: 
Analysis of surface chemistry and immobilisation behaviour
（໛ٖ์ࣹ性核種ॲ理におけるメタΧオリンܥδオポリϚーの評価: ද໘化学とऔりࠐΈڍಈ
の分析）

主査：准教授　エラクωス　ϤΨラδϟ

S
ㇿ ロ

ORO A
㇢ ㈜ テ

PETE
T
ト ゥ ㇤ ヤ ロ

UIYARO

Potential impacts of mining in Fiji on the surrounding environment: Toward sustainable 
mining management
（フΟδー߭ࠃ山पลڥ؀への影響ポテンシϟル:持ଓՄ能な߭山؅理に向けͯ）

主査：准教授　原田　प࡞

H
ハ オ

AO 9
シ ン チ ゥ ㇢ ン

ingjuan
Exploring factors influencing the formation and stability of crude oil emulsion
（原༉エϚルδϣンのܗ੒および҆ఆ性に影響を与えるཁҼに関する研究）

主査：准教授　エラクωス　ϤΨラδϟ

A
㇢ンㇺ㈧

nju P
㈖ ラ ㈅ カ

ilakka
V
㈶ィ㉃ドゥ

eedu

Functional modification of mussel adhesive proteins for environmental applications
（イΨイ接ணタンパク࣭のػ能վ変とڥ؀分野へのԠ用）

主査：准教授　中ౡ　一ل

博士（૯合化学）

ग
シ㈧

ਸ਼
ス㇤ㇲ㈆

ܼ

Suppressing Dendrites Growth of ;inc Metal Anodes by Modulating Electrode-Electrolyte 
Interfaces for the Development of High-Performance ;inc-ion Batteries
（高性能ѥԖイオン電஑開発のたΊの電ۃ-電解࣭ք໘੍ޚによるѥԖۚଐෛۃの σンドライ
ト੒長の཈੍）

主査：教授　஧Ӭ　ਗ਼࣏

A
㇢ ㈘ ド ㈭

bdul H
ハ リ ム

alim
B
㈘ ㉃ ヤ ン

huiyan

Study on Single Cell Raman Analysis to Enhance Differentiability of Cell Types in Non-
homogeneous Environments
（不ۉ一ڥ؀Լにおける細胞ࣝ別性向্に関する1細胞ラϚン解析研究）

主査：教授　෢次　ప໵

博士（理学） ޖ
ウ㉃

఩
チ㇧ハオ

߽

Development of Photocured Liquid-Crystalline Electrolytes with Ion-Transport Pathways and 
their Application to Electroactive Actuators
（イオン༌ૹパスを有する光ߗ化ӷথ電解࣭の開発と電ؾ活性アクチュエータへのԠ用）

主査：教授　澤村　正໵
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（文学）

S
ス テ ㈗ ㇡ ニ ㉃

tephanie M
ミ ド リ

idori
K
ㇵ マ シ ン

omasin

The Thought of Kingo Miyabe
 Kanzo Uchimura
 and Inazo Nitobe: Independence
 Tolerance
 
Nature
 Health
 and Views of Women in +apanese Christianity
（宮部ۚޗɺ内村ؑࡾɺ৽౉戸稲଄のࢥ૝：日本のキリスト教におけるಠཱɺ׮容ɺࣗવɺ݈
康ɺঁ性؍）

主査：特೚教授　佐ʑ木　ܒ

川
かわむら

村 ૖
たけし 日本ւߔ・ઍౡւߔपลւߔ型஍਒の௡波ࡂ害リスクとߓ࿷౎ࢢの開発に関する஍理学的研究

主査：教授　橋本　༤一

博士（工学） K
カ ン

an S
シ ㈩ ウ カ

haohua
Physical Computing Systems: Theory
 Implementation and Functionality
（物理ࢉܭシステム: ػ能実ݱへの理論と実ફ）

主査：教授　ઙҪ　఩໵

博士（৘ใ科学）

Ԧ
オウ

҆
㇢ン

A study on deep learning-based automatic defect detection for social infrastructure maintenance
（ࣾձインフラの維持؅理ࢧԉのたΊのਂ૚学शに基ͮࣗ͘ಈ変ঢ়検出に関する研究）

主査：教授　長୩山　美ل

ถ
㇈ㆭやま

山 ୓
たㆎ

Ԡ
お 電子ϗログラフΟを用いた接؟型ཱ体දࣔ૷置および࠶生用光ݯの開発

主査：特೚教授　坂本　༤ࣇ

D
ドゥシ㈥ン

usan
R
ラ ㈉ ィ ㇷ ㈶ リ ㇧ ㈅ チ

ADISAVL+EVIC

A Study on Machine Learning-based Approaches for Personality Identification and Translation
（人֨特性のࣝ別と຋༁のたΊのػց学शアプローチに関する研究）

主査：特೚教授　荒木　݈࣏

ཥ
リ

޿
ㇵウ

A study on data-e⒏cient learning and its medical applications
（σータエフΟシェントラーニングとͦの医療Ԡ用に関する研究）

主査：教授　小川　߂و

ཥ
リ

宗
㈀ン㈪ウ

༵

A Study on Practicality Improvement of Image Recognition Technologies by Mitigation of 
Label Dependence
（ラϕルґଘ؇和によるը૾ೝࣝ技術の実用性向্に関する研究）

主査：教授　長୩山　美ل

຀
まきむら

村 ӳ
ㆲㆧとし

ढ़
ແઢ௨৴ثػ小型化のたΊのアンテφ小型化と実૷技術に関する研究

主査：教授　ޒ十ཛྷ　一

本
ㆻん

間
ま

྄
㇊㇇うㆸい

平
高ਫ਼度道路஍ਤ੔උとฮ૷໘維持؅理のたΊのMMS఺群͔らの道路৘ใϕクトルσータந出

主査：准教授　伊ୡ　宏ত

論文博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ڥ؀科学） 村
むら

田
た

ઍ
ち

Ն
ㆪつ 中空型ۚଐࢎ化物クラスター内部に構築された特異なφノ空間のػ能特性

主査：教授　小੢　克明

博士（生໋科学） 中
ㆪかむら

村 ॣ
し㇅んた

ଠ

The role of Paneth cell Ћ-defensin as a regulator of the intestinal microbiota in nonalcoholic 
steatohepatitis
（非アルίール性ࢷ๱؊炎における腸内細ە૓の੍ޚҼ子Ͱ͋るPaneth細胞Ћ-defensinの໾ׂ）

主査：教授　中村　ެଇ

博士（ༀ科学） ۚ
かㆪ

田
だ

ཾ
㇊㇅うたろう

ଠ郎
৽نEP3���CBPアセチルトランスフェラーθ阻害ༀDS-93��の૑੡研究

主査：教授　ࢢ川　聡

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（医学）

辻
つじ

康
こうすけ

介

非小細胞肺癌における非相同末端結合阻害によるパクリタキセル耐性克服に関する研究
（Studies on overcoming paclitaxel resistance by inhibition of non-homologous end joining in 
non-small cell lung cancer）

主査：教授　松野　吉宏

松
まつ

田
だ

宗
そういちろう

一郎

ボノプラザン隔日投与による逆流性食道炎維持療法の有効性に関する研究　多施設共同医師主
導前向きランダム化クロスオーバー試験
（A Study for Every Second day Administration of Vonoprazan for Maintenance Treatment 
of Erosive GERD: A Multicenter Randomized Cross-over Study）

主査：教授　平野　聡

水
みずがき

柿 明
あ す み

日美
外傷後敗血症病態に関与する好中球フェノタイプの研究
（Neutrophil phenotype implicated in the pathophysiology of post-traumatic sepsis）

主査：准教授　外丸　詩野

佐
さ

藤
とう

理
おさむ

CEAを標的抗原とするキメラ抗原受容体T細胞による膵臓癌への抗腫瘍効果の研究
（Studies on the therapeutic effect of CEA targeting chimeric antigen receptor engineered T 
cells for pancreatic adenocarcinoma）

主査：教授　坂本　直哉

水
みずぬま

沼 謙
けんいち

一

膵頭十二指腸切除術のトレーニングプログラムの開発へ向けた膵空腸吻合の技能評価システム
の構築
（Development of skill evaluation system for pancreaticojejunostomy toward the training 
program for pancreatoduodenectomy）

主査：教授　荒戸　照世

博士（歯学） 今
いま

田
だ

瑠
る い

偉
連結強度の違いが部分床義歯ならびに欠損隣接歯の長期予後に与える影響の検討

主査：教授　横山　敦郎

博士（獣医学）

須
す だ

田(菅
すがわら

原) 芽
め い

伊

Study on the clinical outcome and molecular changes of precursor-targeted immune-mediated 
anemia treated with splenectomy
（Precursor-targeted immune-mediated anemia（PIMA）に対する脾臓摘出術の臨床的有用性
および分子生物学的変化に関する研究）

主査：教授　稲葉　睦

T
テ オ

EOH Y
ヤ ン

ong B
ビ ン

in

The Association of Thyroglobulin Single Nucleotide Polymorphism with Miniature 
Dachshunds-Specific Inflammatory Colorectal Polyps and its Involvement in Interleukin-6 
Amplifier Induced Chronic Inflammation
（ミニチュアダックスフンドに特異的な炎症性結直腸ポリープに関連するサイログロブリンの
一塩基多型とインターロイキン6増幅回路に誘導される慢性炎症への関与）

主査：教授　木村　享史

博士（医理工学） 宮
みや

田
た

賢
けん

人
と

波高積分電荷比を用いた3次元シンチレータ発光位置弁別システムの開発
Development of a data acquisition system for 3-dimensional position detection of scintillation 
using a Peak-to-Charge discrimination method

主査：教授　石川　正純

博士（感染症学）

H
ハ ン ダ ビ レ

ANDABILE
C

チ ム カ

himuka

Exploring the usage of inactivated whole virus particle vaccines for influenza and COVID-19
（インフルエンザおよびCOVID-19不活化ウイルス全粒子ワクチンにより誘導される免疫効果
の検討）

主査：教授　澤　洋文

L
ロ ク パ テ ィ ラ ゲ

OKUPATHIRAGE
S
スィトゥミニ

ithumini
M
マ ド ゥ バ シ ニ

adubashini
W
ウィマラスィリ

imalasiri

Subcellular localization of nucleocapsid protein of severe fever with thrombocytopenia 
syndrome virus (SFTSV) and characterization of quasi-species of SFTSV
（重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）の核蛋白の細胞内局在およびSFTSVの多種
性の解析）

主査：教授　苅和　宏明

博士（人間科学） 舘
たていし

石 和
わ か ば

香葉
集団を越えた協⼒に関する実証的・理論的検討

主査：教授　高橋　伸幸
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（文学）

S
ス テ ㈗ ㇡ ニ ㉃

tephanie M
ミ ド リ

idori
K
ㇵ マ シ ン

omasin

The Thought of Kingo Miyabe
 Kanzo Uchimura
 and Inazo Nitobe: Independence
 Tolerance
 
Nature
 Health
 and Views of Women in +apanese Christianity
（宮部ۚޗɺ内村ؑࡾɺ৽౉戸稲଄のࢥ૝：日本のキリスト教におけるಠཱɺ׮容ɺࣗવɺ݈
康ɺঁ性؍）

主査：特೚教授　佐ʑ木　ܒ

川
かわむら

村 ૖
たけし 日本ւߔ・ઍౡւߔपลւߔ型஍਒の௡波ࡂ害リスクとߓ࿷౎ࢢの開発に関する஍理学的研究

主査：教授　橋本　༤一

博士（工学） K
カ ン

an S
シ ㈩ ウ カ

haohua
Physical Computing Systems: Theory
 Implementation and Functionality
（物理ࢉܭシステム: ػ能実ݱへの理論と実ફ）

主査：教授　ઙҪ　఩໵

博士（৘ใ科学）

Ԧ
オウ

҆
㇢ン

A study on deep learning-based automatic defect detection for social infrastructure maintenance
（ࣾձインフラの維持؅理ࢧԉのたΊのਂ૚学शに基ͮࣗ͘ಈ変ঢ়検出に関する研究）

主査：教授　長୩山　美ل

ถ
㇈ㆭやま

山 ୓
たㆎ

Ԡ
お 電子ϗログラフΟを用いた接؟型ཱ体දࣔ૷置および࠶生用光ݯの開発

主査：特೚教授　坂本　༤ࣇ

D
ドゥシ㈥ン

usan
R
ラ ㈉ ィ ㇷ ㈶ リ ㇧ ㈅ チ

ADISAVL+EVIC

A Study on Machine Learning-based Approaches for Personality Identification and Translation
（人֨特性のࣝ別と຋༁のたΊのػց学शアプローチに関する研究）

主査：特೚教授　荒木　݈࣏

ཥ
リ

޿
ㇵウ

A study on data-e⒏cient learning and its medical applications
（σータエフΟシェントラーニングとͦの医療Ԡ用に関する研究）

主査：教授　小川　߂و

ཥ
リ

宗
㈀ン㈪ウ

༵

A Study on Practicality Improvement of Image Recognition Technologies by Mitigation of 
Label Dependence
（ラϕルґଘ؇和によるը૾ೝࣝ技術の実用性向্に関する研究）

主査：教授　長୩山　美ل

຀
まきむら

村 ӳ
ㆲㆧとし

ढ़
ແઢ௨৴ثػ小型化のたΊのアンテφ小型化と実૷技術に関する研究

主査：教授　ޒ十ཛྷ　一

本
ㆻん

間
ま

྄
㇊㇇うㆸい

平
高ਫ਼度道路஍ਤ੔උとฮ૷໘維持؅理のたΊのMMS఺群͔らの道路৘ใϕクトルσータந出

主査：准教授　伊ୡ　宏ত

論文博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ڥ؀科学） 村
むら

田
た

ઍ
ち

Ն
ㆪつ 中空型ۚଐࢎ化物クラスター内部に構築された特異なφノ空間のػ能特性

主査：教授　小੢　克明

博士（生໋科学） 中
ㆪかむら

村 ॣ
し㇅んた

ଠ

The role of Paneth cell Ћ-defensin as a regulator of the intestinal microbiota in nonalcoholic 
steatohepatitis
（非アルίール性ࢷ๱؊炎における腸内細ە૓の੍ޚҼ子Ͱ͋るPaneth細胞Ћ-defensinの໾ׂ）

主査：教授　中村　ެଇ

博士（ༀ科学） ۚ
かㆪ

田
だ

ཾ
㇊㇅うたろう

ଠ郎
৽نEP3���CBPアセチルトランスフェラーθ阻害ༀDS-93��の૑੡研究

主査：教授　ࢢ川　聡

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（医学）

辻
つじ

康
こうすけ

介

非小細胞肺癌における非相同末端結合阻害によるパクリタキセル耐性克服に関する研究
（Studies on overcoming paclitaxel resistance by inhibition of non-homologous end joining in 
non-small cell lung cancer）

主査：教授　松野　吉宏

松
まつ

田
だ

宗
そういちろう

一郎

ボノプラザン隔日投与による逆流性食道炎維持療法の有効性に関する研究　多施設共同医師主
導前向きランダム化クロスオーバー試験
（A Study for Every Second day Administration of Vonoprazan for Maintenance Treatment 
of Erosive GERD: A Multicenter Randomized Cross-over Study）

主査：教授　平野　聡

水
みずがき

柿 明
あ す み

日美
外傷後敗血症病態に関与する好中球フェノタイプの研究
（Neutrophil phenotype implicated in the pathophysiology of post-traumatic sepsis）

主査：准教授　外丸　詩野

佐
さ

藤
とう

理
おさむ

CEAを標的抗原とするキメラ抗原受容体T細胞による膵臓癌への抗腫瘍効果の研究
（Studies on the therapeutic effect of CEA targeting chimeric antigen receptor engineered T 
cells for pancreatic adenocarcinoma）

主査：教授　坂本　直哉

水
みずぬま

沼 謙
けんいち

一

膵頭十二指腸切除術のトレーニングプログラムの開発へ向けた膵空腸吻合の技能評価システム
の構築
（Development of skill evaluation system for pancreaticojejunostomy toward the training 
program for pancreatoduodenectomy）

主査：教授　荒戸　照世

博士（歯学） 今
いま

田
だ

瑠
る い

偉
連結強度の違いが部分床義歯ならびに欠損隣接歯の長期予後に与える影響の検討

主査：教授　横山　敦郎

博士（獣医学）

須
す だ

田(菅
すがわら

原) 芽
め い

伊

Study on the clinical outcome and molecular changes of precursor-targeted immune-mediated 
anemia treated with splenectomy
（Precursor-targeted immune-mediated anemia（PIMA）に対する脾臓摘出術の臨床的有用性
および分子生物学的変化に関する研究）

主査：教授　稲葉　睦

T
テ オ

EOH Y
ヤ ン

ong B
ビ ン

in

The Association of Thyroglobulin Single Nucleotide Polymorphism with Miniature 
Dachshunds-Specific Inflammatory Colorectal Polyps and its Involvement in Interleukin-6 
Amplifier Induced Chronic Inflammation
（ミニチュアダックスフンドに特異的な炎症性結直腸ポリープに関連するサイログロブリンの
一塩基多型とインターロイキン6増幅回路に誘導される慢性炎症への関与）

主査：教授　木村　享史

博士（医理工学） 宮
みや

田
た

賢
けん

人
と

波高積分電荷比を用いた3次元シンチレータ発光位置弁別システムの開発
Development of a data acquisition system for 3-dimensional position detection of scintillation 
using a Peak-to-Charge discrimination method

主査：教授　石川　正純

博士（感染症学）

H
ハ ン ダ ビ レ

ANDABILE
C

チ ム カ

himuka

Exploring the usage of inactivated whole virus particle vaccines for influenza and COVID-19
（インフルエンザおよびCOVID-19不活化ウイルス全粒子ワクチンにより誘導される免疫効果
の検討）

主査：教授　澤　洋文

L
ロ ク パ テ ィ ラ ゲ

OKUPATHIRAGE
S
スィトゥミニ

ithumini
M
マ ド ゥ バ シ ニ

adubashini
W
ウィマラスィリ

imalasiri

Subcellular localization of nucleocapsid protein of severe fever with thrombocytopenia 
syndrome virus (SFTSV) and characterization of quasi-species of SFTSV
（重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）の核蛋白の細胞内局在およびSFTSVの多種
性の解析）

主査：教授　苅和　宏明

博士（人間科学） 舘
たていし

石 和
わ か ば

香葉
集団を越えた協⼒に関する実証的・理論的検討

主査：教授　高橋　伸幸
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オーバーライドして入力

■研修

令和5年度北海道地区国立大学法人等中堅職員研修

開 催 日：令和5年8月30日（水）～9月1日（金）
開催方式：北海道大学百年記念会館大会議室
研修目的：北海道地区国立大学法人等の中堅職員としての立場と責務を自覚させるとともに、職務に対する知識を深め、企

画力及び問題解決能力の向上を図ることを目的とする。
主催部局：総務企画部人事課

開講式挨拶・特別講話（行松泰弘理事） 講義・実習（特定非営利活動法人手と手）

講義・グループワーク（株式会社フォーブレーン） 先輩講話（長谷川康弘副理事）

■レクリエーション

令和5年度学内教職員フットサル大会の開催

　9月1日（金）～9月14日（木）にかけて学内教職員フットサル大会を第2体育館にて開催しました。各部局から多くのご参
加をいただき、（部局合同チームを含めて）15チームによる熱戦が繰り広げられました。
　決勝戦では、I.M.M.S（ICReDD-Media-Museum-Science）が文系部局合同チームに勝利し、優勝を飾っています。対戦結
果は下記のとおりです。
　また、教職員サッカークラブは入部・見学を随時受け付けています。興味のある方は、お近くの部員、もしくはホームペ
ージの問い合わせ先までご連絡ください。
 ◆北大教職員サッカークラブHP：http://hokudaikyousyokuinsc.web.fc2.com/

（教職員サッカークラブ）

優勝したI.M.M.S（ICReDD-Media-Museum-Science） 準優勝した文系部局合同チーム



北大時報  No.835／令和5年（2023年）10月 45

オーバーライドして入力

■研修

令和5年度北海道地区国立大学法人等中堅職員研修

開 催 日：令和5年8月30日（水）～9月1日（金）
開催方式：北海道大学百年記念会館大会議室
研修目的：北海道地区国立大学法人等の中堅職員としての立場と責務を自覚させるとともに、職務に対する知識を深め、企

画力及び問題解決能力の向上を図ることを目的とする。
主催部局：総務企画部人事課

開講式挨拶・特別講話（行松泰弘理事） 講義・実習（特定非営利活動法人手と手）

講義・グループワーク（株式会社フォーブレーン） 先輩講話（長谷川康弘副理事）

■レクリエーション

令和5年度学内教職員フットサル大会の開催

　9月1日（金）～9月14日（木）にかけて学内教職員フットサル大会を第2体育館にて開催しました。各部局から多くのご参
加をいただき、（部局合同チームを含めて）15チームによる熱戦が繰り広げられました。
　決勝戦では、I.M.M.S（ICReDD-Media-Museum-Science）が文系部局合同チームに勝利し、優勝を飾っています。対戦結
果は下記のとおりです。
　また、教職員サッカークラブは入部・見学を随時受け付けています。興味のある方は、お近くの部員、もしくはホームペ
ージの問い合わせ先までご連絡ください。
 ◆北大教職員サッカークラブHP：http://hokudaikyousyokuinsc.web.fc2.com/

（教職員サッカークラブ）

優勝したI.M.M.S（ICReDD-Media-Museum-Science） 準優勝した文系部局合同チーム
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■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

ブレーメン大学（ドイツ連邦共和国）　Wilhelm Hagen 教授

釜慶大学校（大韓民国）　張 瑛秀 総長

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

5.9.26

5.9.28

5.9.26

5.9.28

来 訪 目 的

Wilhelm Hagen ブレーメン大学教授（左から3人目） 張 瑛秀 釜慶大学校総長（左から３人目）

■人事

令和5年9月15日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（転出）
京都大学教授 岩　下　武　史 情報基盤センター教授

令和5年9月30日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（任期満了）
（辞職）

赤　井　　　恵
木　村　　　宏

大学院情報科学研究院教授
観光学高等研究センター教授

令和5年10月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【役員】
副学長
（期間：令和6年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院地球環境科学研究院長
大学院環境科学院長
（期間：令和7年9月30日まで）
One Healthリサーチセンター長
（期間：令和7年3月31日まで）
半導体拠点形成推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター長
（期間：令和7年9月30日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院地球環境科学研究院副研究院長
（期間：令和7年9月30日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院工学研究院教授
人獣共通感染症国際共同研究所教授
One　Healthリサーチセンター教授
半導体拠点形成推進本部教授

清　水　聖　幸

谷　本　陽　一

堀　内　基　広

山　口　淳　二

松　尾　保　孝

小　西　克　明

牧　　　佐智代
東　藤　　　孝
長　井　宏　平
山　岸　潤　也
池　中　良　徳
清　水　聖　幸

半導体拠点形成推進本部教授
（熊本大学副学長）

大学院地球環境科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

理事

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

大学院地球環境科学研究院教授

（採用）
大学院水産科学研究院准教授
東京大学准教授
人獣共通感染症国際共同研究所准教授
大学院獣医学研究院附属動物病院教授
熊本大学教授（熊本大学を本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
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人事

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

ブレーメン大学（ドイツ連邦共和国）　Wilhelm Hagen 教授

釜慶大学校（大韓民国）　張 瑛秀 総長

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

5.9.26

5.9.28

5.9.26

5.9.28

来 訪 目 的

Wilhelm Hagen ブレーメン大学教授（左から3人目） 張 瑛秀 釜慶大学校総長（左から３人目）

■人事

令和5年9月15日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（転出）
京都大学教授 岩　下　武　史 情報基盤センター教授

令和5年9月30日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（任期満了）
（辞職）

赤　井　　　恵
木　村　　　宏

大学院情報科学研究院教授
観光学高等研究センター教授

令和5年10月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【役員】
副学長
（期間：令和6年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院地球環境科学研究院長
大学院環境科学院長
（期間：令和7年9月30日まで）
One Healthリサーチセンター長
（期間：令和7年3月31日まで）
半導体拠点形成推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター長
（期間：令和7年9月30日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院地球環境科学研究院副研究院長
（期間：令和7年9月30日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院工学研究院教授
人獣共通感染症国際共同研究所教授
One　Healthリサーチセンター教授
半導体拠点形成推進本部教授

清　水　聖　幸

谷　本　陽　一

堀　内　基　広

山　口　淳　二

松　尾　保　孝

小　西　克　明

牧　　　佐智代
東　藤　　　孝
長　井　宏　平
山　岸　潤　也
池　中　良　徳
清　水　聖　幸

半導体拠点形成推進本部教授
（熊本大学副学長）

大学院地球環境科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

理事

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

大学院地球環境科学研究院教授

（採用）
大学院水産科学研究院准教授
東京大学准教授
人獣共通感染症国際共同研究所准教授
大学院獣医学研究院附属動物病院教授
熊本大学教授（熊本大学を本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
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役員等紹介 ※令和5年10月1日に設置した運営組織における就任状況を記載しています。

令和5年10月1日付

半導体拠点形成推進本部長に

　山口淳二氏は、令和5年10月1日付で半導体拠点形成推進
本部長に就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

山口　淳二 氏
ぐち じじゅんやま

ゆききよし みず

略　歴

生  年  月  日　昭和38年10月生
平成 4年 4月　通商産業省工業技術院資源環境技術総合研究所技官
平成 8年10月　通商産業省工業技術院資源環境技術総合研究所主任研究官
平成11年 3月　南カリフォルニア大学派遣（科学技術庁長期在外研究員）
平成12年 4月　通商産業省工業技術院産業技術総合研究所設立

準備本部調査官及び総務部人事課調査官
平成13年 1月　内閣府総合科学技術会議事務局参事官補佐
平成15年 5月　経済産業省産業技術環境局研究開発課研究開発企画調査官
平成17年 8月　資源エネルギー庁新エネルギー対策課総合技術調査官
平成18年 8月　岐阜県庁総合企画部研究開発総括監
平成22年 4月　産業技術総合研究所産学官連携推進部門地域連携室長
平成24年 4月　産業技術総合研究所イノベーション推進本部産学官連携推進部部長
平成27年 4月　産業技術総合研究所中部センター所長代理
平成30年10月　熊本大学副学長及び熊本創成推進機構副機構長・教授
令和 5年10月　北海道大学副学長及び半導体拠点形成推進本部副本部長・教授
　　　　　　　（熊本大学とのクロスアポイントメント）

新任副学長紹介

副学長に

清水　聖幸 氏

　清水聖幸教授は、令和5年10月1日付で副学長に発令され
ました。
　任期は、令和6年3月31日までです。

担　当
半導体関連拠点

令和5年10月1日付
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役員等紹介 ※令和5年10月1日に設置した運営組織における就任状況を記載しています。

令和5年10月1日付

半導体拠点形成推進本部長に

　山口淳二氏は、令和5年10月1日付で半導体拠点形成推進
本部長に就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

山口　淳二 氏
ぐち じじゅんやま

ゆききよし みず

略　歴

生  年  月  日　昭和38年10月生
平成 4年 4月　通商産業省工業技術院資源環境技術総合研究所技官
平成 8年10月　通商産業省工業技術院資源環境技術総合研究所主任研究官
平成11年 3月　南カリフォルニア大学派遣（科学技術庁長期在外研究員）
平成12年 4月　通商産業省工業技術院産業技術総合研究所設立

準備本部調査官及び総務部人事課調査官
平成13年 1月　内閣府総合科学技術会議事務局参事官補佐
平成15年 5月　経済産業省産業技術環境局研究開発課研究開発企画調査官
平成17年 8月　資源エネルギー庁新エネルギー対策課総合技術調査官
平成18年 8月　岐阜県庁総合企画部研究開発総括監
平成22年 4月　産業技術総合研究所産学官連携推進部門地域連携室長
平成24年 4月　産業技術総合研究所イノベーション推進本部産学官連携推進部部長
平成27年 4月　産業技術総合研究所中部センター所長代理
平成30年10月　熊本大学副学長及び熊本創成推進機構副機構長・教授
令和 5年10月　北海道大学副学長及び半導体拠点形成推進本部副本部長・教授
　　　　　　　（熊本大学とのクロスアポイントメント）

新任副学長紹介

副学長に

清水　聖幸 氏

　清水聖幸教授は、令和5年10月1日付で副学長に発令され
ました。
　任期は、令和6年3月31日までです。

担　当
半導体関連拠点

令和5年10月1日付
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新任部局長等紹介

堀内　基広 教授
うち もとひろほり

略　歴
生 年 月 日　昭和39年2月26日
昭和61年 3月　北海道大学獣医学部卒業
昭和63年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科修士課程修了
昭和63年 4月
昭和63年12月　民間（日本ロシュ株式会社）

昭和64年 1月　帯広畜産大学畜産学部助手
平成 6年 6月　博士（獣医学）（北海道大学）
平成 7年 6月　帯広畜産大学原虫病分子免疫研究センター助教授
平成 7年 6月　岐阜大学大学院連合獣医学研究科助教授
平成 9年 7月
平成11年 7月　米国国立衛生研究所ロッキーマウンテン研究所訪問研究員

平成12年 4月　帯広畜産大学原虫病研究センター助教授
平成15年 8月　北海道大学大学院獣医学研究科教授
平成25年 4月
平成26年 3月　北海道大学役員補佐

平成26年 4月
平成27年 3月　北海道大学総長補佐

平成26年 7月
令和 2年 3月　北海道大学国際連携研究教育局教授

平成27年 4月
平成28年 3月　北海道大学高等教育推進機構教授

平成29年 4月
令和 3年 3月　北海道大学大学院獣医学研究院長・獣医学部長

令和 3年 4月～北海道大学大学院国際感染症学院長
令和 5年10月～One Healthリサーチセンター長

One Healthリサーチセンター長に

　令和5年10月1日でOne Healthリサー
チセンター長に堀内基広教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

令和5年10月1日付

地球環境科学研究院長・環境科学院長に

部局長等（再任）紹介

令和5年10月1日付

　谷本陽一教授は、令和3年10月1日から地球環境科学研究
院長・環境科学院長を務め、令和5年9月30日をもって任期
満了となりましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年9月30日までです。

谷本　陽一 教授
もとたに いちよう

新任教授紹介

令和5年10月1日付

水産科学研究院教授に

東藤　　孝　氏
たかしとうどう

生年月日
　昭和41年11月23日
最終学歴
北海道大学大学院水産学研究科博士後期課程単位修得退学（平成7年3月）

　博士（水産学）（北海道大学） 
専門分野
　生殖生理学

法学研究科教授に

法学政治学専攻現代法講座 海洋応用生命科学部門
増殖生物学分野

牧　佐智代　氏
よちまき さ

最終学歴
神戸大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得退学（平成21年3月）

　修士（法学）（九州大学） 
専門分野
　民法、消費者法

人獣共通感染症
国際共同研究所教授に

山岸　潤也　氏
やじゅんやまぎし

生年月日
　昭和48年7月23日
最終学歴
北海道大学大学院農学研究科博士課程修了（平成14年3月）

　博士（農学）（北海道大学） 
専門分野
　病原体ゲノム学

工学研究院教授に

土木工学部門
社会基盤マネジメント分野

国際協力・教育部門

長井　宏平　氏
へいこうなが い

生年月日
　昭和52年3月25日
最終学歴
北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成17年3月）

　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　成熟社会インフラ学
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新任部局長等紹介
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オーバーライドして入力

■訃報

名誉教授　小沼　　操　氏
（享年80歳）

名誉教授　小沼　操　先生が、令和
5年9月9日にご逝去されました。
　小沼先生は昭和19年に長野県に生ま
れ、昭和44年北海道大学獣医学部獣医
学科を卒業後、同年北海道大学大学院
獣医学研究科予防治療学専攻修士課程
に入学し、昭和46年同専攻修士課程を
修了後、札幌医科大学医学部助手に採

用されました。札幌医科大学では鶏の
ウイルス性腫瘍疾患であるマレック病
を研究し、昭和49年に学位論文「マレ
ック氏病ウイルス及び七面鳥ヘルペス
ウイルス感染細胞に出現する共通抗原
に関する研究」により北海道大学から
獣医学博士の学位を授与されました。
同年から米国ウィスコンシン大学獣医
学研究科研究員、昭和51年に北海道大
学獣医学部助手、昭和59年に酪農学園
大学獣医学部助教授を務めた後、平成
元年に北海道大学獣医学部教授に任じ
られました。
　学内においては、数多くの学生を指
導されるとともに、学外においては、
日本ウイルス学会、日本獣医学会の理
事、動物サイトカイン研究会、動物用
ワクチン・バイオ医薬品研究会の会長
などを歴任され学術の発展に大いに貢
献されました。また国際協力事業団

（JICA）、科学技術国際交流センタ
ー、日本獣医師会の委員として途上国
における獣医師育成や畜産業発展のた
めの国際貢献に尽力されました。
　学術研究面では、動物の難治性疾病
の研究に従事され、とりわけタイレリ
ア原虫、牛白血病ウイルス、マレック
病ウイルスなどの細胞内寄生病原体を
対象に病態解明とワクチンによる制御
に関する研究を展開して、大いに発展
させ、昭和55年日本獣医学会賞、平成
18年畜産技術協会研究開発奨励賞、平
成21年日本獣医学会・越智賞を受賞さ
れました。
　ここに謹んで小沼　操先生の学術研
究発展と人材育成への貢献に感謝し、
心よりご冥福をお祈り申し上げます。

（獣医学研究院・獣医学院・獣医学部）

みさおお ぬま
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10月のキャンパス風景は、札幌農学校第二農場です。札幌農学校第二農場は明治時代に、当時のアメリカ中西部の様式に習
い、北海道の風土に合った近代的な大規模有畜農業を取り入れる拠点として建てられ、北海道農法の構築に貢献しました。
今では日本最大の生産地となった北海道ですが、その礎を築いた拠点の一つと言えます。先人たちに感謝しながら、‘実り
の秋’を楽しみたいですね。

編 集 メ モ

 ● 9月28日（木）、札幌キャンパスにワイン教育研究の拠点
としてワイン教育研究センターが開設されました。本学
で最も歴史ある建造物である「旧昆虫学及養蚕学教室」
と、「昆虫学標本室」が改修され、それぞれ「センター

棟」と「ワイン庫」へと生まれ変わりました。センター
棟には研究室が、ワイン庫にはワインセラーが設置さ
れ、教育研究へ活用されます。今後の本学のワイン教育
研究の動向にもご注目ください。

センター棟の様子 ワイン庫の様子
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